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1 , は じめ に

本論文は韓国産業資源部と韓国デザイ ン振興院 (民主DPラ の デザイ ン基盤

技術開発事業 に関する研究開発 の 課題として採択きれ 2 OO 3 年 呈月 か ら 1

年間研究した成果 である｡

現在韓国 の景観は先進諸外国に放 べ て 劣 っ て い る と指摘され て い る o 全

国的に各地域 の特性が無く ､ 無国籍な環境にな っ て い る o 計画性 の無 い 西

洋化 の涜入 ､ 注目性 の みを強調する看板 の 氾濫 の結果 ､ 漫然と した街路景

観が形成され て い るo そ の た め ､ 騒色問題防止 と地域性 の あ る優秀な景観

デザイ ン分野 の研究が切実に求められ て い る o すで に形成きれた環境要素

の 申で
一

番視覚的に影響力がある建物 である o しか し､ 建物は大部分が鵜

的財産 であるため ､ 景観 を改善 しようと考えた とき形成された建物にはた

らきかけて ､ 地域的固有性を形成して い く こ とは不 可能に近 い ｡ しか し､

道路 の 場合は公共施設として地域 の イ メ
- ジを調整する

≦

の に適 して い るo

機能が優先される車道と違 っ て ､ 歩行者空間は移動目的以外に都市住民 の

健康と情報交涜などの た め の集合機能が求められる空間で ある o それ ゆえ ､

歩道 は各地域の イ メ
- ジと 固有性を調整する の に適切な場所と い える o そ

の よ うな歩行者空間を構築する為には ､ 歩道 に関する理論的研究が必要 で

ある ｡ 歩道の舗面にお い て は ､ よ り良 い フ ッ ト ス ケ
ー プデザイ ン

(fTo o t s c a p e d e s i g n) 開発 が進められ る こ とが求められて い る o 奉研究は ､ 韓

国 の 地域街路景観 の ア イデ ン テ ィ テ ィ 藤立 は フ ッ トス ケ ー プデザイ ン開発

を通 して進展すると い う視点に立ち ､ 歩行者空間にお ける フ ッ トス ケ
- プ

デザイ ン に関する理論的背景定立を目指すも の で あ る o そ して ､ フ ッ トス

ケ
ー

プデザイ ン にお ける地域的 ･ 親環車的 の あ野 か たをを探究し ､ 体系的

に定立 して い くも の と考える o 全健界的に見て歩道額装デザイ ン に関係す

る理論的研究はほとん どみ られな い ｡ 本 研究 の キ
- ワ - ドで あ る フ ッ ト ス

ケ - プデザイ ン と い う用語は - 般 的に常用きれる用語 で は恋 い が ､ ｢ 足 に

触れる空間デザイ ン+ つ まり ｢ 歩道舗装デザイ ン+ ｢ 歩行者空間 の舗装デ

ザイ ン+ な どとと ら える こ と が できるo

日本 で は ､ 1 9 8 2 年 の 道路審議会に狩る道路整備 の指針と して ､ 従来 の道

路整備が とかく機能本位で行われ て い た の に対し ､ 親しみ と潤 い の ある道

路 づくり掲ぱ ､ 人 間性豊かな道 づくりQ3 推進 ､ 安全 で挺適な歩道形 充実 ､

緑豊かな道路空間 の創出などを提言 して い る o 具体的な整備内容と して は ､



美観やゆとり に 配慮し ､ 矧 こ都市を代表ずるメイ ン ス トリ
-

ト尊歴史的街

並 にお い て は そ の 蔀市 の シ ン 斜 レとなる儲性的で親 しみ と潤 い の あ る道路

を整備する ､ 重要な道路にはす べ て 歩道を設をチる ､ 道路景観 の 向上 ､ 沿道

の 生活環卓保全 の ため の植樹帯整備など道路緑柁 の推進などをあぽて い る o

こ の 提言 の 内容はまさに牽 の た め の 道路から火 の た め の 道路づく野を目指

すも の である o 道路 の位置付けを､ 従来は平面的な単なる変通路とみなし

て い たもの を､ 美観やゆとりを配慮 した公衆空間と して考えるようにな っ

て い る ｡ さらに ､ 歩道を設をナて 沿道 の生活環境保全 の面ま であをヂて お 琴 ､

現代 の 社会 ニ
ー ズ に対応する道路づくりが軽電きれ て い る o こ の 提言Q3 よ

うに都市 の シ ン ボ ル となる個性的 で親しみ と潤 い の あ る道路 の整備を通 し

て ､ 今日 の 日本 の個性的な街路景観が生まれてきた と考えられ るo

こ の ようなフ ッ トス ケ
ー プデザイ ン の機能と個性に対する概念は ､ こ れ

か ら の 課題として ､ 韓 国の 地方自冶団体にも関心高くな っ て い る ｡ そ の 点

にお い て ､ 本研究は国外地域的事例 の 比較とともに韓国 の シ ン ボ ル となる

個性的で親しみ と潤 い の ある フ ッ トス ケ･
- プデザイ ン の 敵性化を目的とす

る o しか し こ の 論文 はあくま でも フ ッ トス ケ
- プデザイ ン分野 の舘装材料

の 中にもプ ロ ッ タ 工法 に関心が集っ て 各国の フ ッ トス ケ
ー プデザイ ン事例

の現況調査と整理だ 捌 こ止 ま っ て あり広 い フ ッ トス ケ
ー プデザイ ン研究と

して は入 り 口 なもの である o 今 か ら こ の 分野 の研究が波及きれも っ と進め

て行く こ とを期待する こ とで ある o

2 . 韓国の ｢ 文化通り+

文化環境とは民族 ､ 歴 史､ 文イヒを内包する環境として も 額Å的にはそ の

地域文化を身に付けて健康 で豊かな文化生活を漬喫するように し ､ 地域的

には形成された文化を利属して経済的利益を創出する背景となるも の で あ

るo 韓国で は地方自治体 の 開幕と共に各地域 の ア イデ ン テ ィ テ ィ建 立 の 巌

要性を察知し ､ 地域の イ メ
ー ジ作り ､ 正体牲 の緩立などが活発に行われ て

い るo

そ の よ うな地域事業 の 目標として各地域にお い て歩行者専周道路として

象徴通9 を作 ろうとする動きがあるo 都市 の 代表的幹線道路は
F 番市 桁 シ

ン ボ ル になる街路+ と して ｢象徴通り(S y n b o l r o a d∋j となる e 象徴通学は

都市にお い て地理的に中心的な位置にある こ とだけで はなく ､ 寒帯活動 の

中枢 となる街路 である｡ 沿道に は都市を代表する建物が存在する場合も多



い o パ リ の シ ャ ン ゼ リゼ 通 り の ようをこ､ 象徴通 り は寒帯構造 の 中軸 であり

都市の顔となる o 韓国で は 1 9 9 0 年頃か ら番市 の象教通学と して の ｢文絶遠

り+ に関心 が持たれるようにな っ た o i 9 9 8 年度か ら i 9 9 4 年産ま で文化観

光部が釜山をはじめとした ま0 番市に ｢ 文化通 り+ の設置を支援した o そ の

後 ｢ 文化通り+ は各地に設置きれるようになり ､
2 8 0 2 年度 昭 文イヒ観光部 の

発表 で 経国内 82 カ 所に の ぽ っ て い る e こ の ような韓国 の ｢ 文化通 り+ をま地

域 の象徴通りと して ､ ま た ､ 多く の 人 身 が集う歩行者専周遊路と して ､ そ

れぞ れ の 地域 で代表的な景観 の場所とな っ て い るo 奉研究で は ､ 韓国 ｢ 文

化通り+ を韓国 の フ ッ トス ケ
ー プデザイ ン の 代表的ある い は模範事例とな

る べ きも の と認慈して現況 の分析を行うo 分析 を通 して得られた結果から ､

地域 の ア イデ ンテ ィ テ ィ を活 か した 地域的 FS D と親環境的 F S D 開発 の 方法

とそ の拡大 ､ 波及 の た め の 方策を見出して い く｡

3 . 研究の進め方

研究を進めるにあたり ､ ｢ 道路
･ 舗装材料 ･ 舗装 工法+ に関連 した 土木

工学関係 の書籍､ ｢ 道+ に関わ る文献 ､ ｢ ラ ン ドス ケ
ー プ+ に関する景観

デザイ ン ､ ｢都市デザイ ン+ に関ずる文献などを中心に フ ッ トス ケ
ー プデ

ザイ ン に関わる既往研究 の調査を行 っ たe 駿集した文献を中心に ｢歩道
･

歩行者空間 ･ フ ッ トス ケ
- プデザイ ン+ における概念 の 定立 ､ ｢ 歩道舘装j

に溶ける素材と 工法 の 定立 ､
｢ フ ッ トス ケ

ー

プデザイ ン+ におをナる基本技

法 ､ 造形要素 ､ 機能別類型を定立 した o

本研究では ､ 文化観光部 で指定した ｢文イヒ通り+ の フ ッ トス ケ
ー プデザ

イ ン の 現状 の把握と開発 の方向性を探るo ｢ 文化通 り+ 歩道舘装と
-

般歩

道舗装 の現状を調査し､ 歩道舗装材における素材面 ､ デザイ ン 面 ､ 色彩面 ､

施 工状態面 の確認と比較を行 っ た o ま た ､ ｢ 文化通 り+ と
-

般歩道に の フ

ッ トス ケ
- プデザイ ン に対する番市住民の意識調査を行 っ た e ア ン ケ

ー ト

ほ ､ ( 1) 回答者 の属性 ､ (2) 国内歩道舗装の歩道舘装 の評価と問題点 ､

(3) ｢ 文化通 り+ の訪問経験と ｢ 文化通り+ 歩道舗装に関する関心度 ､ (逮)

｢ 文化通り+ 歩道舗装と
一 般歩道舗装 の 比較 ､ ( 5 ) 各地域に望ま し い歩

道舗装の色彩選択と素材 ( イ ン タ
-

ロ ッ キ ン ダブ 日 ツ タ と粘圭ブ ロ ッ ク)

の イ メ
- ジ選択 ､ ( 6 ) ｢ 文化 の 通9 + の 歩道繍装に関するイ メ

ー ジ表現

とイメ
- ジ選択 ､ 以上六 つ の 項目 で構成 した o 2 0 8 3 年 3 月 に書面によるア

ン ケ - トを実施 した o 7 0 0 枚を配布 し有効回答を得た o

7



地域環境 に適応 した フ ッ トス ケ
- プデザイ ン の あり か た と方策を採るた

めには ､ 健界各地 のさまぎまな状況 の 下 で ､ つ く られ て ､ また ､ 軽われて

きた通り の事例分析が必要 で あ るo 本研究 で ほ ､ 韓 国以外に ､ ヨ
ー

ロ ッ パ

ならび に 日本 の フ ッ ト ス ケ - プデザイ ン の 現地調査を行 い ､ そ の 事例を分

析 しo 舗装の原点と い える ヨ
ー

ロ ッ パ で ほ ､ 各国の 首巻を中心に集客の 多

い観光地と地域性がよく表現され て い る都市を対象として選択した o そ し

て 各地域 の 中央路と歩行者専用道路を中心に現況調査を した o 主にデジタ

ル カメ ラ を用 い ､ 遠景 ､ 近景 ､ ス トリ
-

トフ ァ ニ チ ャ
-

､ サイ ン ､ 舘装材

料を識別出来るように韓影 した｡ 得 られたデ
ー

タ に基 づ き ､ フ ッ トス ケ
ー

プデザイ ン にお ける ｢色彩+ ｢ デザイ ン 特性+ ｢施 工 法に よる パ タ
ー ン 及

びデザイ ン構成形式+ ｢舗装材料及びそ の他+ ｢ 代表的写真+ ｢ イ メ
- ジ+

｢ 通り の 性格+ に つ い て 分析を行 っ た0 日本にお ける現地調査は日本 の大

都市ならびに景観が優れ て い る と される番市を対象と した e 各寒帯 で は駅

前に立地する中央商店街などの繁牽街と歩行者専用道路を中心 に現況を調

査した o 各事例 の分析は ヨ
-

ロ ツ パ の 調査と同様に行 っ たo ま た ､ 各 地域

の街 づくりに関する情報収集を進め ､ 参考文献 の 入手と
一 部 の 地方自治体

の行政担当者 - の イ ン タ ピ 註
-

を実施したo

韓国 ､ ヨ
ー

ロ ッ パ ､ 日本 で調査 し分析 して得られた結果を≡基 づき ､ 総督

的なフ ッ ト ス ケ
-

プデザイ ン の デ ー タ べ - ス の 構築 を行 っ た ｡ デ
- 夕 べ -

ス は フ ッ トス ケ
- プデザイ ン開発 の進展に寄与する こ とを目指 し ､ ウ ェ ブ

サ イ トで 公開して い る o 地域的なフ ッ トス ケ
- プデザイ ン と して の 代表的

事 軌 親環境的なフ ッ トス ケ
- プデザイ ン と して の 代表的事例を紹介し ､

さらに ､ 日本 の 調査対象地域 の FSD 色彩 ､ デザイ ン特性 ､ 施行法 ､ 舘装材

料 ､ イ メ
ー ジ類型 ､ 通 り の性格などを分析 して 図表化 したもg3 を公開 して

い るo



第1 章

韓国 ｢ 文化通り+ の 歩道舗装デザイ ン に対する利用者意識



1 . は じめに

1 . 1 . 研究 の 背景と目的

韓国 で は ､ 地方自治 の時代が開幕するとともに各地域 の ア イデ ンテ ィ テ

ィ を確立する必要性が強く認識されるような琴 ､ 地域 の イ メ
- ジづ く りや

オリジナリテ ィ
ー の 確立などが活発に行われ て い るo 現在 ､ 韓国 の 街路景

観は欧米などの先進諸外国に比 べ て 劣 っ て い る こ とが指鮪きれて い るo 者

市開発にお い て計画性 の無 い 西洋化が進行 し､ ま た ､ 注 目牲 の みを強調す

る商業看板が氾濫するようになり ､ 韓 国各都市 の街路景観は没膚牲 で雑然

とした状態にある o そ の た め ､ 騒色問題防止 の対策と地域性 の ある優れた

景観形成が切迫した社会要請とな っ て お 琴 ､ 景観デザイ ン分野 の 研究が嘆

美に求められて い るo 都市環境要素 の なか で視覚的影響力が
- 番大き い の

は建築 である ｡ しか し ､ そ の 多くが私的財産 で ある建造物に対 し ､ 都市景

観全体 の イメ
ー ジ形成を誘導するためにデザイ ン的はたらきかけを行うの

は極めて困難 である｡ それ に比 べ て 道路 の場合 ､ そ の ほ とん どは公共財産

であるため ､ 自治体の意思と政策に基づ い て フ ッ トス ケ - プデザイ ン

(F o o t s c a p e D e si g n
･ 歩道舗装デザイ ン ; 以下 F S D と記す) を施す こ と が

可能 で あ甲 ､ 地域の ア イデ ン テ ィ テ ィ 表現 の自由度が高い o そ の た め ､ 地

域街路景観 の ア イデ ン テ ィ テ ィ 確立 には ､ F S D 開発が最も重要な誘因とな

ると い っ て も過言 で はない o そ こ で ､ 筆者 ら 乳 棒国におをチる地域街路 の

景観アイデ ン テ ィ テ ィ の確 立 に向け ､ F S D 開発 の あり かた を採るため の調

査研究を行 っ た o また ､ 地球環境保全に向けた施策が求められる今 日 ､ 街

路景観デザイ ン にお い て も親環鏡的な視点で の 配慮が不可欠 であるo

本章は ､ 韓国政府文化観光部で指定された ｢ 文花通り ( 昆u Rk h a k e o f
t

皇) A

におをナる F S D の 現況を概括し ､ 歩道喜寿装に対する認識 ､ 選好 ､ 要望等 の ア

ン ケ
-

ト調査 の解析を通 して ｢ 文花通 り+ の F SB に対する利用者意識 の構

造を究明する こ とを目的とする o

表 1 . 回答者の属性

1 . 2 .

｢ 文化通り+ とは

i e



歩道歩行利周者 の F S D に対する意識調査を行うには ､ 多く の 人達が集ま

っ て 歩く ､ 各地 の 歩行者専用道路ある い は歩牽共存道路を対象と して 議定

する こ とが 必要 であるo 本章で は ､ 韓国政府文花観光部で指定した ｢文すヒ

通 り+ を中心 に ､ 各地 の 歩道を選定した [ 注 i] e 韓国の ｢ 文化遠野+ 萎ま､

各地域における伝家行事をは じめと して各種イ ベ ン ト､ 展示 ､ 飲食などさ

まざまな文化活動を催す こ とで 人 が多く集まる活気ある通りを作ろうと し

て企画されたもの で ある o ｢ 文化通り+ を構成する基本要素は ､
｢ 文化活

動+ とそ の 文化活動が行われる物理的空間環境すなわち ｢ 通 り+ で ある o

そ して ､

一

番 太宰な文化活動 の主体は ｢人 間+ で ある o こ の ｢ 文化活動+ ～

｢ 通り+ ､
｢ 人 間+ ､ 三 要素を通 して ｢ 文化通 り+ が構成きれると い える o

1 9 9 0 年度から関心が持たれるように なり ､ 文化観光部は 1 9 9 0 年度か ら 94

年 ま で 釜山をは じめ ソウル ､ 仁川 ､ 江原道 ､ 春川 ､ 米州 ､ 大 田 ､ 全州 ､ 公

州 ､ 木浦 の 1 0 都市にお い て ｢文化通 り+ の 制定と実施 の た め の 支援を行 っ

た o 以後 ｢ 文化通り+ は各地方にお い て制定され ､ 2 0 0 2 年度 に発表きれた

文化観光部 の資料によると全国で 82 カ 所 に上 っ て い るo ニ の ような ｢ 文化

通り+ はそ れぞれ の地域の象徴通り であり ､ また ､ 多く の 人達が集合する

歩行者専用道路と して 地域景観 の代表的事例ともな っ て い る o 本章で FS D

の 調査研究対象と して各地 の ｢ 文イヒ通 り+ を選定 した理由は ､ 韓国 の 場合 ､

｢ 文化通り+ を中心 に歩行者専用道路 の概念が導Åきれた経緯があ野 ､
｢ 文

化通り+ を中心 と して FS D の 大切さが要求され つ つ ある た め である｡ しか

しながら ､ ま だ ､ それ ぞれ の都市 の特徴を引き出 して い ない ｢ 文化通 り+

が多く ､ 各地 の ｢ 文化通 り+

る と い う実相がある ｡

# # 8 名 2葛 8一名

の 雰囲気が似通 っ て しま い 没個性に陥 っ て い

1 餓 豊子! 名 6く汚 7昏名 】8覧 轟車 2葛 胡7 巷

デザイ ン 26 名 6鷺 柑ヰ名 2 3! 空28 名 与鴫 78 名 1 7鴛 柑 名 ヰ笥 ヰヰS 名

& # 呈6 名 6% 柑6 名 2ヰ% 232 名 書芸亀 亨昏名 16 % 11 名 2 隻 舶5 亀

鳥エ 攻払 ヰ3 名 10 S 1 13 名 2 5% 8 3 名 1 9隻 3 2 名 7篭 舶6 名

表 2 .

- 般歩道嶺装の 評価

1 . 3 . 粘土 ブロ ッ ク の親環境性に つ いて

本章 で は ､ F SD の 素材 と して特に粘土ブ ロ ッ ク の 有周性に着眼し ､ そ の

普及に向け ､ ア ン ケ
-

トにお い て 選好度調査を実施 した o 粘土プ 冒 ツ タ は

土を主原料と して製造され て お り ､ 人体 に有害な成分の発生お よび環境汚

染がほとん どな い o ま た ､ 保永性を有する こ と で詞湿 の機能があ撃 ､ 快適

な湿度を維持する役割を果たす o 蓄黙放射面 でも優れ て お う ､ 保漉 した凍

i五



分 の蒸発散による潜熱も作周し､ 真夏 の 暑 い 時間帯にお い ても路面温度 の

上昇を抑制する e 特をこア ス フ ァ ル ト ･ ヨ ン ク リ
-

トと比 べ た場合にそ の差

は大き い ｡

2 . 研究方法

一

般路 と｢ 文化通り+ の F SD に つ い て の 一 般市民 の意識を把握するた 軌

ア ン ケ
ー

ト調査を行 っ たe また ､ 各地域 の ｢ 文化通 り+ の 歩道舘装 の素材

と施 工方法を確認するため自治体 の管理責任者 - の イ ン タ ビ ュ ー 調査を実

施したo

ア ン ケ
ー

ト調査項目は ､ ( i) 回答者 の属性 ､ (2) 国内歩道舗装 の評感

と問題点 ､ (3) ｢ 文イヒ通り+ の 訪問経験と ｢文化通り+ 歩道舗装に関する

関心度 ､ (4) ｢ 文化通 り+ 歩道舗装と
一

般歩道舗装 の 比較 ､ ( 5 ) 各地域

に望まし い歩道舗装 の色彩選択と素材 ( [ イ ン タ -

ロ ツ ギ ン ダブ ロ ッ ク〕

と E 粘土ブ ロ ッ ク] ) の イ メ ー ジ選択 ､ ( 6 ) ｢ 文化通り+ の 歩道舗装に

関するイメ ー ジ表現とイメ
-

ジ選択 ､ 以 上六 つ の 項目 で構成 した o ア ン ケ

ー

トの 実施時期は 2 00 3 年 3 月 で あ るo 配布数は 7 0 0 部 ､ 回収数お よび有効

回答数は 4 57 部 ( 回収率68 % ) で あ っ た o ア ン ケ
ー

ト回答者 の属性は蓑 1

に示すとおり で ある [ 注 2] 0

3 .

一 般歩道と ｢ 文化通り+ の 額装に つ い て の ア ン ケ ー

トの 調査結果

3 . 1 .

一 般歩道留装の評価

｢ 文化通り+ の FS D の 評価 の 比較対象として ､

一

般歩道 の FS B の 評儀 を

調 べ た o 一 般歩道舘装にお ける ｢素材面+ ｢デザイ ン 面+ ｢ 色彩面+ ｢施

工 状態面+ に つ い て 質問した結果を表2 に示す 8
- 般歩道舗装 の素材に関

して どう思うか の設問に対 して は ､
｢ どちら とも い えない+ が 6 O % と過半

を占め ､ ｢優秀 で ある+ 18 % ､ ｢ 非常に優秀 で ある+ 2 % ､ ｢ 劣等 で あ る+

18 % ､ ｢ 非常に劣等 である+ 2 % と ､ 良く評価する声と批潤する声はほぼ同

敦であ っ た o
一

般歩道舗装のデザイ ン に関して どう思うか の設問に対して

は ､ ｢ どちらとも い えな い+ が 5 O % で あり ､ F優秀 である+ ｢ 非常に優秀

で あ る+ と回答した の が合わせ て 2 9 % ､ ｢ 劣等 で あ る+ ｢ 非常に劣等 であ

る+ と回答 したe) が合 わせ て 2 i % と ､ 批判する声よ野優秀と評価する声が

若干多い とは い え ､ 特 に評債を表さない意見が半数を占める o - 般歩道繍

装 の色彩に関して どう思うか の設問にお い ても ､ ぼ ぼ同様 の 回答額向がみ

星空



られ る｡ 以上 の 結果を見ると ､

一

般歩道舗装における ｢ 素材 面+ ｢ デザイ

ン 面+ ｢ 色彩面+ に つ い て は ､ 優秀と評価する意見と批判する意見がそれ

ぞれ 1 / 4 前後ほ どみ られ る が ､ 半数以 上 の 人 び と は評価をするほ どの 意識

を有 して い な い と解する こ とが できる o 一 方 ､ 一 般歩道舗装 の施 工状態に

関 して どう思う か の 設問に対して は ､
｢ どちら とも い えない+ が 39 % と多

い も の の ､
｢優秀 で あ る+ と ｢ 非常 に優秀 である+ を合わせ る と 35 % ほ ど

に なり 1 / 3 強 を占め て い る ｡ ｢ 劣等である+ と ｢ 非常に劣等 で あ る+ を合

わ せ たも の は 26 % で あり ､ 評価が分散され て い る ｡ ｢ 素材面+ ｢ デザイ ン

面+ ｢ 色彩面+ - の 評価意識が希薄な の に 比 べ ､
｢ 施 工状態面+ - の 評価

意識は比較的は っ き り して い る と い える o

現在 の 一 般歩道舗装における問題点と して何が認識され て い るか問うた

設問で は ､
｢ 頻繁に行われる 工事に よる経済的損失+ 30 % ､ ｢ 画

一

化 され

た灰色 の セ メ ン トまた は コ ン クリ ー

ト歩道ブ ロ ッ ク で感じられる周辺景観

または自然と遊離した情緒+ 27 % ､ ｢ 歩行 を妨げる凹凸 の酷 い歩道舗装+

2 7 % , [ 歩道舗装による地下水不足 (歩道舗装 で雪 , 雨な どが海にそ の ま

ま流されるため) ] 16 % で あ っ た [ 図 1 ] ｡
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Eel 1 .

一

般歩道9R 装の 親局点と考える項目

3 . 2 .

一 般歩道舗装と ｢ 文化通り+ 歩道舘装に対する比較

( 1 ) ｢ 文化通り+ へ の 訪問経験

｢ 文化通り+ - の 関心度合いを確認するために ､ ｢ 文 化通り+ 訪問 の

経験度合い を尋 ね た ｡ 回答者 の 76 % が ｢ 文化通 り+ を訪れ た経験を有する

[ 図 2 ] 0
｢ 文 化通り+ は住民 の 活動領域として 認 識 され て い る と読み取

れる ｡

1 3



な い ･ニュJ %
'

)

I
- ー‾

- -ある ( 丁郎も二:】

回 2 .
r 文 化通りJ を折れた軽食の有*

｢ 文化通 り+ を訪れ た経験がな い 回答者は 2 割強 ほ どだが ､ そ の 理由に

つ い て は , ｢ 興味がなか っ たか ら+ が 52 % と 半数を超える ｡ また ､
｢ 『文

化通り』 が どこ な の か知 らない か ら+ が 1 7 % ほ どお り ､ 訪れ た経験がない

回答者 の お よ そ 2 / 3 が ､ ｢ 文化通 り+ にあまり関心を寄せ て い な い と い え

る｡ ほ かは ｢ 住ま い の 周辺 に 『文化通り』 がな か っ た か ら+ ｢機 会がな か

っ た+ ｢ 忙 し か っ た か ら+ ｢遠 い か ら+ な ど地 理的 ･ 時間的等 の 制約 か ら

訪れた こ とがない と回答 して い る [ 図 3 ] 0

r

ヽ

卑】り J '1 Ll
L

E I :
.
t 1

.
. _

t ･
･--, A S こ

t

′1 1

ヒ チ E H 7 I盲卜:
一
L
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十
L r . 1･ -: こ ｢ ･ 事チ

･ 1 6 J リ

周 3 .
｢ 文 化iL L) + を折れた経政がない理由

( 2 )
一

般歩道と r 文化通り+ 歩道の舗装に対する比較 の認識

｢ 文化通り+ を訪れ た経験がある回答者に , ｢ 文化通 り+ 歩道舗装が

一

般歩道舗装と見分けできると思うか質問すると ､

い え+ が 4 9 % とほ ぼ半々 に 分 かれ た [ 図 4 ] ｡

し
■

い i

l t
･

ヽ l
回 4 . r 文 化通り+ 歩並舗装と

一

般歩違9F 装を見分けた度合い

｢ は い+ が 5 1 % ､ ｢ い

1 4



また ､

一

般歩道舗装と ｢ 文化 通 り+ 舗装 の ｢ 素材面+ ｢ デザイ ン 面+ ｢ 色

彩面+ ｢ 施 工 ･ 管理 面+ を どの ように 比較 して い るか そ の 認識を質疑 した o

そ の 結果 は ､ ｢ 素材 面+ ｢ デザイ ン 面+ ｢ 色彩面+ ｢施 工 ･ 管理 面+ 四 つ

の 要 素とも､ ｢ どちら と も い えな い+ と の 回答が割合が多い こ と か ら ､ 半

数近く の 人 び と は
一

般歩道と ｢ 文化通り+ の 舗装状況に つ い て ､ どち らが

優れ て い る か特 に 認識は して い な い ｡ ただ し､ ｢デザイ ン 面+ ｢ 色彩面+

の設問に つ い て は優劣 の意見が若干明確に回答され て お り , 両設 問とも

30 % 弱 の 回答者が ｢ 文化通 り+ の舗装は 一

般歩道 の舗装に比 べ 優れて い る

と答えて い る ｡ 同 時に ､ 2 5 % 強 の 回答者が ｢ 文化通り+ の 舗装は 一 般 歩道

の舗装に比 べ 劣 っ て い る と答え て い る (表 3) ｡

表3 . 【r文化の通り+ 歩道尭装を
一

般歩 槻 蛮との [素材面】 . [ チゲイ ン面】 ､ 〔色彩面】 ､ 【施エ . 管理面】

の比較

3 . 3 .

｢ 文化通り+ 歩道舗装に対する関心度

｢ 文化通り+ を訪問 した経験 の ある人 び と に 対 して

舗装を関心を持 っ て 見 た こ と が ある か と質問した結果 ,

の が 55 % で ､ ｢ あ る+ が 45 % で あ っ た [ 図 5 ] 8

芸
L

:
yl

蕊

｢ 文化通り+ の 歩道

｢ な い+ と答 えた

囲 5 .
r 文化通りJ 歩道計装を関心を持 つ て見た ことがあるか の 有*

上記 の設問に対して ｢ あ る+ と答え た人 に対 し歩道舗装が
一

番印象的 で

あ っ た ｢ 文化通 り+ の 場所を自由記述形式 で尋ねた設問 の 回答結果を図 6

に示す｡ ソウル 市 ｢仁寺洞通り+ [ 図 7 ] が 42 名 で最も多くあげられた ｡

1 5
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囲 6 . 歩道額装が
一

番印象的であるとしてあげられた r 文化孟 L) J の 拝所

図 7 . 亡 寺洞伝統文化 の通り

続い て ､ ソ ウル 市 ｢ オ リ ン ピ ッ ク公園+ 2 6 孝. ､ 慶州市 ｢慶州普門園地+

1 4 名 が多くあげられ て い る o 5 名 の 回答が得られた ソウル 市 ｢ 春宮石垣通

り+ [ 図 8 ] も含め ､ 回答 が多か っ た場所は国内に限らず国外 からも人が

集まる観光名所である [ 注3] o
ア ン ケ

ー

ト回 答者 の 9 割以上 が ソウル と

首都圏に居住するにもか か わ らず ､ ソウル と首都圏以外 に位置する ｢慶州

普門園地+ を多く の 人 が あげて い る｡

回答者があげた印象的な通りは 24 カ 所に の ぼる が ､ そ の うち文化観光部

が指定した ｢ 文化通 り+ は ､ 水原市 ｢ 羅恵錫通り ( 洪蘭波 の 通 り) + ､ ソ

ウル市 ｢ 三 成洞 ( - 貿易金融 の 通 り) + ､ 仁川 市 ｢ 新浦洞 ･ 月 尾島 ( - 月

尾島文化通り) + ､ ソウル 市 ｢芸術の 殿堂 ( - 文化芸術 の 通 り) + ､ ソ ウ

1 6



ル 市 ｢仁 寺洞通 り ( - 仁 寺洞伝統文化通り) + , ソ ウ ル 市 ｢ 弘 益大草校 ( -

大学路文化芸術 の 通 り) + の 6 カ 所 の み で ある っ

｢ 文化通 り+ の な か で歩道舗装が
一

番印象的で あ っ た場所 の 回答に 関し

て ､ そ の 歩道舗装が
一

番印象的だ っ た理由を問うた設問 で は ､ ｢ 素材 が独

特 で環境に配慮 して い る+ が 29 % ,
｢ デザイ ン 面 で優れ て い る+ が 2 7 % ,

｢ 色彩が周囲と調和 して い る+ 2 7 % ､ ｢ 施 工 と管理が優秀 で あ る+ 1 7 % の

順で あ っ た [ 図9 ] o

i l
一

/I l いIT
チ I f P B :
.
▲ l

▼
.

=′r‾

l

叫
鳩l モ こ,

‾I り .

図 8 . 棲書官石垣透り

)

-

I I
.

:
L 7: 1E :

._1
1 ⊂l ‾ J=

回 9 .
r 文 化孟 L) J 歩道常告が

一

手印& 的 だ つ た理由

4 . 歩道舗装の色彩と素材に つ い て の 調査結果

4 . I .

｢ 文化通り+ 歩道舗装の素材と施工方法

2 00 3 年 5 月 か ら 6 月 に か けて ､ 文化観光部により指定された｢ 文化通 り+

8 2 ケ 所を より詳細に把握するために ､ 各区役所 の管理責任者にイ ン タ ー ビ

ュ
ー 調査を行 っ た ｡ 調査項目は ｢道路性格+ ｢道路類型+ ｢ 舗装材料+ ｢施

工方法+ ｢ 舗装デザイ ン の造形的要素+ で ある ｡

｢ 文化通 り+ に使われ た歩道舗装材と施 工方法を分類 したもの を表 4 に

示す｡ 歩道舗装材は ､ ｢ c : ア ス フ ァ ル トまた は ア ス フ ァ ル ト コ ン ク リ ー ト

混合物 ( 以 下 ､ ア ス コ ン と記す) + [ 注 4] が 23 カ 所 と
一

番多く利用され

て お り ､
｢ a : イ ン タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク+ 1 7 カ 所 ､ ｢b : 粘土ブ ロ ッ ク+

15 カ 所 ､ ｢ e : 花樹岩+ 14 カ 所 , ｢ h : 済州板石 ･ 石材 ･ 大理石+ 5 カ 所 , ｢ d : I

型 コ ン ク リ ー

トブ ロ ッ ク
･ コ ン ク リ ー ト+ 4 カ 所 ､

｢ f : 陶磁 器質タイ ル+

5 カ所 ､
｢ g : 透水 コ ン ク リ

ー ト+ [ 注 5] 1 カ 所 ､
｢ i : 煉 瓦+ ､

｢j : 芝生+ ､

｢j : ク ッ シ ョ ン の あ るブ ロ ッ ク+ が各 1 カ 所 で あ っ た o 施工 方法は ｢2 : 第

二 次製品型 ( - ブ ロ ッ ク 工 法) + [ 注 6] が 34 カ 所 ､ ｢ 1 : 現場施 工型 ( -

ロ
ー

リ ン グ 工法) + [ 注 7] が 2 3 カ 所 で あ っ た｡
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地域男司

( 箇所敢)

r 文 敬遠りj の名
､ 斡

地 -

歩遂舗装樹 エ 方法

盛 玩 e ; a e 苧 蛋 玩 ‡ メ 1 乏

ソウル(21)

兼学銘文鑑芸術遠L) 鍾路区 ● ◎

仁 専詞伝統文ずと通L) 鍾路区 ● ◎

淑明女子大学校の前文化

通り
龍山区 ● ◎

素月通り 城東区 I ● ● ◎ ◎

渡遼遠り 廉津区

文化通り 東大門匿

映画通り 城丑区

伝線文化通り 城北区 ● ● ● ㊨ ㊨

江光支社芸術透り 江丑区

文鑑芸術逢L) 陽)I‡匿 I ● ● ● ㊨ ㊨

ウ エディング遜り 酉大門区 ● 書 ㊨

家具遠i) 西 大門区 ● ● ◎ ◎

九老5 詞 文牝遜り 元老区 ● ● ● ◎

中央大撃校周辺文化通り 癖雀区 ● ● ● ● ㊨ ㊨

薄星聾文忠通り 冠岳区 ● ● ㊨ ◎

文化芸術遣り 璃葦区 I ● ● ◎

ファッション文忠通り 江南区 ● I ㊨ ◎

情尋遜唐通り 江南区 事 ㊨

家具支社通り 江南区 ● ● ㊨ 珍

貿易金融遜り 江南区 書 ㊨

i 8



釜山(7)

PIF F 文 他通り 申区 ● 8 ㊨

テズラク文化通り 申区 ● ● ㊨ ㊨

龍頭山文色通り 申区 ● ● ◎

釜 山鏡区支社通り 釜山填匿

党魚蕗文イヒ通り 金井区

海辺文乾芸術遜り 海要義区

月見 丘 支社通り 海葦壷区 ● 書 ㊨ ㊨

大 帝( 2)

亀山文化遜り 申匡 ● ㊨

率令市通り 中匿 ● ● ◎

仁川( 3)

月尾島文化通t) 申 区 ● ● ㊨ ㊨

雨 滴文忠通り 南飼区

奮平文化通り 富軍区

光相(1 ) 芸術通り 東区 ● ㊨

大 田( 4)

温泉蕗文化通t) 壌城区 ● ● ㊨

大学銘文忠通り 儒城区

ウヌン ジョンイ文化通L) 申区 ● ● 昏

文 化遣り 中匿

蔚山( 2)

文化 通り 中区

支社芸術通り 南区 ● I ◎

京畿道

(1 2)

尿意錫､ 洗顔境遇り 凍原市 ● ● ㊨

城南文恵遜り 城南市

呈9



京畿道

(1 2)

光 明文化通L) 発明市 ● ● ◎

宰 簿文化遜り 平準市 ● ● 珍 ◎

松炭晩発特区文1ヒ逮L) 平幕市 ● ● ◎

茶 由支社公園内文能透り 甫嶺相市 ● ㊨

河南支社通り 河蒋市 ● ● ● ◎

堪鯛文忠通り 単相寄 ● ㊨

烏山文幾通り 鳥山市 ● ◎

藤川文恵通り 漣用部

加平柏丁文色遜り 加平者

境平文才ヒ通り 榛牢番

江原遺

(2)

蓉川文化通り 春川寄

江陵文1ヒ遣り 江陵市

忠北( 3)

中央経文忠通り 清州寄 ● ● ● ㊨

涛嫡文書ヒ還り 清絹布

報恩文すと通り 報恩都

忠南( 5)

天変文化遜i) 天安市 ● ● ● I ㊨

百済文化遜り 公相市 ● ㊨

牙 山文化遠i) 牙 山市

瑞山真也透り 璃出市

接線文忠通り 扶俸苛 ● ● ◎ ◎

全文(1) 歴史遜り 重用市 ● ● ◎

望8



会商( 5)

都市艶文化通り 木浦市

王∈文鑑通り 登患部

文化菖動遜り 贋永市

購 天文忠通り 頗天市

羅殉支社通り 露弼市

鹿北( 5)

斬 羅遠t) 塵嫡市

安東文牝通り 安東市 ● ㊨

浦 項文イヒ通り 諾項市

文化銘 亀尾市

跳躍還り 英陽都

慶南(8)

島 原用地文比べ ル ト 昌原市 ● ● ㊨

南 江 支社通り 晋粕帯

市民支社選り 蟻海市

文化芸術通り 統馨市

金海文化通り 金海市

文化還り 巨済市

上林公園 威陰影

居昌文化遣り 居昌書昏

済軸道

(1)
撃砕撃遜り 西鐸涛 ● ㊨ ㊨

義 4 .
｢ 文ヰヒ透りj 現況と調査結果 (20 e 2 年 8 月)

前審で 回答者が訪問経験があり歩道舗装が印象的 であると回答を得た

｢ 文化通り+ 6 カ 所 の 歩道舘装は ､ それ ぞれ ｢ ナ ビ エ ソク 通り/ 粘土ブ ロ

ッ ク ､ 花碗岩+ ､
｢ 三成洞/ 透水 コ ン ク リ ー

ト+ ｢ 新浦洞 ･ 月 尾島/ 粘

土ブ ロ ッ ク ､ ア ス フ ァ ル トまた はア ス コ ン+ ｢ 芸術 の殿堂/ イ ン タ -

E 3p ツ

キ ン グブ ロ ッ ク ､ 粘土 ブ ロ ッ ク ､ 花蘭岩+ ｢ E 寺洞通り/ 粘 土 プ ロ ッ タ+

｢ 弘益東撃校/ Ⅰ墾 コ ン ク リ
-

トプ ロ ッ タ ･ コ ン ク リ
-

トj で あ るo ｢ 文

イヒ遠野+ 全体 で は ア ス プ ア ル トま たは ア ス コ ン ､ イ ン タ
-

ロ ッ キ ン ダブ ロ

望l



ッ ク が利用され る度合 い が高 い の に比 べ ､ 印象的で ある と 回答された ｢ 文

化通り+ に は ､ 環境 に 配慮され自然 に や さ し い 粘土 ブ ロ ッ ク ､ 自然素材 で

ある花樹岩 ､ 都 市洪水 ･

地 下水 の 枯渇現象を顧慮した透水 コ ン ク リ ー トが

多く用 い られ て い る ｡

4 . 2 .

I( ンタ
- ロ ッ キン グブロ ッ クと 粘土 ブ ロ ッ ク に対する選好

歩道舗装 の意匠面 の 開発 にお い て は ロ ー

リ ン グ工法 より もブ ロ ッ ク 工

法 の ほ うが ､
パ タ

ー

ン 展 開が容易な点で有利 で あ るo 第二 次製品型 ( ブ ロ

ッ ク 工 法) の なか で ､ 自然石 に 比 べ 廉価 で あり ､ 再利用 可能 で あ る面 か ら

考えて経済的 で親環境的で あると い え るイ ン タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク と粘

土ブ ロ ッ ク の 歩道舗装に つ い て の 好感度を調査 した ｡ イ ン タ ー

ロ ッ キ ン グ

ブ ロ ッ ク と粘土ブ ロ ッ ク 外観上 の差は小さ い が [ 図 1 0] ､ 素材 に違 い が あ

る ｡ イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク は ､ 高坂動加圧方式 で製造した コ ン クリ

ー

トブ ロ ッ ク で ある ｡ 走行性 ､ 凍結融解､ すり - り作用 の抵抗性に優れ ､

補修も容易 で , 周 辺環境 に調和した舗装面を形成する こ とが で き る素材 で

あ る [ 注 8] ｡

一

般歩道 の 舗装材料と して多く使われ て い る ｡

I
囲10 . イ ンタ - ロ ッ キ ングブl= ツ ク ( 左) と粘土 ブ ロ ッ ク (右)

歩道舗装 の材料として の イ ン タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク に つ い て どう思う

か 選好を調 べ ると ,
｢ 普通+ が 47 % と半数近く を占め ､ ｢ 良 い+ と評価す

る の が 4 % と少数 で あり ､
｢ 悪 い+ とす る回答が 32 % と多 い ｡ また ､

｢ 関

心 ない+ が 1 7 % で あ っ た [ 図 1 1] ｡ イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク は好感度

が高い材料 で はない こ とが わ か る ｡

'

t7
L
T
: J I. _

J 1 7
Ll

∴

写し 3 ご -
. -

吉,4
･ ヰ.T- ;

圃 11 .

一

曲歩道幼生の素材と して多く使われて いるイ ンタ ー ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク に つ い て の 評価
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粘土ブ ロ ッ ク に つ い て は ｢ 普通+ が 51 % で あり ､
｢ 良 い+ が 2 4 % で あ

り ､
｢ 悪 い+ は 6 % とイ ン タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク と反対 の傾向を示 した

[ 図 12] 0
｢ 関心 ない+ と 回答 した の は 1 9 % で あ っ た ｡ ｢ 良 い+ と答えた

回答者に ､ 粘土ブ ロ ッ ク の長点を問うと ､
｢ 自然 にやさし い素材 で ある+

7 5 % ､ ｢ 自然 の 色彩と して 周辺環境と調和する+ 24 % で あ っ た [ 図 1 3] o

｢ そ の 他+ 1 % の 答え は ｢歩道舗装として新 し い 素材なの で新鮮に感 じる+

が ある o ｢ 悪 い+ と答え た回答者 に粘土ブ ロ ッ ク の 短所を尋ねた設問で は ,

｢ 赤 い 色 が嫌 い+ とす る比率が 58 % と 高か っ た ｡ ほ か に得られた短所は ､

｢ 価格 が高い+ が 5 % で あり ､ ｢ そ の 他+ 3 7 % の 回 答内容を確認すると ､

｢ 強度が弱く壊れやす い+ ｢ デザイ ン が単調 で あ る+ ｢ あり ふ れ た素材 で

ある+ な どの 記述がみ られた [ 図 14] ｡

-
. ･ ･ ､

ア

草
舌考

･ き1

囲 12 . 海士 ブE) ッ クに つ い て の評価

二8 二■■
.

,<

図 1 3 . 粘土 ブロ ッ ク の長所と考える点

･与1Z

37
1 ∴

図 t 4 . 粘土 ブ ロ ッ クの 短所と考え る点

4 . 3 . 歩道舗装の色彩 の選好

歩道舗装 の色彩として 人 び と は どんな色を望む の か を調査 した ｡ 地域 を

象徴する地域色彩が必要だと思うかと の設問に対 して は , ｢ 必要 で ある+

80 % ､ ｢ 必 要で は な い+ 20 % で あ っ た [ 図 1 5] o 地域色彩 の 必 要性を感 じ

る人 び とが多い ｡ 各地域 の 歩道舗装色彩と し て どれ が望ま しい と思う か 選

択さ せ た設問に対 して は ､ ｢ 見 どこ ろ の あ る多彩な色彩+ 59 % ､ ｢ 自然そ
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の まま の 土 の 色+ 2 7 % ､
｢ 赤 い 煉瓦 の 色+ 8 % ､ ｢ 無彩色 (灰色) の コ ン

ク リ
ー

ト, セ メ ン トの 色+ 6 % で あ っ た [ 図 16] ｡

e

=∴
A

.I
ヨー

きl)
i

コ
, ‡ F
- - ‾. r

'

＋ -
S L l ･

国 1 5 . 地域を象徴する地域色彩が必要と患うか 国 1 6 . 各地域の歩道9b 装色彩として望まし いと患う点

5 . FSD の 選好調査

粘土ブ ロ ッ ク は ､ 親環境性が高 い FSD 実施 の た め に有用な長所を多く含

ん で い る こ とが評価され て い るも の の ､
｢ 文化通 り+ の 舗装にお い て 活用

は多くな い ｡ そ の た め ､ 粘 土ブ ロ ッ ク舗装 の 活 用 を模索するために ､ F S D

の 選好 を調査 した o

5 . 1 . 粘土 ブロ ッ クを活用した FSD の 二 者比較

各地域 の望ま しい 歩道舗装色彩と して高 い 回答を得た ｢ 見 ど こ ろ の ある

多彩な色彩+ ｢ 自然そ の まま の 土 の色+ と い う要件を考慮し ､ 粘土 ブ ロ ッ

ク を活用 した舗装にお い て ､ 赤系 の彩度 ･

明度に変化を持たせたデザイ ン

の イ メ
ー ジ シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン を作成し , そ の 選 好を調 査 した ｡ サ ン プ ル に

は粘土ブ ロ ッ ク 舗装 の典型例 で あ る天安市ア ラリオ広場を選 ん だ ｡ a . 変化

をもたせた天安市ア ラリオ広場とb . 現状 の 天安市ア ラ リオ広場 の 2 サ ン プ

ル を写真で提示 し､ 気 に 入 る方を選ばせた ｡ 結果は ､ a . 4 % ､ b . 9 6 % と現

状 の ま ま の イ メ ー ジが強く支持された ｡ [ 図 1 7] ｡

a - 1 叫

L

r
- I

b
･

? 丘 叫

図1 7 . 粘土 ブ ロ ッ クを活用したF SD イ メ
ー ジの玉好 写X 左 : a . 現状の天安市ア ラリオ広場

写暮右 : b . 文化 をもたせた天安市アラリオ広4

2 4



5 . 2 . 異 な っ た四 つ の歩道の FS D 評価

次に , 図 1 8 の ようなイ メ ー ジ写真 をサ ン プ ル と して 選好を調査 した o

1 . 現在韓国 の
一 般歩道舗装 で頻繁に見られるイ ン タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク

歩道舗装の 写真､ 2 . 単調 な赤色煉瓦 の 色相を変え , 暖色系と大胆な曲線を
加 えたデザイ ン の 赤色煉瓦 で製作された広場(イ メ ー ジ シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン)

3 . ま る で赤色煉瓦 の ようなイ ン タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク と異国的デザイ ン

の 写真 , 4 . 特徴的なデザイ ン がなされた 磁器タイ ル で清潔なイ メ ー ジ の デ

ザイ ン歩道舗装 ､ 以 上 の サ ン プ ル で ある o 結果は , 3 が 34 % , 2 が 2 9 % ､ 4

が 2 3 % ､ 1 が 1 4 % の 順 に選好され た [ 図 18] ｡
3 の パ タ ー ン は , 広 い 領域

に赤色 の ブ ロ ッ ク を地 と して 二種類 の青色 の ブ ロ ッ ク で 図 を描い たデザイ

ン で ある ｡ 全体に赤色が多く単純な色相を展開させたデザイ ン に もかかわ

らず , 選好度合 い が高か っ た｡ 1 と 3 を比 べ る と ､

一 般的な歩道舗装デザ

イ ン よ りも特徴的な パ タ ー

ン デザイ ン が施された歩道舗装の ほうが選好度

合 い が高か っ た ｡
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国18. 歩道嶺隻に対する還好調査
のイ メ ー ジサ ン プル と評価
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園1 9 ,
r 文化通り+ FS D が どんなイ メ ー ジで表現されるの が望まし いか

5 . 3 .
｢ 文化通 り+ FSD イ メ ー ジの 方向性の調査

利用者が ｢ 文化通り+ に 対 して ど の よう なイ メ ー ジが望 ま しい と考えて

い る か ､ そ の 要件に つ い て 調査を実施 した ｡ ｢ 文化通り+ の FS D を どん な

イ メ
ー ジ で表現する こ とが望ま しい と思うか と の 設問に対 して ､

｢ 地域の

特性を強調した差別化され たイ メ ー ジ+ と回答 した の が 5 5 % で
一

番 高 い割

合を占めて い た ､ 以下 ､
｢ 伝統的文様を生 か したイメ ー ジ+ 2 5 % ､ ｢ 単純

な形態 の現代的イ メ ー ジ+ 19 % ､ ｢ そ の 他+ が 1 % で あ っ た [ 図 19] 0

6 . 考察

今回 の調査 で は ､
一

般歩道舗装 の ｢ 素材面+ ｢ デザイ ン 面+ ｢ 色彩面+

の 評価 に つ い て は ,
｢ どち らともい えな い+ と の 回答が多 い ｡ こ れ は ､ 韓

国 の歩道舗装が こ れ ら の 面 にお い て 可も不可もな い状態と認識され て い る

と い え る｡ ま た ､ それ ら を評価する ほ ど 日 ごろ歩道舗装が意識され て い な

い こ と があらわれ て い るもの と考えられる｡ ｢ 施 工状態面+ に つ い て は比

較的は っ きり した評価がみ られた o 韓国道路史上初めて 車道と人道が区分

された歩道は ､ 1 9 11 年 に 落成 した大湊門か ら光照門に至る路線のな か 乙支

路部分 で あ る [ 注 9 ] 0
1 9 6 0 年頃にな っ て も歩道は主要幹線の み舗装され

て い た だけ と推定される ｡ 1 96 2 年版 ソウル 市の 『市政概要』 に よると ｢ ソ

ウル市 の各種建設事業 のな か市内全般に わ た っ て舗装され て な い 歩道をセ

メ ン トブ ロ ッ ク で 完全に舗装した こ とは画期的な事業 の
一

つ で あ る+ と記

述され [ 注 1 0] , ま た別 の 箇所 に は ｢ 裏路地はまだ未舗装状態にある の が

実情で ある+ と記述され て い る [ 注 1 1] 0
｢ 施 工状態面+ に つ い て は , そ

の ような近年 の舗装状態 の向上が認識され評価され て い るもの と み られ る e

一 方で , 都市の 歩道全体を見渡せばまだ整備が必要な歩道も多く ､
ヨ ー

ロ

ッ パ 諸国などに比 べ れば施工状態の向上に余地がある こ とは 否 めな い o 劣
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等であると低 い評価を与える回答も少なくない の は ､ そ の ような理由によ

るも の と考えられるe

-

般歩道舗装と ｢ 文化通 り+ 歩道舗装 の 比較にお い て ､
｢ デザイ ン 面+

｢ 色彩面+ の 優劣 の評価が分散する傾向がみ られた の は ､ ｢ 文化遠 野+ の

歩道舗装には特徴的なデザイ ン が施きれたもの が多い た 軌 好みが分かれ

たも の と考えられる｡

｢ 文化通り+ の舗装を関心を持 っ て 見 た こ とがある人 の 比率より ､ そ うで

ない 人 の 比率 の ほうが上回 っ て い る が ､ そ れ で も凄5 % の 人び とが関心 を持

っ て みた こ とがあると答えて い る こ と に着目すれば ､ 特徴的にデザイ ンさ

れた各地 の ｢文化通 り+ の 歩道舗装は利用者にと っ て 興味深 い も の で あ る こ

とがうかがえる ｡

韓国全体に分布 して い る ｢ 文化通 り+ に使用され て い る歩道舗装材は ｢ ア

ス フ ァ ル トまた は ア ス コ ン+ ｢ イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク+ ｢ 粘 土ブ ロ

ッ ク+ で 多く の割合を占めるo ア ス フ ァ ル トや ア ス コ ン は牽逮にお い て車

両 の荷重を支えるため路盤 の強度確保 の 必要 か ら
-

般 に非透永 で施 工され

て お り ､ そ の こ と によ っ て 都市洪永や地下永 の枯渇現象を招 い て い る こ と

が問題視されて い るo 歩道舗装に求められる物理的要求および感性的要或

は ､ 車道に対する要求とは違うo ア ス フ ァ ル トや ア ス コ ン は ､ そ の 工 法上 ､

グラ フ イ ツ タ パ タ
ー ン等 の 展開を行うこ とが ブ ロ ッ ク 工 法に比 べ 難 し い た

め ､ F S D 展 開をiLまか ろうとするときには適切な材料とは い えな い o

イ ン タ - ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク は ､ 現在 ､ 韓国 の審市部 の歩道舗装に頻繁

にみられる材料 である ｡ 調査 の 結果から､ グラ フ ィ ッ ク パ タ
-

ン展開など

舗装面の 意匠の 工夫を施した場合には ､ 利用者 の 選好度食 い 揺高まる こ と

が わ か るo イ ン タ
ー ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク の 舗装は , 厚きが 8 0 m m 以 土 の 高

強度 コ ン ク リ ー

トブ ロ ッ ク を表層に穀き並 べ ､ ブ ロ ッ ク 間士 の 噛み合わせ

によ っ て ､ 交通荷重を広 い範囲に分散させる方式 の繍装 である ｡ 原 理 は ヨ

ー

ロ ッ パ な どで むか しか ら使われて 采た石畳舗装と同じで あ り ､ 厚 さが厚

い だけ で はなく強度も大き い た め ､ 歩道用だけで はなく車道としても使わ

れる こ とも多い o 他 の ブ ロ ッ ク 工法材料と比 べ る と価格的なメリ ッ トが東

き い た め ､ パ タ
-

ン 展 開などの 工夫を施して ｢ 文化通 り+ の 歩道舘装に利

用する こ とは有周 であると い える o しか し､ 現在 の 韓国 で は ､ イ ン タ
ー

ロ

ッ 卑 ン ダブ ロ ッ ク の 主素材 で ある ヨ ン ク リ
-

ド ( セ メ ン ト) の 使周に つ い

て ､ そ の エ コ ロ ジ
ー 評価 の 薗にお い て 生活消費者と生産業者と の あ い だ に

望7



論議が起 こ っ て い る｡ イ ン タ -

ロ ッ 卑 ン ダブ 日 ツ タ は ち 環境に配慮きれた

自然にやさ しい 材料とは い い きれな い ため ､ そ の 活周 には ､
エ コ ロ ジ - 面

に つ い て の 慎重な検討と対処が求められる o 特 に ｢ 文1ヒ通 9 + の ような地

域 の象徴となる通 り の歩道舗装にお い て は ､ 環境調和に配慮した街路環境

の象徴として自然にやさ し い材料を活周する こ とが求められる o そ の 農 で

は ､ 粘土 ブ ロ ッ ク の 有用性は高 い と い える ｡

今 回の 調査にお い て は ､ - 般 の 人 ぴ とほ粘土ブ ロ ッ ク に対し特に高 い 選

好をみ せ た とは い えない が ､ イ ン タ
-

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク に比 べ れ ば ､ 粘

土 ブ ロ ッ ク の 評価は高い o 粘土 ブ ロ ッ ク を評価する人は ､ 粘 土ブ ロ ッ ク は

親環境性が高 い こ とをおおむね理解して い る こ とがわ か っ た o た だ し ､ イ

メ
- ジ写真 を提示 した選好調査 の結果 か らは ､ 街路や広場にお い て グラ フ

ィ ッ ク パ タ
ー

ン 展開を施 した ときには ､ イ ン タ -

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク と の

あ い だ の 材料 の差異よりも､ グラ フ ィ ッ ク パ タ - ン 展 開の 図案 の ほうが選

好心理に影響する こ とが推測できる o イ ン タ ー

ロ ッ キ ン グプ 白 ッ ク と粘土

プ ロ ッ タ の 外観上 の相違は小さい た め ､ 粘 土ブ ロ ッ ク活周を推進するには i

親環資性が高 い と い う粘土ブ ロ ッ ク の長所が社会的に認知される度合 い を

こ れま で以 上 に高めて い く こ とが重要となる o ま た ､ 韓国にお い て佳用き

れる粘土ブ ロ ッ ク は赤色 の もの が多い e 粘土 ブ ロ ッ ク に よる舗装を悪く評

儀する利用者は比率と して は少 ない が ､ 悪く評価する人びと の 多くが嫌う

理由にそ の色彩をあをヂて い るo 赤色 の 粘土ブ ロ ッ クを単調に伺 い た場合 ､

人 び と の 好き嫌 い が は っ き り しがちになると考えられるo ア ン ケ ー

トの 結

果は ､ 多く の 人 が ､ 各地域 の歩道舗装 の色彩には見 どこ ろ の ある多彩な色

彩が望ま しい と考え て い る こ とを示 して い る o 事例イメ
- ジ の 評価にお い

て グラ フ ィ ッ ク パ タ -

ン が施 され た舗装 の評儀が高か っ た こ とか らわ か る

ように ､ 粘土ブ ロ ッ ク の 活用 の た 捌 こは ､ 色彩に つ い て の 開発と利周 の 三

夫が求められるo

｢ 文化通 り+ の FS D の ありか た に つ い て ､ 人 び とは地域 の特性 を強調し

た差別化されたイメ
- ジを望ん で い る o ま た ､ 地域を象徴する地域色彩が

必要 で あると考えて い るo しか し ､ 6 4 ケ 所 の ｢ 文化通り+ を現地調査 した

結果 ､ 地域 の 顧性をあらわすように 三夫がなされた飼萎ま､ 伝溌模様 パ タ
-

ン と地域性を表現 した絵タイ ル ､ 伝統的素材 で 地域の産物などを使 っ た例

がみられたもの の ､ わずか に 1 2 カ 所 にすぎな か っ た o 完成済み の ｢ 文 絶遠

り+ に溶 い て は ､ 訪問者が印象的であ っ た と名前をあげた 6 労 所を除く ぼ
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とん ど の箇所は ､ ｢ 文化通 り+ に指定されたと い っ て も､ 街路そ の も の の

特色より街路 の周囲にある博物館 ･ 美術館 ､ 劇場 ､ 史跡名所 ､ 公園等 の建

造物等を通して ｢ 文化通り+ の イ メ ー ジが形成きれ て い る面 が尭き い o ソ

ウル 市にある ｢ 寿宮石垣通り+ は ､ 既存 の 道路を歩行者中心 の道路と して

再整備 し､ 歩行者 の た め の 歩車共存道路及び木陰が満ちて い る街路樹空間

の概念を複合的に導入 した韓国最初 の事例 であるe そ の FS D は ､ 街路 の 飽

の 要素と調和 して特徴的な雰囲気を つ く り あをヂて い る面 で優れ て おり ､ 今

後 でも参考にす べ き点が多い好例と い えるo 各地域に造成され て い る F文

化通り = こはそ れぞ れ の テ -

マ が あるo 調査 か ら各地域 の ｢文化通 学+ に

お い て は差別化が望まれて い る こ と が示 され て お り ､ それ ら の FS B にお い

て ､ 儲別 の テ -

マ に合わ せて地域 の特色を どの ように演出するか開発して

い く べ き要件は多い o

7 . まとめ

｢ 文イヒ通 り+ はす で に住民 の活動領域として 広 く認識され て い る o 現在 ､

造成中ある い は計画中 で ある ｢ 文化通 りj もあり ､ 今後 ｢ 文化通 り+ を訪

問する人数や頻度は増加する こ とか ら ､ ｢ 文化通 学j - の 注目 と関心は高

まる こ とと思われる ｡ 本調査 の嫁菜からみれぱ､ 現時点にお い て ､ 人 ぴ と

は 日 ごろか ら ｢ 文化通り+ の F S D に つ い て 関心 を高く有 して い ると は い え

な い o
- 般的な歩道繍装 の F S D に対 して 関心は高く看まない o しか し ､ F S D

に 関心 を示す層 の 回答 か らは ､ 地域的ア イデ ン テ ィ テ ィ を示すも の である

こ と ､ 観葉境性が高 い こ と ､ これ ら の今日 の 韓国におをテる社会要請に照応

する要件に つ い て ､ 人 び とが ｢ 文化通り+ の F S D に求め て い る こ と が検証

された o 今後も各地に増える ｢ 文イヒ通り+ は ､ 地域 の 象徴となる通 9 と し

て認知と関心が高まる こ とは間違 い な い o

本章で は ､ 街路景観向上 - の 関心 が芽生えて きた段階にある韓国 の - 般

市民 の ｢ 文イヒ通 り+ の FS D に対する意識に つ い て の 考察を行 っ たo 敵性的

なFS D の た め の デザイ ン指針を導出する こ と を今後 の課題と して研究を進

め ､ 報告 を行う予定 で ある o
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注

呈) 各地域 で は通 り の 特性に合わせ て ｢ -

通 9 + ｢
- 寛4ヒの 通 り+ ｢ - 路+

｢ -

文化 e) 通 り+ な ど任意に表記 して い る o 文化観光部揺 三れら の通

り の総括的意味として ｢ 文化通り : 汲u n k h a k e o T 皇+ と表記するo 本章

で は ､ それ になら っ て ｢ 文化通 り+ と表記する o

2 ) 回答者属性 の地域 ｢ そ の 他j にをま大田市 ､ 清州市 ､ 漸朝市がある e

3 ) ｢ 幕営石垣通り+ は ｢ 支イヒ通り+ と して指定きれ て ない が ､ 既存 の 道

路を歩行者中心 の道路として再整備 し､ 歩行者 の た め の 歩車共存道路

及び木陰が満ちて い る街路樹空間の概念を複合的に導入 した韓国最初

の事例 である｡

4 ) ア ス コ ン (ÅS C O N) : ア ス フ ァ ル ト ヨ ン ク リ -

ト 払s p h al 七 C o fi C r e もe)

混合物 の略語｡ ア ス フ ァ ル ト､ ア ス フ ァ ル ト混合物 ､ H 鮎(h o t m i x

a s p h a l t) な ど､ さまぎまな名称を持 っ て い る o

韓国ア ス コ ン 工業共 同組合編 : ア ス コ ン 技術経書第 2 懸
ト
｢ ア ス コ ン の

知蔑+ ､ 3 2 ､ 1 9 92

5 ) 非透水舗装が ､
ヒ

-

トア イ ラ ン ド現象 の た め都市洪永 ､ 地 下凍 の枯渇

現象を招来 して い る o こ の ような現象を防止するため ､ 最近 は道路や

新規建造物周辺 の舗装に ､ 永膜現象を防ぐ方法と して透永舗装､ 排永

性舘装が利用され て い る o 透永 コ ン ク リ -

トを韓国で は 一 般 に ツ ス コ

ン ( 透水 コ ン) と呼ぷ ｡

韓 国ア ス コ ン 三 業共 同組合編 : ア ス コ ン技術総書第 3 幣 ｢透永性 ア ス

コ ン の 製造及 び設計施 工法+ ､
3
､
1 9 9 2

6 ) 第二 次製品型 ( ブ ロ ッ ク 工 法= ま バ ラ にな っ て い る ブ ロ ッ ク を -

つ
-

つ 人 の 手 で並 べ て 施 工する o そ の た め ､ コ ス トが高く なる o
一 方 ､ 部

分的修理 の 際にブ ロ ッ ク を取りはずし再利用する こ と が可能 で ある o

また ､ 種別 の 違うプ ロ ッ タを組み合わせ て パ タ -

ン を搾 る こ とが でき

る ｡ イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グプ ロ ッ タ ､ 粘土 ブ ロ ッ ク ､ 花 輪岩プ 日 ツ タ等

が ある o

7 ) 街路を造成する歩道舗装 の種類は多様であるが最も多く使用される の

はア ス フ ァ ル ト舗装と コ ン タ ジ - ト舗装で あ哲 ､ こ れらは現場施 工型

( = ロ
- リ ン グ工法) で造 られ るe ア ス ヲ ア ル ト舗装は黒色なの で黒

色舗装 ､ コ ン ク リ - ト舗装は白 っ ぽ い なの で 白色謙裟とも呼ぼれる o

部分的な補修王事を行うと ､ そ 03 部分 の 色 の 差が 目立 ち視覚的に良く
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ない ｡ また ､ 補修 にお い て は新しい材料で施 主するため ､ 再 工事費頗

が過多に使われる o 撤去された ア ス フ ァ ル ト舗装と ヨ ン ク リ
-

卜舗装

の再活用も試み られて い る が ､ い まだ に明快な対応策墨こ揺芝 し い o

8 ) イ ン タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク は ､
19 5 0 年代に西 ドイ ツ でそ れ ま で の 自

然石 の舗装に代わる走行性 の 良い素材として車道使周を目的に開発き

れたe そ の 後 ､ 車道 の みならず駐車場 ､ 広場 ､ コ ン テ ナ ヤ
-

ドを寧心

に ､ 歩も含めて 幅広く使周され てきた8 日奉 で は i9 7 0 年代前半に西 ド

イ ツ か らそ の 技術が導入された o 当初は歩道を中心 に普及 してきたが ､

現在で は
一 般車道や コ ミ ュ ニ テ ィ 道路 ､

シ ョ ッ ピ ン グモ -

ル や交差点 ､

駅前広場 ､ 駐車場や コ ン テ ナヤ ー ド等 にも多く採用され て い る o イ ン

タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク表面 は ､ 着色 した コ ン ク リ - トが使われ て い

る挙が多 い が ､ 表面 をテ ラ ゾ -

風 に したも の ( /j ､ 割り され た不規則な

形をデザイ ン に合わせ て乱蕪りしたも の) や ､ 天然石 の 板を蘇り付け

たも の ､ ポ リウ レ タ ン樹腐を張り付けて弾力性もたせたもの なども痩

われ て い る ｡

鈴木敏 : 景観舗装 の 知識 ､ 持報堂 ､ 4 6 ､ 19 9 5

9 ) ソ ウル 特別市史編纂委員会編 : ソ ウル 特別市史(解放後市政編) ち 5 8 9 ､

1 9 6 5

i O) ソ ウル 特別市編 : ソウル 市政概要 ､ 2 0 9 ､ i 9 6 2

l l) 2 3 0 ､ 前掲書 1 0
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第 2 章

韓国 r 文化通り+ の フ ッ トス ケ ー プデザイ ンの現況と労析

遠望



1 . 研 究の 背景と目的

韓国 の番市は ､ 急速な成長によ っ て 先進諸外国の蔀市と比 べ て も見劣撃

しない ぼ どの 近代イヒを果たしたようにみえるo しか し､ 蔀市 の 平にお ける

住居環境と住居地を囲む周辺環境は ､ 生活者にと っ で 際適な環境と して作

り上げられ て い る とは い えない o 無分別 に開発 された者市環費 の なか ､ 自

動車交通を中心に整備きれた道路 で は歩行危険度が増して い る8 日本にお

い て 軌 都市生活 の なか で歩く機会が失われ て い く こ と の 危機感から ､ A

間性回復 の ため に歩 こうとする -

日
-

万歩運動が i9 6 4 年 に起 こ っ たo そ の

頃 か ら ､ 歩行者を優先とする ､ 歩ける ･ 歩きたくなる街 づくりが者市計画

の重要課題として扱われ て い る [ 注 1 ] o 韓国で 結 ､ 人 間を十分に尊重し

ない街 づく野 の結果 ､ 都市生活者は精神的 f 肉体的に脅威を受けて い るo

そ こ で は儲人 の 生活が脅 かされる の みならず ､ 他方 で引き継がれ てきた伝

統と歴史が破壊され ､ 現代的と形容される無敵隆で涜動的な生活が広が っ

て い る o

韓国で ほ各地域における アイデ ン テ ィ テ ィ の確 立 の 必要性が察知され ､

地方自治体 の要求や支援もあり ､ 地域 の イ メ ー ジづ く りなどが活発 に行わ

れるようにな っ て い る｡ そ の ような地域事業が目標とする例として ､ 各地

域 の歩行者専用道路として象徴通学 (S y n b o l f
1

0 a d) を作 ろうとする動きが

ある o 象徴通りは ､ 都市 の 代表的幹線道路で あり ､ 審市 の 象徴になる街路

であるo 象徴通りが蔀市構造 の中軸になり ､ 道端 には審市を代表する建築

物が存在する場合も多い o 近年 ､ 特に ､ ｢ 文 化遠 野+ と して位置 づ けられ

た象徴通り の形成に関心が持たれて い る｡ 王9 9 0 年度 か ら 1 99 4 年魔 の あ い

だ に ､ 政府 文化観光部 の主導で釜山をはじめとした 1 0 都市に ｢ 文化通 9 +

が形成された o そ の 後 ､ 各地 で ｢文 化通9 + が形成され ､ 2 0 82 年魔 の 文化

観光部 の発表 で は｢ 文化通り+ は全国で 8 2 カ所 に 招 ぽる｡ こ れ ら韓国の ｢ 文

化通り+ は多く の 人達が集合する歩行者専用街路と して 地域 の象徴通学と

な っ て お り ､ そ れぞ れ の 地域にお喜子る代表的な景観 の ひ と つ ともな っ て い

る ｡

それ ら の ｢ 文化通り+ の フ ッ トス ケ
ー

プデザイ ン (F o o t -

s c a p e D e s i g rt :

以 下 FS D と記す) に着眼すると ､ 歩行者に好印象を与える FSD が施 され た

｢ 文イヒ通り+ がある
一 方 で ､ 地域 を象徴する街路 の FS D と して は考慮が豊

野ない と こ ろも少なくない o こ れ ま で に各地 の ｢ 文化通り+ を通覧して そ
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の FSt3 の 展開 の検証を行 っ た研究はみ られな い o また ､
｢ 文化遠野+ の FSi3

を開発する際に考慮す べ き要件に つ い て も提言はなされて い ない o

本章で は ､ 韓国各地 の ｢文 化通 り+ に つ い て ､ そ の 街路空間 の特性 を概

括したうえで ､ ｢ 文化通 り+ の F S D の 現況を調査 し､ それ ら の 総合的な分

析を通 して現在 の ｢ 文イヒ通り+ FS D の 課題 を抽出し､ ｢ 文化通り+ の 街路

空間特性に合わせた適切なF S D の あり方に つ い て の 考察を行うo 以 上 の 作

業から得られた短見を今後 の ｢ 文化通り+ 形成 の際 の FS D 開発 の 基本要件

と して提示する こ と を目的とする o

2 . 研究方法

本章で は ､ まず ､ 韓 国の ｢ 文化通 り+ の 各 J& の街路空間特性と F S D の 現

況 を調査 したo そ の 現況調査から得られた結果に つ い て ､ そ れぞ れ の 街路

空間特性と FS D を整理 したデ -

夕 べ
-

ス を作成した ｡ 続 い て ､ デ -

夕 べ
-

ス か ら ､
｢ 文化通り+ の F S D の 現況に つ い て 類型化を行 い ､ 意た ､ 街路 の

空間特性と FS D の 関係性に つ い て 考察を行 っ たo

2 . 1 .

｢ 文化通り+ 現況調査

｢ 文化通りj 現況調査に つ い て は ､ 現地調査と自治体 の担当者 - の イ ン

タ ビ ュ
-

調査 を行 っ た｡

( 1 ) 現地調査

20 0 2 年度 の 文イヒ観光部 の発表によれば､ 韓国内 ｢ 文化通 り+ は 82 カ所

あるo そ れ ら の うち竣工済み であ っ た 6 7 カ 所に つ い て 現況調査を実施 した ｡

調査 日 は 2 0 0 3 年 4 月 1 2 日
-

2 0 0 3 年 5 月 1 1 日 の あ い だ の 計 6 巨… で あ るo

調査は ､ す べ て 週末に実施したe デ ジタ ル カメ ラ によ る写真撮影によ っ て ､

街路景観 ､
F S D の 現況 パ タ -

ン な どの 記録駿集を行 っ た o 写真撮影にお い

て は ､ 通り の 全体の雰囲気がわかるような遠景 ､ 通り の 使層状況や F S D の

イ メ ー ジが伝わ る ような近景 ､ そ して ､ 銘菓 パ タ ー

ン や 工法が把握できる

細部詳細を記録して い っ た ｡ 写真撮影と並行して ､ 街路 の 使用状況 ､ 舘装

工法などを擾課 した o また ､ 地域住民や ｢ 文化通りj の 利用者に対 して ､

通り の使層状況や F SD の 印象などに つ い て ヒ ア リ ン グを行 っ た8

( 2 ) 自治体担当者ヘ の イ ンタビ ュ ー 調査

各地域 の ｢ 文化通 哲+ に つ い て ､ 自治体管理担当部署 の担当官に対し､

電話 に よる聞き取り調査を実施 した o 通り の 名称 ､ 造成 の経緯 ､ 適 当 の 役

割 ･ 性格 ､ 行われ るイ ベ ン ト活動などの項目を中心に して聞き取りを行 っ
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た o 調査 を実施 した ｢ 文化通 り+ の 数 は6 9 で あるG また ,

一

部 の 自治体に

つ い て は ､ 電話に よる聞き取り調査 の補足として ､ フ ァ ッ ク ス によ る記述

回答を得た ｡ こ れ ら の 調査内容を整理 して ､
｢ 文化通り+ の 基本概要に つ

い て デ ー

タ シ
ー

トを作成 した｡

2 . 2 . 現地調査デ ー タ ベ ー ス 作成

現地調査 で得られた結果 か ら , 各 ｢ 文化通 り+ の 街路空間特性とF SD 特

性 を整理 したデ ー タ ベ ー ス を作成 した o

それ ぞ れ の 地域 の ｢ 文化通 り+ に お い て 主に 用 い られ て い る舗装パ タ ー

ン を選択 し , そ の 通 り の FSD パ タ ー

ン と して イ ラ ス ト化を行 っ た [ 注 2 ､

注 3] D 各 ｢ 文化通 り+ に つ い て ､ 通り の 基本概要 , 街路 の 状況写真, F S D

の 現況写真 ､ イ ラ ス ト化された パ タ ー

ン を
一

覧で きる か たち でデ ー タ ベ ー

ス 化 を行 っ た ｡ デ
ー

タ を整理 した形式を図 1 に示す｡ ｢ 文化通り+ 全体の

デ ー タ に つ い て , 舗装材料別または パ タ ー

ン 別 にウ ェ ブ閲覧で き る ように

整理 した [ 注4] 0

ll 壬 日 地Z* m 壬 k

Z O OS . O 4 . 1 2 ( 土) 公 州 ､ 扶t* 1 0 カ 所

2 0 0 3
.
0 4
.
1 3 ( E] ) 光 州 . 有 原 _ 全 M 14 カ 所

2 O O 3 . 0 5
.
0 4 ( 日) 大 日 9 カ 所

2 0 0 3 , 0 5 , 0 5 ( 祝) 茂 泉 6 カ 所

28 0 3
.
0 5

.
1 0 ( 土) ,1 9l . ■Jt 1 2 カ 所

2 0 0 3
,
0 5

,
t l ( 土) 安 ★ . 丹N[ 1 6 カ 所

表 1 銅重美施日

冒
■■lL t 叩

耐ff F l 珊 書

● 市 名 ソ ウ ル 市

1 L) 名 亡寺 涌 伝 統 文化 の 丑 L) ( ア ン プ ッ D
一

夕
I
J

- -

テ イ ル ビル T
-

ィ ン グ)

jL t) の 性 ★ 文化 芸 術 ( 美甫d[)

歩JI 共 存 1 鈷 i( ■ 型

瓦 T の 方? 村 井 弘J( 2 1 0 k丘/ ? 以上 1 9 d L 円

K エ 方 法 2 次 il 晶 型 ( ブ ロ ッ クエ 法)

色 形 * 彩 色

■ ♯ デ ザ イ ン と 進 捗

事 ★

形 曲 iL N L E9 角 . 格 子 刑

/ くタ ー ン リ ズ ム ( 反tL )

J* Jt 性 . そ の

他 地 qE ■ 一位

1 L) の7! 知 九 伝 扶 助 な / 鞍q され た / 安 全 な / 曲Pl の あ る / 牡 特 な / 地qE 的 な

1 0 ･ 2 0 代 / 一 光専

jL り の 性7B に 符 合 し

た イ ベ ン トきtb
亡 寺伝 統 文 化祭 L)

地J* 朗 特 t J& ■ 亡 寺 ア
ー

ト プラ ザ

官 ･ 民 中 心

函1 . デ ー タ生理形式 (事例 : 亡寺洞伝統文化の通L) )
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3 . 韓国 ｢ 文化通り+ の街路空間特性

3 .
1 . 韓国 ｢ 文化還り+ の成立

人は誕生と共に
- つ の 社会 の構成員にな9 ､ そ の 社会 の文化を学びなが

ら成長 し ､ 社会活動に参加するようにな っ て い くo -

つ の 社会は ､ 内部構

成員 の 生活 の適応方式によ っ て ､ ま た他 の社会と の接触を通 じて ち 歴 史的 ･

社会的に変貌して ゆき ､ それ に よ っ て他 の 社会と区別きれる独特な特色を

持 つ ようになるo そ の よ うな社会 の特色を､ 私たちほ ｢ 文イE J と称す o 文

脚 ま､
一

つ の 社会 をありようを表すもの で あり ､ 内部にお い て は社会を家

禽するはたらきをしたり ､ 外部に対して ほ他 の 文化と差別化された独射隆

と して受け入れ られる こ と に よ っ て 経済的利益をもたらしたりするo

文化環境とは民族や歴史などの文化を内包する環境であ っ て ､ ある地域

で生活する個人は ､ 地域文化を身に つ ける こと で そ の 環境 の もと で豊かな

文イヒ生活を満喫 できるようになる ｡ 地域にお い て ､ 文才ヒ環境捻 ､ そ の 地域

で形成された儲 身 の 文化を活用して経済的利益を創出する背景ともなるo

今 日多く の人ぴとが ､ 独射隆あふれる地域 の文化活動を願 っ て い る o 今

日 の 韓国にお い て ､ 人 び と の多くは者市に住む o 近代以後急変した都市環

蛍の なか で新しい 通り の文化が創り出され て い る o 各様各色 の人びとが社

会 ･ 文化活動を行う こ と で蔀市生活における通り の文化が形成されるo 韓

国 の ｢ 文化通り+ は ､ 文化観光部によ っ て 施行され ､ 呈99 0 年代か ら多く の

地域で設置が進められ てきた ｡ 文化行事と祭りなどを活性化させ て市民た

ちが地域の 小規模な文化活動に参加出来るようにな っ て ゆく こ と で ､ より

積極的な形態 の文化環境を構築する こ とを目的とするo ｢ 文化通りj は ､

文字通り各地域 の文化 の特徴を表すもの と して の 象徴通 り であるo よ っ て ､

他 の 地域とは違 っ た そ の 地域ら しい性格を感 じさせる独創性を持 つ こ とが

求められ ､ そ の 地域内 の既存の道路とは差別されうる特徴が形成され て い

なければならない o しか し､ 韓国 の多く の ｢文化通り+ は地域 の歴史性を

辛がかりに して作られ て い るも の の ､ 歴 史性 の解釈と街路デザイ ン - の そ

の 反映は歴史的 モ チ ー

フ の 銘板 - の 図像利用などをこと どま っ て い る o 経 じ

て ､ 韓国 の ｢文化通り+ は ､ 文化的ア イデ ン テ ィ テ ィ が弓弓く ､ 独自性が十

分に形成され て い る と経 い えない o

釜 山と い えぱ ｢ 釜山国際映画祭+ を思 い浮か べ るぼ ど､ 釜出市は文花寒

帯と い うイメ
ー

ジが浸透して 潜 り ､ 釜山市にある Fp皇ff ∈ピ フ) 文 花芸術

通哲+ は ､ 映画祭と い う国際的行事を通じて ､ 通学 の 独創的なイメ
- ジ形
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成がなされて い る o 映画祭 の 開催者ま､ 韓国の 映画 を海外に伝える こ と に よ

る国家的な文イヒ輸出に大きく寄与して い るo また ､ 国内国外 の映画 マ ニ ア

を釜山に引き寄せ釜山 の 文化を体験させる 三 と で地域の文化を伝える大き

な役割を果た し ､ か つ ､ そ の 周辺 の商圏 の活性を通 じて経済的利益をもた

ら して い るo 釜山市 の場合は ､ 映画祭と いう特徴的なイ ベ ン トを通じて ｢文

化通り+ の 活性化に成功して い るo しか し､ ヨ ー

ロ ッ パ など の都市の象徴

通り の場合は ､ 特別 にイ ベ ン トが行われる こ とがなくとも､ そ の 通 学 の 建

物と歩道等が有する伝敵性と地域性そ の もの で 太 を引き寄せる魅力を持 つ

こ とが少なくな い o 海外旅行者たちが好む国家や地域は ぼ か の 地域 で は 見

る こ とが出来な い そ の 地域 の過去 と歴史と伝競を有 して お り ､ 地域 の 象徴

通りはそれ らを感 じる こ とが出来る場所で あ っ て 過去 の姿がそ の ま ま息づ

い て い る と こ ろと して存在 して い る ｡

韓国 の ｢ 文化通り+ は ､ 通 常 の 公道と同様に公共サ ー ビ ス (移動経路 ･

案内標識 ･ 電力/ 通信/ 上 下永 の イ ン フ ラ設置など) と して の機能提供が行

われる こ と に加え て ､ 文化的活動が成立する場 で あ るe 物的環境として街

路を主軸に広場 ､ 公園 ､ 庭園などが配置され ､ そ の ような複合して形成さ

れた環車にお い て ､ 文化的な付力ロ価値として の情報サ ー ビ ス ( 民俗 書 信砕 ･

建物 ･ 風光 ･ 風習 ･ 歴 史など) ､ 娯楽サ ー ビス (宿泊 ･ 飲食 ･ 展 示 ･ 学習 ･

体験 ･ 参加活動など) ､ 行事演出 ( 企画イ ベ ン ト ･ 祭り ･ 公演 ･ 展示 ･ 講

演 ･ 巡礼など) 等､ さまざまな文化活動が存在 した哲成立する こ とに よ っ

て ､ 活気あふれる通りとなるように計画されるo

｢ 文化通 9 + は ､ 地域に住む人身 の 文化的要求を盛り込む場として成立

するo そ の た 捌 こは ､ 環境 の質的永準がよ い場所に形成されなければなら

ない ｡ まず ､ 市街 の なか で の 立地環境が重要となる o また ､ 歩行者中心 の

空間として造成されるか ､ 文化産業の各種 の活動にと っ て有利かなど問わ

れるo ｢ 文化芸術祭り+ 行事 の 実施は ､
｢ 文化通 り+ に不可欠な躍動的要

素を生み出して ｢ 文イヒ通り+ を活気に満ちたもの とするために重要 である o

そ の よ うな行事や祭りを実行する可能性がある場所が選定され ､ そ の 場所

を核として通りが形成されるo 実際に各地域 の 文化通りを確認すると ､ Å 考

が多く集まる シ ョ ッ ピ ン ダ街に位置し ､ 自動車道路である各都市 の 大通り

を挟ん で歩行者専用道路が形成きれ て い る場所 である こ とが多い 昏

｢ 文化遠野+ にをま､ 三 つ の 基本構成要素が碍与するo ひ と つをま､ そ の 場

所に存在する 対ヒ活動 である o ひ と つ は ､ 文柁活動を包含ずる物的環境､
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す怒わち通りそg3 も の で あるe そ して ､ 文化活動 の 董体で あるÅ が重要怒

要素 である o ニ れ ら の 三 つ の 要素ほ ､ 通学を文化化するため の構想脅計画

から ､ それ らを具体イヒし､ 実際 の プ ロ グラ ム を運営して い くをこ至 るま で ､

す べ て の 過程 で ｢ 文化通り+ の 成立 と性格 づ 桝 三大きく影響する｡ 韓 国の

申fJ ､ 都市 で行われて い る文イヒ活動ない し祭り ･ 行事は ､ そ の 大部分が行逐 ､

歌謡大会 ､ 民俗 ノ リ (祭り) で あるo 文化活動が盛んな通り の
-

例と して ､

外国人観光客にも有名な ｢仁寺洞 の 文イヒ通学+ が あ妄ヂられるo そ こ で は ､

陶磁馨 の市場が頻繁に開かれ ､ 民俗ノ リ(祭 m が自由に成り立 っ て い るo

そ の こ とが ､ そ の ｢ 通 り+ の 文化的性格を強化させ て い る と共 に ､ よ り多

く の 人 身 を引き入れる役目を果た して い る [ 注 5] o

｢ 文化通り+ は ､ 人 々 が集う場となる こ と で無形 の要素として の ｢ 通 り+

が自然に形成される こ と で活性イヒされる こ とがある o また ､ 有形 の 要素と

して ､ 物質的 ･ 空間的な行ま い に よ っ て そ の 地域を象徴する通9 になる ニ

と がある ｡ ほ かにも ､ 遺跡や博物館 の ように地域の歴史と伝統を垣間見る

こ とが できる場所をそ の 範囲に含む通りも ｢ 文化通り+ と して の 役割を果

たすo ど の ような有無形 の要素を持ち合わせようと ｢ 文化通り+ はそ の 地

域の顔とな っ て ､ そ の 地域の 文化を代弁して い る場所として の 性格を有す

る｡

3 . 2 I
｢ 文化遣りj の 街路として の役蔀

｢文化通り+ の 街路と して の 役割を整理 して み るo 英語にお い て ､ 街路

Jf

s t r e e t
グ
と い う単語は ､ ラテ ン語 で ｢ 舘装する (T e P a v eラ + の 意味 である

”

s t r e r e n c e
l'

に由来する o 建物構造物に関連 した
”

s t T
J
y

と い うラテ ン 語 の 語

根から派生された他 の英語 の単語に関係する こ とばであるe 街路をま地域 の

骨格と フ レ ー ム を形成する重要な要素であるe 地域住民e) 生活 節多くが街

路か ら成り立 っ て お り ､ 住民が お互 い の ヨ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン を行う空間と

して の 役割を果た して い るe それ ぞれ の 街にお い て 句 地域住民たち の意識

と行動を内包 した地域イメ
ー ジ を形成する重要な要素となる o した が っ て ､

｢ 文化遠野+ の 役割にお い て も､ 地 域住民にと っ て の 各種 の
コ ミ ュ ニ ケ

-

シ ョ ン を行う場所として重要機能がある e それ 以外妄こ ｢ 文柁通ぢ+ が果た

す べ き機能には以下 の も の があるo

( 1 き 社会的機能

都市の住民たちは ､ 街路をこお い て ぼか の 人たちと接触する こ とが非常をこ

多い o 街路は ､ 出会 い の 壊 乱 休息 の場所 ､ 娯楽 の 場所などと して ､ 太 び
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と の愛読 の 空間で あるとともに ､ Åぴ とが多様な形態 の活動量こ参加 して 楽

しきを得る空間と して の 機能を有するo F 文柁通り = ま街路として ち 単純

怒出会 い ･ 休 息 ･ 娯楽 の 場所 の提供にと どまらず ､ そ の 地域 の住民たちと

地域の文化を体験 か つ 共有しながら変涜する こ とが幽来る場とt / て機能し

ければならない o ま た ､ 街路が ､ ほ か の 地域と区別されうる固有 の 地域性

を有すれば ､ 同
-

の 地域 の 住民 の みならず ぼ か の 地域の住民たちと
-

緒妄こ

コ ミ ま ニ チ イ が行 える空間として の 役割を持 つ ようになるo

( 2 ) 経済的機能

儲性 ゆたかに形成された通りには人びとが集ま っ て くるo 通野 が活性す

る こ とは そ の 周辺地域 の産業を活性化させる こ とに つ なが る8 ｢ 文 化通 りj

に地域の 文化を体験する こ とが出来る有形無形 の要素を取りそろえ ､
一 般

市民 に積極的な文化活動 - の 参加を誘導する こ と は経済的活動 の誘引と怒

るB 今日 ､ 観光産業は ､ 地域ある い は国家の経済に お い て 大きな役割を果

たして い るo 観光 は ､ 異なる社会 の歴史や文化を体験する
-
= とを通 して ､

人 間 の 社会 ､ 文化的現象と して 人間生活を構成する重要な文化活動 の
-

潔

と認識され て い る o

現代に生きる人びとは ､ 公 の 場やイ ベ ン トにお い て ､ ある い は私的な活

動によ っ て ､ 過 去 の 文化から現代 の新 しい文化まで数多く の接触を行 っ て

い る｡ 今日 ､ 文化生活 の
-

手段 と して観光が轟めるウ エ イ ト結束き い o 韓

国で は ､ 観光 の 需要層は ､ 経済的に安定した社会的にある程度の位置を古

める階層を中心 と しながら､ より大衆的に拡散して い るo

また ､ 観光 は ､ 額人 の 文化的生活 の質に寄与する要因にとどまらず ､ 国

家の経済的利益面にかかわる要因で あり ､ そ の重要性は卒 寿 大きくな っ て

い る o 最近 ､ 活発 に発言される ｢ 文化観光+ は ､ こ の ような観光 の儲面 を

そ の ま ま反映した言葉と い える o 辞典的な意味と して ｢ 文化観光+ は ､ 遺

跡､ 遺物 ､ 伝綻 工芸 ､ 芸術などが保存され て い る地 鼠 または人が文化的

にゆたかだ っ た過去 の 時代に視点を合わせて観光する行為 である¢ 世界観

光機構 ( 腎TO = こよれば ､ ｢ 文化観光+ の 目的ほ ､ 遺産などの文化資蘇を観

光する こ と に よ っ て 地域の文化を理解する こ と と ､ そ の 文花を記念する文

イヒ的な晶 身 を入 手する こ とで ある o ｢ 文花蔵 敷 ほ ､ 地域や国家の伝綻と

生活様式を理解しやすく提供する こ とによ っ て ､ 観尭の享受者に新 し い 知

識と経験をもた らしそ の知的欲求を充足きせる事業であるo そ して ､ 社会
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や国家 の あい だに活発な変涜を導き相互理解 の暗を広めるととも妄こ ､ 地域

や国家にと っ て 利益創出を生み出すo

｢ 文化通9 + が 文化観光として ぴ と つ の 活動 の 姿を提示 したもの と考え

れぱ､ そ の 役割は ､ これ か ら の韓国を担う陛代に自国 の 文化を見せそ の文

イヒを継承 して い くため の ア イデ ン テ ィ テ ィ薩 立 の 場 であるとともに ち 国家

の競争力向上 の た め商品 として の 経済的機能を有する場であると い える o

( 3 ) 自然親和 ､ 環境調和畿毛

筋路は ､ 人 び とが行き来する公共 の連絡通路として番市の顔 であ哲 ､ 快

適な街路環境 の造成は何よりも重要で ある o 街路は周囲 の 生活環境と密着

して お り ､ 自然親和的な環境形成に つ い て 考慮がなきれる必要がある o ｢ 文

才ヒ通り+ 紘そ の 地域に根ざした文化要素をとり い れな惑実ら形成きれるため ､

-

般街路に比 べ ､ そ の 環境形成 で は自然親和的なアプ ロ
ー

チが 容易 で あ るo

さち に ､ 街路が活性化きれ る こ と で ､ そ の 地域住民たちが街路に対する誇

りを持 つ ようになる ｡ ま た ､ 街路環境に対する関心度が高まれば､ 街路環

境を つ くり あげて い く こ と に住民 の積極的な参加を誘導ずる こ とが出来る

ようになる E 注 6] o

( ヰ) イ ベ ン ト機能

表 i に示すように ､ ｢ 文化通り+ 全体 のうち､ 5 0 % ほ どの 箇所 でイ ベ

ン ト活動が実施され て い る o こ の ほ か に ､ 各自治体はイ ベ ン ト活動と公式

行事 ､ ま た文化商品 の開発を通じて ､ 総合的な地域文化を体験できるよう

な ｢ 文化通り+ 行事を計画して い る o しか し ､
一 方 で 捻 ､ まだ ｢ 文化通り+

と して指定されて い るだ 桝 こと どま っ て い て ､ ｢ 文化通り+ と して の 具体

的な役割を果た して い ない と こ ろも多い ｡ また ､ 仁寺洞 の ｢ 文柁通 り+ 形

よ うに伝続的な性向が強か っ たり ､ 瞭鴎亭洞 の ロ デオ通 り の ように商業 の

場所として の 性向が強く現れ て い る と こ ろもあるが ､ ほ とん どの ｢ 文才ヒ通

り = ま､ 街路 の 性格が不明薩 で あ るo ｢ 文化通 り+ と して の 紋
-

イ メ
- ジ

を形成できて い ない と こ ろは少なくな い [ 注7 〕 o

｢ 文化通り+ の 活性柁

の た め に 駄 魅力的な ｢ 文柁通り+ 行事が計画され ､ より持続的で積極的

な広報が行われ て い く必要があるo
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尋. 韓国 ｢ 文他通り+ の F SB 現況分析結果

4 J . 韓国 ｢ 文化通り+ F SD の 総合的分析

韓国 ｢ 文化通り+ の FS D ほ ､ 通 9 の 性格から ㌔ ほ か の 車道と併置して設

置きれる
一

般 の 歩道より ､ 多く の 配慮がなきれ て い る o 全国 の ｢ 文化通り+

の なか の 歩車共存道路 ､ 歩行者専属道路はあわせ て 6 6 % になるo

そ れ ら の 道路橋或は ､ 大きく 2 つ の 種別 に分けられるo ひ と つ は ､ 道路

の 平面 ､ 縦断 ､ 幅員構成など幾何的構造 ､ 交差点など の要所 ､ 街路樹 ､ 舗

装材など道路を構成する要素が街路景観を額性化する道路 の構成 であるo

もう ひ と つ は ､ 美的韓点に特殊な視覚的効果 のある街路 パ タ - ン をおく道

路 の構成である o 現況調査を通 して ､ 韓国 ｢ 文化通9 + にお い て は ､ こ の

2 つ の 道路構成 の うち後者 の パ タ -

ン が多く表現され て い る こ とを藤課す

る こ と が できた o 調査 した韓国｢ 文化通学+ 6 3 ケ 所 の 舗装工法を見れぱ､

ロ - リ ン グ工法 の ア ス フ ァ ル トが約4 1 % で
一

番多く使われて い るo [ 図

2 ､ 3 ] 高圧 セ メ ン トブ ロ ッ ク が 3 0 % と高く [ 図9 ] ∴種 々 の 工 法を含

めるとブ ロ ッ ク 工法 は約 5 9 % と なる [ 図4 ､ 5 ､ 6 ､ 7 ､ 8] o こ の 調査か

ら ､ 全 国各地 で多く使われ て ある高圧 セ メ ン トブ ロ ッ ク の 改野扱 い 手法に

お い て ､ 彩度高 い色 の取扱い が多い こ とが確認 できた [ 図 9 ] ｡ 韓国にお

い て イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グ と呼称きれる高圧 セ メ ン トブ ロ ッ ク は ､ そ の 粉塵

が人体に優しくな い セ メ ン トで造られたも の で ある ｡ ま た ､ 前韓で行 っ た

意識調査 で はイ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グは歩行者 の 心 理 に不快感を与えると い う

結果が確認される [ 注8] o 高圧セ メ ン トブ ロ ッ ク の原色に近 い色使 い は

環境に配慮する色として は適切 で はない o 韓国 ｢ 文化通り+ の 街路パ タ
-

ン と して ､ 高圧 セ メ ン トブ ロ ッ ク を用 い た単純な点 ､ 線､ 面 の 構成が多か っ

た [ 図 9] o

4 . 2 . 韓国 r 文化通り+ の通りの性格による FSD の 分析

現地調査 の結果を通 して ､ 韓国 ｢ 文柁通り+ の FS D 現況を概括するo 嚢

5 に示すように ､ 街路 の性格として ぼぼ半数 の ｢ 文化通り+ にお い て商店

街が中心とな っ て い る o 韓国 の 場合をま駅前を中心に形成された ｢ 文化遠野+

萎ま2 % に過ぎない 0 日本 で は各地域 の交通拠点と して の 鉄道駅を中心に率

央路 (メ イ ン ス トリ ー

ト) が設置されて い る ケ
- ス が よくみ られる こ と に

くら べ ると ､ そ の 比 率ほ非常に小さ い o これ は魯寮市 の F 文花通学+ とな

っ た街路が ､ 鉄道駅を軒むに寄市計画的に設置きれたもg) で は なく ､ 地域

の 歴史の なか で地域に居住する住民 の各種 鍔慣習から多く の 丸 通 哲 が生じ

凍望



たも招 ､ 特 に地域 の生活に密接をこ関わる施設 ( 市場 ､ 行政府 ､ 寺社など)

の 周辺妄こ形成されたもの が多い こ とを示 して い ると推定きれるo ま た ､ 偶

発的に発達 したも の して ､ 自然と多く の 人達哲が生じた通り で あるケ - ス

も考 え られ る o

4 t 3 . 韓国 r 文化通り+ 道路の労析

( 1 ) 韓国 ｢ 文化通り+ 道路類型に対する分析

韓国 ｢ 文化通り+ の 道路類型は ､ 歩行者専属道路が 3 O % で あり ､ 歩車共

存道路 の 3 6 % を合わ せ ると全体 の 6 6 % が歩行者が通行する道路として形

成され て い る ｡ 歩牽共存道路 の多くは ､ 通常は自動車 の通行を主と しなが

ら時間制 で歩行者専属道路と して機能して い る o 住居地域または商業地域

にお い て ､ 歩行者 の安全 の た 捌 こ通過交通が起 こり にく い ように道路 の物

理的構造が 工夫され て い る先進事例として はオ ラ ン ダで実施されたボ ンネ

ル フ や 日本 の コ ミ ュ ニ テ ィ 道路があげられるが ､ 調査時にお い て そ 搾 よう

な道路形態と して設計きれた ｢ 文化通り+ は存在せず ､
▲
｢ 文化通 り+ 以外

にお い て 20 0 5 年 1 2 月 に完成した ソウル の新村李花女子大学正門前 の事例

が確認される の み である [ 注9〕 o

一 般道路である 3 2 % の 街路は ､ 車道 の

厳に歩道が設置された構成とな っ て い て 車道が中心 とな っ て い る o 道路の

形態が歩車共存道路であるときはあくま で車道が中心とされる場合が多い

ため歩道の安全性と快適性が充分に考慮され て い ない o また ､ それ ら の 歩

車共存道路は ロ ー リ ン グ工法 の ア ス フ ァ ル ト施 工例が多い こ とが確認きれ

たo

( 2 〉 韓国 ｢ 文化通り+ 遠路の形態分析

道路 の形態は直線型が多い (表 6) o 広場連絡型にお い て は ､ 街路が折

れ曲がる部分 ､ 十字路として の 交差部分 ､ ある い は街路 の途中に少 し広 い

敷地がある部分に ､ 広 場を設置して い る と こ ろが多い o これ ら の 広場は ､

道路連絡 の役割を果たすo 全州 ､ 安東 の ｢文花通り+ にお い て ､ 広場 の 設

置を念頭に して 計画きれた事例を見る こ とが出来る¢

( 3 ) 韓国 r 文化還り+ 83 道路舗装材分析

表 7 は ､ そ れ ぞ れ の舗装材料が使用きれて い る ｢ 文化遠野+ の 数 に つ い

て ､ 全体 の ｢ 文化通り+ に対する比率を示 したも の であるo 複数形舗装材

料が使用きれて い る場合は ､ それぞれ別に計皇 した o Å 三蹄料 で あ るア ス

フ ァ ル トと高圧セメ ン トプ ロ ッ タ を合わせた比率 (7i % ) と自然材料 であ

る石材と粘土煉瓦を合わせた比率 (73 % ) が ほ ぼ等 しい ｡ 韓国g)
｢ 文 花通

逐語



撃+ に相当するような ヨ
-

E 3 ジ バ 脅日本 招 メ イ ン ス トリ - トにお い て は 奄

親環車的素材で ある自然材料 野健周 の度合 い が高い こ とを考えると ､ 韓国

の ｢文化通り+ で は ､ 大 王材料が使われ て い る箇所 の 比率が自然材料と同

様に高い こ と が わ か る o ｢ 文化通り+ に つ い て の 行政担当者の説明で は ､

自然素材 の施 工費
･ 維持費が高い か ら人 工材料が多く 鄭 ､ られ る と い う こ

と である｡ なお ､
これ らは ｢ 文 化通り+ の 統計 で あり ､ ほか の

-

般道路 の歩

道 の舗装材料を考えれば高圧 セ メ ン トプ 日 ツ タ の 比 熱まかなり高くなる o

外国にお い て 駄 FS D に変化を与えるため各種 の舗装材料を多様に配置 し

て設計された事例が多くみ られるが ､ 韓国で は違 っ た種類 の舗装材料を組

み合わせ て使う事例は ほ とん どみ られなか っ た o 数少 な い もの と して ､ 安

東 ､ 茂朱で ブ ロ ッ ク別材料をわけて使 っ た 良い 事例があ妄ヂられる[ 図 4 ､ 6] o

現況調査にお い て ､
6 3 個所 の ｢文化通り+ の 中で商店街を中心とすると

こ ろは 33 儲所だ っ た o これ らの ほ とん どは ､ すで に形成され て い た商店街

の街路を ｢文イヒ通り+ に指定して環境整備を整えたもの である o 商店街中

･L ｢ 文化通り+ の 舗装 工法は ､ ブ ロ ッ ク 工法を用 い て い る の が 22 儀所 で あ

り ､ ア ス フ ァ ル ト の ロ
- リ ン グ工法を用 い て い る の が i 5 個所 であ っ た e ブ

ロ ッ ク 工 法 の 場合 ､ 石板材か小舗石 の かたちで大理石 ･ 花尚岩倉わせて 石

材使摺が 17 個所 と多く ､ 次 にイ ン タ -

ロ ッ キ ン グと呼ばれる高圧 セ メ ン ト

ブ ロ ッ ク が 1 3 倍所 であ っ た o ブ ロ ッ ク 工法 の ほか の 材料と して は ､ 粘土煉

瓦 ､ 木 ､ タイ ル 等 が使用されて い たo ロ
ー

リ ン グ工法におけるア ス フ ァ ル

ト材は ､ 赤色 か青色 の 有色 のも の が多く佳われ て い た0 日本や欧米 で は商

店街中心 の メ イ ン ス トリ ー

トにお ける FS D がよく発達して い るが ､ 韓国の

｢ 文化通り+ の 場合は ロ
ー

リ ン グ工 法 の ア ス フ ァ ル トで施 工され て い る事

例が多く ､ 地域的特性を表現した事例は少ない o そ の 点で ､ こ れ か ら の 開

発余地が大き い o 商店街中心 F 文化通撃+ 33 個所 の なか に は ､ 同時に文

化 ､ 観光ある い は美観地区として形成され て い ると こ ろが 9 個所あるo 三

れ らは単純に シ ョ ッ ピ ン グの た め の 場所 で はなく ､ 文花生活空間として の

目的を持ち合わせた場所 で あ るo こ れ ら の ｢ 文化通り+ をま､ 晋か ら多く の

人 々 が集まる在来市場を中心 にして ｢ 文花通り+ が形成され て い るB これ

らの ｢ 文化通り+ で は ､ ア ス フ ァ ル ト舗装の劣悪な状態にあ っ た も の を ､

新しく ｢ 文化遠野+ と して計画された際に新 しく FS B が整 えられ た と こ ろ

がほとん である o また ､ 同 じく ､ 街路堂棒g) 環境も整備きれ て い るo

4 逐



F 劾

ぎ労

¢F

スフ )&

轟き壬博
アスファ ルト, 高圧セメント

も 藷浄財タイ) ♭､

帝 F 駆 /

ソウ) レ( 鳩 丸老5 涌真危遜弓 丸恵区
客土線瓦 . 幕箆セメント壊克 , 韓轟のF S D / 皇看単車を戦乱

-

>

中盤大東色遠i) 窮雀匡
亀土壌瓦 ､ 飛潜壌護 . 高圧セメント鎌亙､

レト
巻息¢ FS CU 餅 窮j宅李 - ン

スフ ♭ト } > i F S D / パ

真也 董頼義i] 尊者区
養蜂健 ､ 壱舞敷 島皇鏡乱

> [
捧急¢ F 静/ 磯 横磯パタ ー

ン

メントプロT: 9) F S O

スフ

のF $ O

F E

アスフ

大将( 2き
¢ F≦迫

スプアルト Q) F S B

アス コン の F S 8

大日(3 ) ヌンタ スフ ン の F SZ)

スファ月′ ト

ン

Q) F S Z 3

寮幾避 9 )

F S B

資明文缶遜り 光明番 音色アスプア)レト､ 金BE 壱
ショ ッピン グ0) F S P ′

革帯支 払遠L] 軍港車 高圧セメント後瓦 ､ 有色7 スプ ア )レト
ショ

p

} ビングe) F S B /
I

) i

)i J ¢F Si)

のF S む

ス ヨン く万F S B

スプ シ のF 労i

鹿由実づヒ遜t) 鳥山帯 着色アスファ ルト
ショ ラビング窃F S O j

'

パ タ
ー ン

江
帝亀の FS 夢

患尤物
車泉蕗真也遜り 藷錦市

鼓 桝 タイ凱 竜顔旗石 ､ 義夢鱒パタ ー

ン ショ ッピング与 捧患e) F S D 7

j隻 - ン

* S > G) F S 9

患商8 )
凍稔文鑑遣り 扶榛挺

高圧セメン ト､ アスフア) i ,ト､ 終息¢ F S B / 愚民鉄雄タイIt }

虎 F 労

㌣S D

1芳FS D

安叢食べ 萄遜tl 鍵盤串タイJ ♭. 蓬義彦石 ､
J 卜領有

ショ
-

}ビング昏 F 欝 /

イ) ら

F S D

嚢3 韓国文忠通り F SB 分析表

そ の 事飼として ､ 伝寵的舗装材料を使 っ た塗料 ｢歴史通り+ ､ 多様なパ

タ -

ン と舗装材料を使 っ た安来 ｢文花通り+ ､ 粘土 ブ ロ ッ ク で多様なパ タ

-

ン を創野出した茂宋 ｢ 文柁通り+ ､ 地域 の 産物 である石を使 っ た ｢ 蓬州

文化遠野+ な どがある e
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4 . 4 . 地域性表現の事例

各地域 の象徴性を表現した事例は ､ タイ ル を用 い て 地域 の遣物か地域名

を絵に表現 した物が殆 どだ っ た ｡ 地 域の象徴通りと して設置 した ｢ 文化通

り+ で あるにも関わらず各地域 の象徴性を表現 した所は 2 9 % に過ぎな か っ

た
｡ 公共景観要素である ｢ 文化通り+ にお い て は , も っ と積極的に 地域 の

アイデ ン テ ィ テ ィ確立 の た め に活用する必要がある ｡ そ の た め の条項を道

路舗装勧奨事項に含める こ と で ､ 波及効果が大きくなると考えられる ｡

4 6
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囲9 各地の文化通り

ソ ウル ANYU N 家具通り

釜山 龍頭山文化通り

通り の

性格
南街中心

文化 芸術

中心
公 園 中心

オ フ ィ ス

中心

リ ゾ ー ト

観光
官庁 駅 前

比率 4 8 % 2 5 % 2 3 % 1 1 % 9 % 7 % 2%

表4 韓国 ｢ 文化通 り+ の 性格分析表

道路類型 歩 車共存道路 歩行者 専用 道路 一 般道路 広 場

比 率 3 6 % 3 0 % 3 2 % 7 %

表 5 韓国 r 文也通りJ 道路類型分析表

道路 の 形 態 直線型 広場連 絡 系

比 率 7 5% 2 0 %

表6 韓国 ｢ 文化通り+ 道路の 形態分析表

舗 装材料 石 材 ア ス フ ァ ル ト 粘土 煉瓦
高圧 セ メ ン ト 1 ロ ソ J/

( イ ン タ ー

ロ ッ キ ン グ )

比 率 4 3 % 4 1% 3 6 % 3 0 %

表7 軸国 r 文化通りJ 善一装材料分析表

地域性表現内容 地域象徴性 装飾性 単純象徴

比率 29 % 2 8 % 1 4 %

表8 ヰ国 r 文化通り+ 地域 性表現内容分析表

4 7



5 . 考察とまとめ

韓国 ｢ 文化通り+ で 見 られ る歩道舗装 の 工法EJま､ ア ス フ ァ ル トの 冒 - リ

ン グ工法が 41 % ､ 他 の 材料を 郎 ､ た ブ ロ ッ ク 3: 法が 5 9 % で 轟 っ た o ア ス フ

ァ ル ト舗装は ､ 経済的で施 主 が容易 で ある 三 とが利点 である 昏 しか し､ 歩

道の快適性と視覚的楽 しみなどの美的要素に つ い て は ､ ブ ロ ッ ク舗装がは

るかに優れ て い る と い っ て よ い o 走行車両に対する耐荷重や磨耗率など物

理的機能を優先 しなければならな い車道と違 っ て ､ 歩道にお い て はそ れ ら

の物理的機能 - の 要求は小さ い ｡ ｢ 文化通り+ の よ うな歩行者を重複した

空間における F S D は視覚的楽しみを与える美的機能が重要 で ある o 多く の

｢文化通り+ の F S D で は ､ 美的機能 - の 配慮が十発とは い えない o ｢ 文 化

通り+ の よ うな歩行者重複の街路における FSB の 進展 の ため には ブ ロ ッ ク

舗装技法 の研究が重要で ある ｡ 多様な素材や形状 の ブ ロ ッ ク が開発され ､

ま たそ の 組み合わせ技法や設計手法が開発される こ と で ､ プ ロ
1
ッ ク舗装に

よる表現 の自由度が向上する o そ の こ とが ､ それぞ れ の 街路における地域

の ア イデ ン テ ィ テ ィ 伝達と優秀景観形成 の展開をうながすと い えようo こ

の 点 に つ い て ､ 材料 メ ー

カ
-

､ 施 工会社 ､ 自治体 ､ 設計者 の 関心 の高まり

が要求される｡ 以 土 の ように ､ ブ ロ ッ ク舗装工法には FS D パ タ -

ン の 多様

な表現 の可能性がある 0 日奉 で は ､ 美的向上や地域個性化 の 面 にお い て 高

い 効果 の ある技法と して代表的景観舘装と して多層され て い る [ 注 1 0] 0

歩道舗装材料 として は ､ 石材 ､ 粘土ブ ロ ッ ク類などの自然素材と ､ ア

ス フ ァ ル ト､ 高圧 セ メ ン トブ ロ ッ ク な どの 人 工素材が現在はほぼ同 じ比率

で使われ て い るo 今後 は ､ 日本で試み られ て い る ｢歩 い て暮らせ る街 づく

り+ の 事例にみ られるような ､ 歩行者優先 の精紳をも っ て ､ 健康 にやさし

く ､ ま た親環境的な空間形成をめざし､ ｢ 文化通り+ の FS D にお い てをま自

然素材 の使用を積極的に進める ペ きであるo

韓国 ｢ 文化通り+ にお い て 地域特性を表現しようとした事例は少なく ､

絵タ イ ル を用 い て地域の 遺物を表現 したり ､ 同様 に地域名をグラ フ ィ ッ ク

化 したもの が見受を子られるにすぎない o F S D にお い て 地域の 文柁的特徴を

独創的に表現 できるようにするため の方法論 の研究があ要 である o F 文化

通り+ は地域の象徴通りとして の 役割をほたすも の であり ､ そ の FS D は ､

地域の アイデ ン テ ィ テ ィ の 表現をとり い れながら ､ 総合的な景観と して 長

さわし いも の としてデザイ ン処理されな汚ればならない o こ の 点にお い て ､

鍾8



韓国 の FSf) 開発 は端緒をこ つ い たぼかり 習あり ､ 今後多面的に研究きれ ても驚

かなければならない ｡

注

1 ) 石 井
-

郎編 : 都市景観 の環境デザイ ン ､ 森北出版､ 2 -

3 ､ 2 0 O O

2 ) -

カ 所 の ｢ 文化通 り+ にお い て ､ 主に 郎 ､ られ る舗装 パ タ
-

ン が 1 種

類に限定 できない場合は ､ 複敦 の舗装 パ タ -

ン に つ い て の デ - タ化を

行 っ た ｡

3 ) 韓 国 ｢ 文化通 9 + 以外 に ､ 日本 ､
ヨ ー

ロ ッ パ にお い て 穣認 できた街路

の舗装パ タ -

ン 事例 に つ い て もイ ラ ス ト化も行 っ た 8

4 ) 作成 したデ ー タは 下記 の ア ドレ ス で公開して い る ｡ ( 2 O O 5 年 1 0 月 時

点) h t t p :/ / p a v i n g . n ab i a . n e t

5 ) Y o o B y u n g L if n : 文化芸術通り ( 計画と実際) ､ 文化体育部 ､ 2 0 - 2 6 ､

i 9 9 6

6 ) 金病錫 : 文化垂術 の通り計劃および活成方案に対する研究患武路映像 ･

映画 の 通 り を中心に ､ 藻陽大学者市大学院修士学位論文 ､ 6
-

7 ､ 皇9 9 9

7ラJ e o n g G a n g h w a n : イ ベ ン ト広告戦略祭りと地域活性化 ､ イ ル シ ン 出

版 ( ソ ウル) ､ 2 9 ､ 1 9 9 6

8 ) 金 明蘭 ､ 樋 口 孝之 ､ 宮崎清 : 韓国 ｢ 文化通り+ の 歩道舘装デザイ ン に

対する利用者意識地域的 ･ 親環境的フ ッ トス ケ
- プデザイ ン開発 の た

め の 研究 (1) ､ デザイ ン学研究 ､ 5 2 ､ 6 ､ *
一

事
､ 20 O 6

9 ) ボ ン ネ ル フ とは ､ 生活道路 で自動車g) ス ピ -

ドが あま り出な い ような

物理的構造に して ､ 歩行者 ､ 自転車 ､ 徐行する自動車が安全に共存す

る こ と の で きる ようにするも の である ｡ オ ラ ン ダ語 で住民地域 の意咲

として ボ ン ネ ル フ と い う言葉が用 い られて い る o コ ミ ュ ニ テ ィ 道路は

オラ ン ダの ボ ンネル フ をまね て ､ 日本 で は歩道を レ ン ガ舗装などと し

て遊歩道化 したり ､ と こ ろ どこ ろ で歩道を広げて車道に屈折部を つ く

っ て 自動車 の ス ピ -

ドを落とすように して い る ｡ i9 8 8 年 ､ 大阪市長池

に設けられた ｢ ゆずり薬の還+ が日本におをナる最初 の飼 である o

前掲 i ､ 8 - 9

呈O) 建設省道路局企画課道路環境対策室編 : 景観譲葉 ハ ン ドブ ッ ク ､ 東成

出版､ 2 ま- 3 3 ､ 1 9 9 5
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第 3 章
街づくりにおける日本の フ ッ トス ケ ー プデザイ ンの事例研究
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1 . 研究目的

地域づくり の観点からみれば ､ フ ッ トス ケ - プデザイ ン (F o o もs c a p e

D e si g n
･ 歩道舗装デザイ ン ; 以 下 FS D と記す = こお い て ､ 地域砕睦の形成

が大切 で ある o 街路景観に風土性を与える こ とは ､ 敵性をもたらすばか り

で はなく ､ 地場産業の振興上も大きな意味を持 っ o 街路景観 の形成に際し

て は ､

"

地産地消
' '

の ように地場 で産する素材や地場産業 の製品を積極的

に活用す べ き で ある α 舗 装材として 石材や陶磁器質タイ ル の 舗装財 ､ 鋳物

の欄干や駒止 め等にすぐれた活周事例が見られるo 他方 で ､ 今日 の 地球環

境意識 の 高まり の 中で窺環境的な舗装材 の活周も求められる o 遼東性 の あ

るブ ロ ッ ク舗装財 の 開発など多様な舗装材 の 開発が進ん でお り ､ そ れ らを

活用 した FS王) 展開が要求きれる o

本章で は ､ 前章 にお い て韓国の ｢ 文化通り+ に帝する FS D の 現況 を論

じてきた [ 注 1] o 韓国 の ｢文化通り+ には ､ 境域 の 伝綻を生か した良 い

FSD の 飼が ほ とん どみられなか っ た o しか し ､ ヨ -

ロ ツ パ と日本 の FSD の

事例に は伝統性と多様性が広く見い 出せるo ヨ ー

ロ ッ パ は ､ 近代技法に つ

なが る道路舗装が発生 した地域である｡ 古代以来 の長年 の歴史か ら各種 の

舗装方法が展開され て い るo 石材 (小舗石舗装が主流) 舗装に つ い て 特蔓≡

ゆた かな伝統を有する o 日本 は ､ 近代化以後に ヨ
-

ロ ツ パ の 事例妄こ学びな

がら ､ 舘装技術を向上させ ､ F S D を進展させ てきた｡ 近年 の 歩行者向緒通

り の整備は ､ 地域 の ア イデ ン テ ィ テ ィ を形成しようとする街 づ く り運動 の

動き の なか で つ くられる こ とが多い o 通り の整備にあた っ て は ､ 行政や地

域住民や事業者が関与 して計画がなされ ､ 各地域ごとにそ の環境や文化 の

特性に配慮しながら進められ て い るo 通り の FS D も地域 の特性を反映させ

る傾向が強くみられ ､ 地域ごとに多様な FSt) を展 開 して い る o ま た ､ 蔑環

境的な FS D も推進され て い るo

本章 で は ､ 既往研究に基 づく日本各地 の歩行者向け通学に つ い て そ 形

成立状況 の確認ならびにそれら の 通り の実地調査を行 い ､ 事例調査を通し

て街 づくり の なか で整備きれる歩行者向け通り の FS D 何 形威 の あ哲 かた に

つ い て考察を行う｡ 本章 における FSD 事例 の情韓解析は ､ 親環境的配慮怒

らびに地域的特質を反映する FSB 開発ならびに研究 の推進に資するも の と

なる o

さ呈



2 . 研究方法

本章 で は ､ 首審である束京 ( ならび に近郊) ､ 東京に次ぐ規模の 大都

敵 地方における大都市 (政令指定都市) ならびに文化的特色を有する地

方番市 の歩行者専属道路 (
-

蔀に歩寮共用道路を含む) の 計25 箇所 に つ い

て ､ そ の FS D の 様相 の 蘭査を行 っ た o そ れ ら の 道路は ､ 全体を通覧したと

きに蜂蜜 の ｢ 文化通り+ と比較する の に適切で あると考えられる通りを選

定した o 者市 の 選定 ､ 通り の 選定にお い て は ､ 道づ くり に顕する先行研究

の文献調査を参考に した o 各地 にお い て ､ 主要な釈前に位置する中央商店

街 の通甲 ､ ならび に特徴的な歩行者専用道路に つ い て 調査を行 っ た o 調査

は ､ 2 O O 3 年 王月 か ら2 00 5 年 呈月 の あい だに ､ 毎 回 に分汁て実施 した o 呈 回

目は 20 0 3 年 1 月 23 日か ら30 日 ま で の 期間に ､ 東京[新宿〕､ 名古屋市 ､ 大

阪市 ､ 神戸市 ､ 倉薮市､ 聞出市 ､ 広島市 ､ 萩市､ 長崎 取 福岡市にお い て ､

2 回 目 は 同年 7 月 15 日 か ら2 0 日ま で の 期間に ､ 東京[ 浅草] ､ 横須賀市 ､

横浜市[ 元 町伊勢崎モ ー

ル] ､ 千葉市 ､ 武蔵野市にお い て ､ 3 回 目は 2 O O 4 年

ま月 1 2 日 か ら20 日ま で の期間に ､ 東京E用賀町〕､ 盛岡市 ､ 触台市､ 千葉

市にお い て ､ 4 回 目は 2 00 5 年 1 月 20 日か ら 27 日 まで の 期間に ､ 東京[ 恵

比寿] ､ 姫路市 ､ ノも王子市､ 甲賀市(信楽) ､ 伊丹市 ､ 京都にお い て行 っ た o

調査方法は ､ 以下 の 通り で ある o まず ､ 各都市にお い て観光案内 ･ 道

路案内説明等 の情報を参照し ､ あらた めて地域内 の通りを確認 したうえ で ､

主要な歩行者向け道路を選出した o 各通り の 景観と F S D の 状況 に つ い て 観

察し ､ 近景 ､ 中景 ､ 遠景 をデジタ ル カ メ ラ によ り撮影し記録 した o ブ ロ ッ

ク舗装 で施 工された場所にお い て 経 ､ 配列方法をわか哲やすく記録ずるた

めに部位ごと の近接撮影を行 っ た o 敏集された配タ弓方法に つ い て は ､ 各通

り毎に分類整理を行 っ た o 並行 して ､ 各地域の街 づく 9 に関する資料を収

集した ｡ 盛岡市では市役所観光課 ､ 浦安市 で は市役所土木課にお い て道 づ

くりをこ関して の イ ン タ ビ ュ ー 調査を行 っ たo そ れ ら実地詞査か ら得られた

FSf) デ ー

タ を整理 し分類 したデ
ー

タ ベ
ー ス の 構築を行 っ た o 地域別に素材

ならびに配列方法を登録 した o さらに ､ 調査 した遠野に つ い て ､ FS D の 色

彩､ パ タ ー

ン デザイ ン 緑陰､ 施 工法 ､ 舗装宿料 ､ イメ
ー ジ分類 E 注2〕 ､

通り の 性格などを分析 して図表化 したo 構築きれたデ
ー

タ ペ - ス に つ い て

軌 ウ ェ ブサイ ト(韓国普) を制作して 公開し ､ 広く FS D 研究者ならびに

FS D 開発実務者の基礎資料となるように情報提供を行う [ 注3] o

昏望



3 . 日本の F SB ( 歩道舗装デザイ ン)

3 . 1 一 歩行者のため の違づ〈り意識の高まり

日本 で は ､ i 9 6 0 年代ま で の高度経済成長時代に道路変通機能を整備す

るため の道 づくりが推進された o i 9 7 0 年代以降 ､ 街づ く甲 ･ 地域 づくりが

全国的に行われるようにな っ た o 1 9 8 4 年 6 月 の 内閣官房広報室による ｢魅

力あるまちづ く り と住民参加に関する世論調査+ にお い て ､ 居住地域を美

しく快適にするため ｢道路 ･ 公 園などの 公共施設は潤 い あるも の にする こ

と+ が住民 が国や地方団体に期待する こ と の 1 位(36 . 5 % ) にあをずられて い

る｡ 日本 の 住民 が 1 98 0 年代 には ､ 潤 い ある街づくりを強く望ん で い る こ と

がわ か るo そ の ような街 づ く 哲 に関する住民意識 の高まりに呼応 して ､ 街

路景観に配慮 した道路整備が行われるようにな っ て い っ た
o 今 日で は ､ 日

本 の FS D は ､ 韓国か ら の視点で見れば欧釆に比肩すると い えるほ どに ､ 多

く の優れた点を有して い る ｡

ま98 2 年 の 道路審議会にお い て ､ 道路整備 の あ野方に つ い て ､ 従来 の 道

路整備が機能本位で行われ て い た の に対して ､ 親 しみ と潤 い の ある道路 づ

くりを掲ぽ ､ ｢ 人間性豊かな道 づくり の推進+ ｢安全 で際適な歩道 の充実+

｢ 縁豊かな道路空間 の創出+ な どをそ の基本方向と して提言が行われたo

具体的な道路づくり の 指針として は ､ 美観やゆとりに配慮する ニ と ､ 特に

蔀市を代表するメイ ン ス トリ -

トや歴史的街並にお い て はそ の 都市 の シ ン

ボ ル となる儀性的で親しみ と潤 い の ある道路を整備する こ と ､ 重要な道路

にはす べ て歩道を設ける こ と ､ 道路景観を向上させる こ となどがあ妄デられ

て い る o こ の 提言は ､ ま さに車 の た め の 道路から大 の た め の 道路 づく り -

の転換を目指 したも の と い えよう｡ こ の とき に ､ ｢ 道路+ が示す対象 の位

置付けに つ い て ､ 従来は歩車が移動するため の道路平面として い た と こ ろ

を ､ 美観やゆとりを配慮した道路空間として と らえる ま で進展させ て い るo

歩行者に優しい歩道を設ける こ とや沿道の 生活環境保全 の 面 ま で考慮に入

れるなど ､ 今日 の 社会 の ニ - ズ に対応する道路宴席 の指針が打ち出され て

い る｡ そ の 後今日まで ､ ｢ 親しみを覚える+ ｢ 潤 い の ある+ ｢ Å 間嫁があ

る+ ｢人 間性 の豊かな+ 道づくりが提唱され てきたo こ の よ うな道 づく9

に対する形容は感覚的にはわかりやす い もの であり ､ 実際 の 道 づ く り の 推

進にあた っ てそ の具体的なありかたを考えて い く患要がある0

日奉 で は ､ 歩道に対する関}L の 高ま哲 は ､ 車道優先 の 考えが頃り替わ

つ た こ と から始ま っ た と言われる｡ ｢ 歩行者が優先 である ､ 歩く こ とが出

島3



来て歩きたくなる通学 つ くり+ が都市計画03 課題 とな哲 ､ 住宅地 の通過車

両を減らす ヨ ミ ュ ニ テ ィ 地区事業がきかんになり ､ 呈99 6 年 には国土交通省

によりウオ - キ ン グ ･ ト レイ ル (腎a l k i n g T r a i l : 歩行者 の た めに豊かな自

然や文化的施設などを歩道と繋をヂるように配慮され形成された歩行空間)

事業が発足 した ｡ 今 日 ､ ｢ 歩き なが ら暮す こ と が で き る町 づく撃+ が 日本

各地にお い て重要課題にな っ て い る [ 注 4] a

3 . 2 . 日本 における道路労類

近年 ､ 日本 で は景観舘装と い う用語が使用され始鋳て い る o こ れをま､

本章 の 対象である FS D と密接に関連 した概念 で ある e 国土交通省 の外郭汚

俸 である財団法人 ･ 土木研究セ ン タ ー

によ っ て ､ 景観舗装が適周される事

柄 の道路 の分類がなされ て い る [ 注5] ｡ 景観舗装が適摺される道路 の分

類は以下 の通り である 8 本章 にお い て ､ 日本 の F S D 現況 を調査した結果を

分析するには ､ こ の 分類基準を参考に した o

( i) 歴 史的街路 ､ 景勝地など､ そ の 地域鈎性と伝統性を表現する道路o

(2) 駅前広場 ､ 繁華街 ､ 都市 の顔と して景観整備を行う道路o

(3) 商店街などの 多く の 人 々 が集まる場所 で奏しみを演出する道 晩

(4) 遊歩道など､ 通行する ことを楽しみとする目的を持 っ た道路o

(5) 住宅地などの 明るく快適性を高めるため の道路 ｡

( 6) コ ミ ュ ニ テ ィ 道路 ､ 共同構事業を担う道路｡

4 . 日本の景観舗装と FS D の現地調査

現地調査を行 っ た計 2 7 箇所 の 歩行者専用道路(
一

部に歩車共用道路を

含む) に つ い て ､ 景観舗装 の道路分類にしたが っ て 整理 した 土 で ､ そ れぞ

れ の分類 の代表的事例に つ い て考察を行 っ た｡

4 . 1 . 史的街路 ､ 景勝地など地域個性と転読性を表現した道路 の 事例

歩道舗装に置 い て変化と視覚的な楽しみを考える こ とは 日本 の茶人 ､ 千

利休 であるだろうo か れ は露地を構成する要素 である門､ ま たは申替 ､ 待

合 ､ 腰封などを飛石 で繋さヂたo 露地は本来庭 で はなく茶室 - 通 じる道 の こ

と で ｢路地+ ､ それ が浄土に出ると い う仏教的な意味から ｢ 露地+ と表わ

されるようにな っ た o こ の 露地を飛石を打 つ 心得として ｢ 渡9 6 分 の景4

分+ ま た は ｢ 渡り 4 分 の 景 8 分+ と い う言葉があるo これ ほ飛石 e3 渡る -

歩く機能を六分にお い て ､ 景 - 模様 と して の 眺め ･ 美を四分に置く か ､ ま

た遂に模様 として の 眺め ･ 美を六分に ､ 歩く機能を四分にするかと い う こ
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と で あ る｡
一 般的に飛 石 は単に 飛 び飛 び に 並 べ られ たもの と し か 見 られ な

い が ､

｢ 飛 石 は 役に 立 た ぬ と こ ろ - は , 一

つ も据え ぬ もの ､ 眺め の模様と

して役に立た ぬ石 を据える こ とは悪 い+ と言 われ て い る｡ ま た飛石 は足 の

運び ､ 速く歩く ､ ゆ っ く り歩く ､ 慎重に歩くなどの歩く テ ン ポ に あわ せ て

打たれ るも の で ある ｡ 露地 に限らず日本庭園 の苑路 ( 歩く道) は ､ 土 砂 の

道を基盤と して敷砂利 ､ 畳石 , 延段 ､ 飛 石 , また は橋な どの 組み合わ せ で

構成され て お り ､ 景色 の よ い 眺 め の ポイ ン トに 立ち上が らせ る ､ 何もポイ

ン トの な い と こ ろに単々 と早く歩か せ る ､ また 広 い ひ ろが り の 中は の どか

にそ ぞ ろ歩きさせ る ､ 故意に 足許 に注意させ慎重に歩かせ るなど踏み面 ､

形状などにも工夫配慮され て い る｡ そ して ｢ 渡 6 分 ､ 景 4 分+ で はな い ｢ 5

と 5 + ま たは ｢ 8 と 2 + な どと設計者 の意図により こ の 比率が自由 に変化

して い た ｡ [ 注 6 ]

最近 ､ 日本 で は街路と広場 の舗装材に色彩や大きさ ､ パ タ ー

ン な どの 研

究が活発 で あ るが 千利休 が言う ｢渡( 移動 の意味) + だ けで はな い ｢ 風 景( 景

色) + を もっ と考慮するようにな っ た時代にな っ た と考えられる ｡ 自動車 の

波が現代道路を埋め 尽く し歩行者 の道も自動車 の道 に押され ､ そ の 大き さ

が倭小にな っ た こ の 頃 ､ 現代人 たちは健康維持に歩行が勧誘され て い る ｡

こ の よ うに歩く楽 しみ が より配慮され て い る現代生活 の中に歩道は日本

の例と
一

緒 に ｢風景(景色)+ 面 で視覚的な楽しみを伝達する FS D の 役割 を

必要とするようにな っ たと思うの で ある ｡

今回現地調査の時. 倉敷､ 信楽 ､ 京都などで こ う い う伝統的な思想が残 っ て

ある と思われる事例を紹介する Q ( 図 1 - 1 , 2 )

!!

土i
‾
･
L』

園 1 -

1 偉菜 園2 舌敷

街路景観にお い て 地域 の個性を表現する の に
一 番効果的なモ チ ー

フ はそ の

地域 の歴史性 , あ る い は景色 の い い 所などで あ る｡ そ の 代表的な事例と し

て 以下 の例がある ｡
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( 1 ) 横浜 山下 公園 / 神奈川県横浜市

都市を人間を中心と した快適な空間に した い と い う要求は ､ どの 都市

にも共通する課題 で ある ｡ 昭和 63 ( 1 9 8 8) 年 ｢ 横浜デザイ ン都市宣言+ を

行 っ た横浜市は ､ こ の 課題に精力的に取り組 ん で い る o 一 点豪華主義とも

い える ｢ 点+ と して の 場 づくりを行う街づくり行政はそれ以前に も多か っ

た ｡ し か し ､ 横浜市 の場合は 2 1 世紀に お ける横浜 の グ ロ ー バ ル な姿を描き

ながら ､ 長期的な展望と計画を立 て着実にそ の計画 を実行 して い る｡ ｢ 山

下公園+ の 再整備はそ の
一

環 と して行われた｡ 横浜市 の ア
ー バ ン ･ ラ ン ドス

ケ
ー プ行政が優れ て い た の は ､ 公 園を単体と して とら えず ､ 都市生 活 に お

ける公園 の位置づ け を考えて人 々 か ら歓びを引き出す ト
ー

タ ル なラ ン ドス

ケ
ー プ ･ デザイ ン を 目指して整備した点に ある D 横浜 の 顔 で あ る港 ､ 海 辺 の

｢ 山下公園+ ､ 港を見下ろす ｢ 港 の 見 え る丘 公園+ , 横浜独特 の雰囲気が

魅力的で全国から観光客や買 い物客を集めて い る 元 町商店街 ､ 中華料理 の

メ ッ カ と して親 し まれ て い る中華街 ､ 街 の 主要な観光ス ポ ッ トで あ る こ れ

ら ｢ 点+ の 要素を結び つ け る こ とで ､ 大きな ｢ 面+ を構成 し ､ そ れ を立体

的な都市空間と して と ら え , 街全体の 活性化を図 っ て い る｡ 整備後は横浜

を訪れ る人が増加 して お り ､ 市民 はもとより全国 か ら集まる多く の 人 々 が

横浜 の新し い景観を支持 し ､ 街の たたずま い を楽しん で い る と考えられる

[ 注 7 ] 0
｢ 港 の 見え る丘 公園+ は ､ F S D で 繊細な表現をした好事例 の ひ

と つ で ある｡

国 2 1

1 海の 見える公園 国 2 - 2 海の 見える公園 圃 2
1

3 喝尭配意広qL

こ こ で は , 丘 を登 る階段 の 中央に配置された水路を モザイ ク タイ ル で装飾

して い る [ 図 2
-

1] D 公 園全体の舗装材はグラ ニ ツ トタイ ル (擬 石 タ イ ル)

を基調と して お り ､ さまざまな色彩の モ ザイ ク タイ ル が ア ク セ ン トと して

映える o また ､ 丘 の 上 の 広場 の舗面には ､
モ ザイ ク タイ ル で 星座 の 姿が描

かれて い る [ 図 2
- 2] ｡ 室 内床 の よ うに繊細なモ ザイ ク絵がた い - ん 美し

く ､ 公 園 の利用者に楽 しさと愉快な気持ちを与えて い るo 開港記念広場は
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海 の波を モ チ
- フ に して ピ ン コ ロ ( ′ト舗 石) で舗装され て ある o 広場 の空

間の 広 さに対 して ､ 伸び や かな大きな パ タ ー

ン と して F SD を展 開 して お り ､

遠景 で見 た ときに全体的な模様が映えるもの であり ､ 広 場 の FS D の 好例 と

い える [ 図 2 -

3] o

2 ) 浅草/ 東京都台東区

浅草仲見世は江戸時代 の 元禄 ･ 享保 (1 6 8 8 -

1 73 5) の 頃に始ま っ た と い わ

れ る 日本 で最も古 い 歴史を持 つ商店街 の ひ と つ で あ る ｡ 仲見世商店街 は

浅草寺 の 門前街と して形成され て い る ｡ か つ て の 仲見世商店街は 日本 の

伝統的社寺建造物で ある浅草寺と仁 王門に つ なが っ た通り に ス ケ ー

ル の 小

さな店屋が並ぶ もの で あ っ た o 現在は コ ン ク リ ー

ト建造物とな っ て い るも

の の
､ 通 り の 両側に並ぶ建物 の規模は /小さく ､ 庶民的な通り で ある こ とは

変わりがな い ｡ 仲 見世 の道路幅は 5 . 1 2 m と狭く , 延 長約 30 0 血 ほ どの 通 り の

両側に合わせて 86 店舗が並ん で い る ｡ 通り には自動車は入れな い ｡ 仲 兄世

の FSD は 比較的特徴 の 少な い長板石舗装とな っ て い る ｡

馬 道通 りは浅草駅前 か ら北に伸びる通り で あ る ｡ 通り の象徴 の絵と し

て ､ 名称に由来する馬 の模様がイ ン タ ー

ロ ッ キ ン グ素材による FS D の パ タ

ー

ン と して表現され て い る｡ 馬道通 りは現代で は馬 の往来とは全く 関係な

くな っ て い るもの の ､ こ の よ うに して FS D に象徴を記す こ とは ､ か つ て の

通り の 姿を想起させ親しみを形成させる点 で意味があると い え る[ 図 3 ] o

,j舗

.i' ij

囲 3 馬遭遇り 圏 4 恵比寿ガ ー

T

-

ン プ レイ ス

( 3 ) 恵比寿ガ ー デ ン プ レイ ス / 東京細目黒区

恵比寿ガ ー デ ン プ レイ ス(Y eb i s u G a d e n P l a c e) はサ ッ ポ ロ ビ
ー ル の 旧

恵比寿 工場 の跡地に ､ 規模がまちまちで あ る数 々 の 施設が集ま っ て 形成さ

れた複合商業地域である. 明治時代に恵比寿 ビ
ー ル 醸造所が レ ン ガ造り の

建物と して 建設され ､ 長 い あ い だ周辺地域の なか で特徴的な要素として ､

工場が 地域 の象徴的な役割を果 して きた ｡ 工 場移転による再開発に 伴 い ､

ヨ ー

ロ ッ パ 的な景観を演出しようとする計画が推進され , 古 い 工場 の 建物
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の
一 部 を保存しながら , 新 しく中層や超高層 ビル を建設 して ある c ヨ

ー

ロ

ッ パ で は ､ 歩道舗装材として 石材を使する こ とが多 い が ､ こ こ の FS D は赤

茶色系 の粘土ブ ロ ッ ク を基調 として ､ それ と調和するタイ ル を使用 して い

る ｡ 地域内に変化を持たせるため に数 々 の パ タ ー ン を使 っ て い るが ､ 素材

や色彩 の変化を抑え全体と して続
-

感 を保 っ て い る o 舗装路面が地域内 の

煙瓦建物と調和を成 して い て 安定感が感じられ , 全体的に高品位な雰囲気

が演出され て い る ｡ 複合施設 を擁する地域内で展開する F S D 展開と して た

い - ん 優れ た事例と い え る [ 図 4 ] o

く4 ) 博多 ･ 歴史の散歩道/ 福岡県福岡市

博多には大陸貿易によ っ て 繁栄した古い歴史があるo 福岡市は ､ 博多

の通りにお い て福岡都心構造に基づく国際交流 の シ ン ボ ル ロ ー

ドとなる よ

うな ､ 国際色豊かな道路づくり を目指した｡ 大博通 り は , 福 岡市 の陸 の 玄

関で ある J R 博多駅 か ら福岡国際セ ン タ ー に通 じる延長約 2 キ ロ ､ 幅員5 0

m の 主要幹線道路 である｡ 道路整備は ､ 道路周 辺 の ラ ン ドス ケ ー プ と調和

を図り ､ 街 に生き生きとした表情を持たせ て 沿道 の活性化を図る目的 の下

で進められた ｡ 道路 の 拡幅や周辺 の民間開発 の際に ､ さま ざまな文化財が

出土 し発掘調査が実施された こ と で ､ 弥生時代から近世に い たる博多の歴

史が次第に明らかにされ て い っ た ｡ 福岡市は ､ 教育委員会とともに こ の 成

果をふまえて道路開発 の検討を重ね ､ 国際性と歴史の流れ を道路づくりに

反映させ たo 延長 2 キ ロ の 歩道に ､ 最新の セ ラミ ッ ク加 工技術を駆使 した ､

絵付け陶板と自然石 で作 っ た展示物を 1 6 カ所配置して あ る o それ らに は博

多の歴史の 出来事が絵 として 表現され ､ 博多の歴史と ロ マ ン を感 じとれ る

ようにな っ て お り ､ こ の 通り は ｢ 歴史の 散歩道+ とネ
ー

ミ ン グされ て い る

[ 図 5 ] o こ の 展示 は ､ 広 い 舗道の 中で人目を引くも の とな っ て い る o

園 5 福岡市 7＋多通 り

通り の 歩道 の 幅員は
一 定で あ るが ､

図 6 フ ラ ワ - ロ -

ド

歩行者がやわら かさと幅 の変化に よ

つ て楽しさを感じとれるように ､ 植樹桝に 曲線が採用され て い る o 舗装に
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は ､ 色彩に よ っ て 陸 か ら海 - の 広が弓a3 表現が意図きれ て ､ 気 品 と落ち着

き の ある色から軽快 で 明 る い 色 - の 変化が施きれ て い る[ 注 8ヨo た だ し ､

一 般的なイ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク を使頗 して潜 り ､ FS B と して は それ

ほ ど変化に富むデザイ ン と は い えな い ｡

(5) 中部8 3 号線 ･ フ ラ ワ -

ロ
-

ド兵庫県神戸市

神戸市旧弊国人居留地妄こある中部8 3 号線 の 整備主体は神戸市 で あり ､ 整

備幅員は 1 5 m ､ 整備延長は 92 5 m ほ どで あるo 旧居留地は兵庫津(神 戸港)

開港に伴 っ て 設けられ ､ 神戸 の 近代的街 づくり の発祥 の地 である昏 大正 -

昭和初期に つ く られ た近代洋風建築物は現在もそ の形態をと どめるもの が

少なくなく ､ 現代建築物とあい ま っ て 重厚 で伝妖的な街並みを形 づく っ て

い る o こ の 地区で は こ の ような歴史的環境に配慮 しながら ､ 歩道整備号 電

線類地中化など の事業を行 っ て い るo 整儀事業 の際は ､ 旧居留地協議会な

どの市民団体とともに ｢ まちづくり計画+ を策定しながら ､ 行政と 地域住

民が 一 体 とな っ て 整備促進を行 っ て きた ｡ 番市景観条例 の指定地区 ( 旧居

留地景観形成地域 = こ位置 づけられ ､ 広告物 の親告ij t 適正 な空地管理 ､ 各

種イ ベ ン ト の 開催な どを整備 f 推進 しながら､ にぎわ い と風格ある街並み

形成に努め て い るo

旧居留地に つ なが る園 4 フ ラ ワ -

ロ
- ド 捻神戸を南北に つ なぐ大通

りで港 - と つ なが っ て い るo 外国人居留地 の東で は通り沿 い にある東遊園

地 の 一 部が歩道と 一

体化 して お り ､ そ の 場所で は幅 17 m の 広 い 歩行者空間

を確保 して い る｡ 公園 と道路 の管理区分にはせせ らぎが設けられ て い る[ 注

9 ] [ 図 6 参照] ｡ フ ラ ワ -

ロ
ー ドの FS D は 旧居留地から港 - 結ぶ景観とに

詞和するように整備され て い る o

4 . 2 . 駅前広場 ､ 繁華街 ､ 番市の顔として景観整清を行う道路の事例

日本 の各巻市で は中央駅を中心と して繁牽街が形成されて い る こ と惑芸

多く ､ 駅周辺 の 道路が よく整備され て い るo 駅前に広場を設けて い る こ と

も多い ｡ 駅前に位置する繁華街 ､ ある い は地域 - の Å り 口 と して の 顔 とな

るように駅前周辺 の道路 の景観整備を行 っ た事例とし℃ ､ 廉京 ､ 岡山 の 事

例をとりあげて考察する o

= ) 新宿モ ア街/ 東京番数審区

新宿 モ ア街は ､ 新宿駅東 日儲に位置する繁肇街 であるo 景観豊壌を行

う際毒こ ､ ｢新 し い街づくりは ､ まず足 元か ら+ と して道路 の リ ニ 孟
-

ア Jレ

か ら取り組ん で い るo 通行横間をこよ っ て歩行者専属道路となる時間帯にぼ ､
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街全体がひと づ に ま と ま っ て 巨尭なフ ロ ア の ように
-

俸絶 して お り 号 歩行

壁間である道路自体が ェ ン タ - テ ィ メ ン トの 場と して 大きな意味をも つ よ

うにな っ て い る ｡ こ の 地域には ､ 幅員 凄n か ら22 fa と い う i 3 寒 の 遠野 があ

り ､ そ れぞれ の通りが違 っ た表情を有 して い る o ぼ ぽ全域が自然石 (御影

石) 舗装で あり ､ 舗石厚さ5 - 6 c 包
､ ア ス フ ァ ル ト系 の 拳闘性舗装 の基層に

空錬 モ ル タ ル で敷設する 工法を採用 して い るo 韓国ある い萎ま中国産 の桜御

影石を基調とし ､ そ の 中に白 ､ 赤 ､ 黒 の 御影石をア ク セ ン トに涌 い て い るo

大部分が車道と して仕上げを対応 した道路 であ哲 ､ 舗石 は荷重による割れ

をふせぐため 二 丁掛け の 小旗サイズを基本とし､ 通り男りにきまざまな べ -

プメ ン トデザイ ン を施 してある[ 図 7 ] [注 ま 0 〕 o

モ ア 街 が初期整備された段階を紹介して い る写真と比較すると ､ 現状

は大きく変わ っ て い る印象を受けたe それ らは ､ 遠 野 の ア クセ ン トと して

美観を生み出す置物や景観石 ､ ある い は ス トリ -

ト フ ァ ニ チ ャ
ー な どが

配置された場所に ､ 自転車 ･ バ イ ク の 駐輪またほ ゴミ の 集積があ っ て ､ そ

れ らが隠されて い た りする こ とが あ っ て ､ 当初に計画された景観効果が生

み出され て い な い こ とに よ る と考えられるo また ､ 歩行者 の 滞留場所や歩

行上 で の 所作 の違 い(例 えば携帯電話 の利頗) も初期整備時とは違 っ て い る

と考えられ ､ そ の こ とも砺期整備時とは雰囲気が違う点とな っ て い るo こ

れ らの こ とがらから ､ あらゆるタイプ のきわめて大勢の人 身 が通う場所 の

ス トジ - ト ･ フ ァ ニ チ ャ
-

は用途がわかりやす い簡単なも の の ほ うが望ま

しい と考える o また ､ こ の ような繁華街では ､ 明る いイ メ - ジ の FS D が好

ま し い o ま た ､ そ の 場を立ち去 っ て からも記憶に残るくら い特徴の あるデ

ザイ ン に して 良い と感じられた o

( 2 ) 新着西 日広場/ 東京審新宿区

日本最大 の乗降客をかかえる新宿駅 の 西 口前 の 地下広場 ( 中央 の車道

部に地上 - の 開 日 が設けられ て い る = ま､ 複貴 の 鉄道路線 の改札前 である

と同時に ､ 隣接 した複数 の 百貨店 ･ シ ョ ッ ピ ン グ モ
-

ル を か か え ､ さらをこ

新宿副審心 - の ア ク セ ス する た め の 経過地点とな っ て い るo そ の た め ､ 舗

装にほ耐魔耗性にすぐれた有田焼滋養質タイ ル が採用きれて い る ｡ 地とな

る部分に濃色 の 円形タイ ル を敷きこみ ､ 四角 い 磁器質タイ ル を涌 い て 大き

な円を播き反復きせ て い る[ 図8〕由 お お らかなパ タ - ン の 形成を三よ っ て ､

緯線に潤 いを与えたデザイ ン と い える [ 注 1 1〕 e

( 3 き 新轟中田急百貨店周辺 / 東京都新宿区
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新宿小田急百貨店周辺 の 人通りが多い通りで ある｡ 一 見 して ､ カ ラ フ ル

なF SD が目に映る ｡ 三 角形のタイ ルを組合せ て青 ､ 黄 ､ 黒 ､ 白 ､ オ レ ン ジ

の 配色の 正方形を つくり ､ それらを並列に 配して い く こ と で ､

な運動感を表現 した/ i タ
- ンを形成して いる[園 9 ] ｡

-'

T
t

､ 恐 >

声

†∴ :
ー

せ 革7

'

∴ i』

義

リズ ミ カ ル

国 7 新宿モア 街 固 8 新宿釈酉E) 広場

今回調査を行 っ た 日本全国 の都市 の中で は これ ほ ど の カラ フ ル な歩道舗

装は他 に み られなか っ た ｡ 商業地区にお い て軽快な雰囲気を成す F S D の 成

功的な事例と い え る｡ ま た ､ 小 田急百貨店を中心 とした ペ デ ス トリ ア ン デ

ッ キで あ るカ リ オ ン 橋 の F S D は ､ 白と薄い赤色 の 正方形タイ ル を用 い て 大

きなサ ー

ク ル を反復する パ タ ー

ン とな っ て い る o 窮屈になりがちな狭 い歩

道橋にお い て ､ 明る い 色彩と パ タ
ー

ン に よ っ て さわや か で軽快な印象を与

えて い る [ 図1 0 ] o

陀
r

i ニ三三感
r
ー

ー ー ir～ L
'

. I

.

= ㌦
` ‾ -

-

p
｢

周 9 新宿小田急百半店周辺 図 1 0 か) オ ン楕

( 4 ) 吉祥寺サ ン ロ ー ド/ 東京都武蔵野市

東京都武蔵野市にある吉祥寺地域は ､ 東京の 住民 か ら の 選好度合 い が

たい - ん高 い快適な住宅地域である o 吉祥寺駅前 の 商業地域 に あ る歩行者

専用道路 の サ ン ロ ー

ドは ､ 地域住民 の みならず外部から の来訪者にも人気

が高い通りと して にぎわ っ て い る｡ サ ン ロ
ー

ドの FS D は ､ 舗装素材が御影

質磁器石材 ( 人 工御影石) で あり ､ 明る い 色彩による多様なパ タ
ー

ン が施

され て い る ｡ 周辺 の 建築物と の調和を織り成して い る良 い例と い える ｡ 背
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景をス ト レ ッ チ ャ
ー ･ ボ ン 卜 (S t r e t c h e r B o nd) の パ タ ー

ン と し､ 四角 い

枠内を - リ ン ボ
-

ン ･ フ ラ ッ ト(H e r ri n gb o n e F l a t) の パ タ ー

ン と した組合

せが美し い [ 図 1 1 , 1 1 1 1] o し か し ､ 経年 の妨イヒに よる タイ ル の破損を

セ メ ン トで補修 した箇所が多 い こ と に よ り ､ パ タ ー

ン が崩れ た ように み え

る点が FS D 上 の 問題 とな っ て い る ｡

( 5 ) 岡山駅西 口駅前広場 ･ 岡山市中仙道南方線 ( 市役所筋) / 岡山県

岡山市

岡山駅西 口駅前広場 の整備主体は岡山市で あ り ､ 昭和 6 2 ( 19 8 7) 年度

か ら周辺 の商店街 の活性化を図 り ､ 若 者が集 い 語 り合える場を提供するた

めに整備された o 地 場材料 で あ る陶製ブ ロ ッ ク を用 い たブ ロ ッ ク 式舗装に

よる個性的なデザイ ン が施され て い る [ 図 1 2 ] ｡ 人通 りが ほ と ん どな い

時間帯に全体を見通 した とき には , 大きな幾何学模様が集ま っ た点が 印象

的とな っ て い る ｡ 日 中か ら夕刻に か けて は人通 りが多くなり喧騒 し た感 じ

になりがちな場所にお い て ､ 親密感ある茶色系の 色 の粘土ブ ロ ッ ク を主材

料に灰色 の舗 石 で大きな四角 い パ タ ー

ン をア クセ ン トと して配色 し ､ 落 ち

着 い た安定 した感じを与えて い る ｡ 駅前全体が広く 見えるような抱擁感あ

る FS D と して と らえ られ る .

園1 1 吉祥寺サ ン ロ ー ド

冒
-二.
-
1‾で

ナ こ

;
l
,

園 1 2 岡山節西口 広坤

園 1 1
-

1 ( 左) H e r ri n g
- b o n e f l a t . ( 右) St r e c h e r b o nd
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4 ･ 3 ･ 商店街など多( の人 々 が集まる活気単発しさがある道路の事例

日本 の街は不連続性デザイ ン の 街 と い われる こ とがあり ､ オ フ ィ ス 街

や商店街ではさまぎま怒外観を待 っ た フ ァ サ ー

ドの 店舗が並ん でもちる こ と

が多い o しか し､ そ の ような通りにお い ても ､ 道路舗装をカラ -

托 し鏡
-

感の ある舗装デザイ ン を施す こ と によ っ て ､ 街路景観 の連鎗隆を南め
-

体

感をより強く演出して い る例も多く見られるo ニ の 点 にお い て ､ 日本 の FSD

は世界的にみ て も良く発達して い る o 世界共通にÅ J & が集ま る活気が ある

場所として 商店街があるo 各地域 の行政や商店街 の自治会はより多く の

Å々 を集める こ と が できる活気ある商店街にするために ､ 歩行者たち の視

覚的楽しみや快適さを提供する歩道舗装 の差別化および多様化に配慮を行

つ て い るo

( = 伊勢撞木モ ー

ル / 神奈川県横須賀市

日本 の みならず世界的に有名な商店街と して横浜伊勢佐木 モ ー

ル が あ

る o 横浜伊勢佐木 モ ー

ル は 19 7 8 年 に竣 工され ､ 日本 にお い て 優れ て完膚さ

れた歩行者専用 モ ー

ル の ひ と つ とされる o 道路幅員平埼 i4 . 5 氏 ､ 通学 の 延

長長約 4 0 0 n ､ 面積約 7 08 0 平方 m に至 る大規模な通り で あ るo 整備計画と

して
､ 次 の 5 箇条項を前提条件とするo ｢ 終日

一

般車 の 通行を禁止 して歩

行者に開放する こ と+ ｢太陰 と録と青空がある新 しい港横浜 の魅力ある商

店街にするために ア ー

ケ
ー

ドを教去する+ ｢ 東電架空線 の地下ケ - プ ル 化

によ る電柱 の撤去+ ｢ 緊急車などの 通行ゾ ー

ン と して 中央部 の幅 5 . O メ ー

トル を牽 の通行が可能なゾ ー

ン と して穣保する+ ｢ 路面をま歩道 の 区別を無

くし､ 単 … 面 に して全路面をデザイ ン して煉瓦タイ ル などで舗装する o ま

た直線的な商店街にリ ズ ミク と シ - ク エ ン ス を与えるために4 偶 の節を演

出する+ の 条件で ある o 路面 に横浜市内の名所を絵に描 い た絵タイ ル をは

めて外部空間にお い て 内部空間の ような環境を形成して い る o また ､ 佐藤

忠良作品 の ｢若 い 丸 や ､ 動き と音楽がある ｢ カ ラ クリ人形 の 時計台+ 杏

設置し ､ よくデザイ ンされた街路灯 ､ ベ ン チ ､ 灰 温 ､ 案内板 ､ 電話 ボ ッ ク

ス 等が配置されるo 早 い 時期から横浜 の代表的な商店街と して願わ っ て き

た伊勢佐木通り であるが ､ 近年 にな っ て横浜 西 口 駅周辺 の 急激な発展に掃

きれ大きな危機感を抱 い た こ とで モ - ル の 整備事業を強く推進きせ る こ と

になり ､ 活性化に成功した整備を導い た o 伊勢佐木モ -

ル に範をとる整備

事業を実施 して い くた め に萎ま､ よ りよ い 歩行者 モ -

ル の 建設 の た め喜芸行政

と市民がよく連携 して相互 の経験を活かす こ とが売切 である E 注 i 2 ] 昏
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伊勢佐木 モ
ー

ル の FS D で は ､ 特に 4 m モ デ ュ
ー

ル の 路面デザイ ン が特筆され

るo こ の F SD は ､ 室 内に織椴を敷 い た とき の よ うな視覚効果 を生 じ させ て

い る ｡ 白色系 ､ 黒 色系 ､ 茶色系 の磁器質タイ ル を用 い た舗装ブ ロ ッ ク の 配

列は 1 3 種類あ っ て 細か に変化する パ タ
ー

ン とな っ て い る o こ らら の 配列 の

表現には歩行者に視覚的快適性 を感じさせると い えるo 舗装材料と して 滑

りにくく歩きやす い タイ ル を選択して い る [ 往 1 3 ] [ 図 1 3 参照] ｡

当蔓
､
､ b 2

. J ゝ- I
.

〟

〔芸:

良

図1 3 伊野崎モ ー ル 園 1 4 八王子 モ ー ル

2 0 0 3 年 1 月 の 調査時には整備オ
ー プ ン後 2 4 年経過 して い た ｡ そ の 後

に各地に新しく て整備された モ
ー

ル が多く生じて お り ､ 伊勢佐木 モ
ー

ル 自

体に新 しさとか特別 の趣などを感じとる こ とはなか っ た ｡ しか しながら ､

F S D だ けは今 日 にお い て もた い - ん優れ た も の と感じとられた D 路面締装

に つ い て 特 に配慮をして ､ 外部空間を内部化しようとする コ ン セ プ トで絵

タイ ル を舗装材料と して敷 い た こ とは今日 で も多く の 人 の 目をひく も の と

な っ て お り ､ 家庭的な雰囲気を与え親しみを与える役目を果た して い るo

舗装ブ ロ ッ ク の 配列に - リ ン
- ボ ン ･ フ レ ト(巳e r r i n g b o n e F l a t) 配列 と ス

ト レ ッ チ ャ
ー

･ ボ ン ト (S t r et c h e r B o n d) 配列 の 組み合わせがあり , 室内

床 の ような美 し い雰囲気を転成 して い る o

( 2 ) 八 王子 モ ー ル / 東京都八王子市

駅前から郊外に続く道路幅 の広 い商店街通り で ある o ヨ
ー

ロ ッ パ の 伝涜

的な小舗石 の舗装材料で波模様を施紋された ｡ 石張り状態が暑苦し い と批

判する人も い る が ｡ 通 り の 中央部または左右両側に ､ 幾何学的な模様から

八 王 子 の 名物に い たる ま で さ まざまな パ タ
ー

ン の 模様が使用され て い るo

[ 図 1 4 参照] ｡

( 3 ) 定禅寺通り ･
一 番町商店街路/ 宮城県仙台市

定禅寺通りは昭和5 7 年に仙台開府 40 0 周年記念事業として整備された ｡
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地域の象徴通りと して市民e) 休息 の 場所とな っ
-

r お 琴 ､ 各種g) イ ベ ン ト

が催される｡ 触 台駅前 の 式 デ ス トリ ア ン 8 デ ッ キ( 立体横断歩道橋ラから
-

直線に伸びた青葉通り ( 中央通りラ から憲禅寺適当を結ん で位置する
-

香

町商店街 の街路は歩行者専用道路と して計画され て い る｡ F S B を含ん だ優

れた道づくりによ っ て 景観賞を受けて い る[ 図 呈5 参照〕o 粘土ブ ロ ッ ク と

磁器タイ ル を用 い て清明な美 しく揺れる線を表現した FSi) とな っ て い る Q

退屈 しな い歩きやす い舗装で あると評価が高い [ 注 i 4 ] o

( 4 ) おおまち商店街路 / 宮城県胞台市

おおまち商店街は
-

番 町商店街と並び仙台を代表する商店街で ある o

19 7 7 年 に シ ョ ッ ピ ン グ ･ モ
ー

ル の整備時に ア -

ケ
-

ドの ス カ イ ライ トを設

置し､ 同 時に倍 々 の 店舗 の リ ニ ュ
- ア ル が なされ ､ 店舗 フ ァ サ - ドも含め

た い - ん 明る い イメ - ジ の 通り が形成され て お り ､ 全体 と して美 しく魅力

ある通りとな っ て い るo ミ ラノ の ガ レ リア に影響されたと い われ ､ 全面的

に経費をかけて改修され て い る o ス トリ ー

トフ ァ ニ チ ャ
- に は歩行者にや

さ し い デ ィ テ -

ル が施されて お り ､ 好感 の もて る街 の イ メ ー ジ づ く 9 に寄

与 して い る [ 注 1 5 ] o 舗面 は触台市 の主導で 1 9 8 4 年 に新しくカラ - 舗装

に改鯵され て い る ｡ 東北
一

の 由緒ある商店街をどの ように特徴 づをナるかと

いう こ とが改修 の 課題とな っ て 改修が進められ てきた e 舗装 は大理石 を主

体と して い る ｡ グア テ マ ラ産 の 白 い 大理石 とス ペ イ ン 産 の ベ ー ジ ュ 色 の 大

理 石を ペ ー

ス にイ ン ド産 の赤御影石によ っ て 円 パ タ -

ンや ポ - ダ ー な ど線

的なパ タ ー

ン を つ く っ て い る o 大理石 ･ 整形石板を周 い自然石を中心 とし

て高級感を演出する ｡ 延長 200 rn の 商店街 の 出入 日 ､ 中央部 ､ 進入 日 の 車道

と接する部分には ､ 凸閏面 の ある セ ラミ ッ ク タイ ル を使用 して い る o べ -

ジ 五 色 を基調として全体 の調和を図 っ て お り ､ ややもすると冷た い印象に

なりがちな現代的な空間にやさしさを感 じさせようとする配慮がなきれ て

い るo 大理石舗装は ､ 美しさだけでなく ､ 花梅岩やタイ ル に較 べ 少 し軟ら

か い特性が歩行 の摩擦抵抗を確保する上 で役立 っ て い る o 街路樹 の あ る周

囲には歩道とは差異を持たせ ､ 自然材料 で ある粘土プ ロ ッ タ を伺 い てお 琴 ､

親環境的な雰囲気を形成 して い る の が評価 できる o 通り の 6 カ 所に からく

り の ある モ ニ ュ メ ン トを配置され て お 9 ､ 歩行者を楽しませ て い る o 触台

でをま -

番町商店街 の整備が先に進ん でお 琴 ､ お お まち商店街も改修によ っ

て ｢ マ - プ ル ロ -

ドお お ま ち+ と して再活性に成功 して い る [ 図 i 5 一

旦参

照] E 注 i 6 ] ｡
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囲1 5
一 番町商店街の 街路 図 1 5

- 1 おおまち商店街蕗

4 .
4 . 遊歩道 ､ 住宅地などで通行に楽しみを与え明るく快適性を高め

るため の事例

散策 ･ 散歩など歩行する こ と自体を目的とするような通行 に お い て ,

散歩の 楽しみ を与えたり , 休息時に心地よさを感 じるように ､ 歩道 に多様

なFSD 技法を使用 した代表的な事例は以下 の ような例がある｡

( 1 ) 用賀プロ ム ナ ー ド/ 東京都世田谷区

東京都世田谷 区で は , 住民 たちの自発的な町 づ く りを中立的な立場 で

支援する世田谷町 づくりセ ン タ
ー が組織され て ､ 19 9 2 年 4 月 に発 足 して い

る ｡ 住民全体 の 町 づ く り に関 して 相談に応 じる ほ か , 町 づ く り活動 の き っ

か け づく り と して コ ン ク
ー

ル を開催したり , 町 づ く り情報 ､ 技術 ､ 学習 ,

交流の場 の提供を行 っ て い る｡ ま た ､ 町 づく り活動 に対する財政的支援に

対して は よ り公平 ･ 中立 を期すために , 公 益信託 ( 世 田谷 町 づく り フ ァ ン

ド) と い う
一

種の 基金 の か た ち をと っ て い る [ 注 1 7] a

用賀プ ロ ム ナ
ー

ドは , 用賀駅前 に ある用賀くす の き公園から商店街路 ､

遊歩道としたちながり で歩行者道路が整備され て い る ｡ 親環境的素材であ

る粘土ブ ロ ッ ク を多く使用 して い る D F S D の パ タ
ー

ン 技法が多様 で あり ､

商店街路は黄色 のウ レ タ ン舗装が施され て い るo 遊 歩道 の
一 部 で は ､ 灰 色

の 石 と赤色 の 粘土ブ ロ ッ ク の 配列がなされ住宅街で ある周辺環境と調和さ

せ てある ｡ 砧 公園 - 向かう ｢ い ら か道+ に は ､ 様々 なデザイ ン の 瓦が敷 つ

められ て い る｡ 日本 で は街路に潤 い を与えるために歩道に沿 っ て 水 の 流れ

を設けた例が よく みかけられる ｡ こ の 通 りで も､ 親水環境として噴水 か ら

流れる渓水 ､ 水遊 び施設などを設け て い るo 調査時に ､ 子供 た ちが服を脱

い だ状態で親たちと
一

緒 に水遊びをして い る姿をみ か けた D 都市住宅街 の

歩道 の中 で こ の ような水遊びを して い る姿は 日本以外 で はな か な か見られ

ない もの で あ るo 歩道 に親水環費を付加する こ とは
一 種 の FS D 技法 と い え ､

そ の よう に して都市の なかに自然空間づくり の 要素を取り入れ る こ と は好
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ま し い こ と で ある D た だ し ､ 維持管理が確実で なければ落ち葉や風 によ っ

て流れ 込 む ホ コ リ な どで汚れやす い た め ､ 汚 い淀み に な らな い ような配慮

が必須 で あ る｡ そ の 点 で ､ 淀ま な い よ う に水 の 流れ を利用する こ とは ､ 親

水環境を設けるとき の 基本技術と い える[ 図 1 6 参照] ｡

'

■ ■ ■ -
- ･
-

㌔

/
/
-
_

-

て
一

ヽ
I r

'

/ 巧

園 1 6 用賀街 プロ ムナ
ー ド 国 1 7 積読架 三笠公園通り

i

( 2 ) 三 笠公園通り / 神奈川県横須賀市

三笠公園通り の舗装はデザイ ン 性が ゆた か で FS D の 好例 と い える ｡ 淡 い

ピ ン ク 色舗装材は中国広東省仙頭産 の桜御影石 で あり , 公 園通 り の 舗装に

絶や か で華や い だ雰囲気を加え て い る｡ 歩道で は , 3 m の 幅に明る い 灰色で

単純な横線を表現する こ と で ､ 歩道 と車道 の 区分をもうけ つ つ も全体的に

は歩車共存道路 の ような 一

体感 を形成して お り , 歩道 と車道 に親近感と快

適感を付与 して い る気持ち良 いデザイ ン と い え る｡ 海 を前に して噴水があ

る三笠公園内 の空間 の FS D は石材中心 で あり ､ 外郭散歩道を白と茶色系 の

タイ ル素材 で舗装して涼 し い 雰囲気にさせる こ と で 公園 を際立たせるよう

にして あ る[ 図 1 7 参照] ｡ 通 りにお ける舗装材料は天然石舗装を主要なも

の と して
,
小舗石 , 整形石板を用 い て ある ｡ ほ か に磁 器質タイ ル , 粘 土煉瓦 ､

地域象徴タイ ル ､

コ ン ク リ ー

ト版 石 ､ カラ
ー

ア ス フ ァ ル トな どを用 い ､ 四

負 , 直線､ 曲線､ 放射線､ 波紋様 ､ 格子紋などの模様が ､ 反 復され て い た

り ､ 不 規則に並 べ られ て い たりする｡ また ､ 都市的な雰囲気 の鮮やかさと

水や自然 の緑と の調和をは か るた め ､ イ タ リア 産や中国産 など の 天然石を

使用して い る [ 注 1 8 ] , た い - ん変化に富んだ多様なFS D パ タ
ー

ン が表

現され て い る o

( 3 ) 西 神中央ウ ェ ス テ - ジ/ 兵庫 県神戸市

日本 で は集合住宅 の舗道に も四季 の衷情が 求められ ､ 季節 ごと の 植栽

の姿の移 り変わりが非常に重要なデザイ ン 要素に な っ て い る ｡ そ の こ と を

配慮すると ､ 舗道 の 色と形はさりげない も の で , ラ ン ドス ケ
ー プ に 溶け 込
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むような調和と い ろ ど哲 が求められる o 酉 神率尭ウ 孟 ス テ - ジ の 舗装接頭

質レ ン ガ を伺 い て ある [ 注 i 9 ] o

( 4 ) 緑の 広場 / 兵庫県西嘗市

高層棟による ビ ル 風が非常に強く ､ 日照 の 問題もあ っ て ､ 横間に緑陰

樹を植栽 して マ イ ル ドなイメ
-

ジ の 環境空間と して緑 の景観がデザイ ンき

れて い るo 樹木 の 周囲は ､ Å 々 の 踏圧 か ら樹木 の穣元を保護する鋳鉄製 の

格子蓋 で覆われ て い る o 舗装材料は レ ン ガタイ ル で あ る [ 図 i 8 参照] o

4 . 5 . コ ミ ュ ニ テ ィ 道路､ 共同溝事業をする道路招事例

ボ ンネ ル フ (腎o o n rl e r f) と呼ばれる コ ミ ュ ニ テ ィ 道路は住宅地域にお

い て地域の住民が安全に歩行 できる歩車共存道路と して ､ 通過する自動車

が速度をあまり出す こ とが出来ない ように道路 の形状が設計された道路 で

ある o 今日 で は ､ 住宅地域だけで はなく ､ 商店街 でもそ の技法をならっ て

活用 した例がみられるo

( 1 ) 元町商店街 / 神嚢)ll 県横浜市

J R 石川 町駅前に位置する ｢ 元 町商店街+ に ほ フ ァ ッ シ ョ ン衣料を中心

に高級品を取学級う店舗が並ん で い るo こ の 商店街は ｢ 元 町通り+ の 南側

に形成きれて い る ｡ か つ て は ､ 道路幅員が 8 m しか なく歩道が設置 できな

か っ た o 1 9 5 5 年 に建築後退線が指定され ､ お よそ 20 年経過 した後 ､ 全幅

l l . 6 m の道路空間が確保されたo 元 町 の 街 づくりは ､ 道路空間整備事業 ､

街 づく り協定推遷幸業 ､ マ
ー

ケテ イ ン グ戦略事業 の 3 手法に よ 野構成され ､

それぞれ横浜市 の道路局 ､ 都市計画局 ､ 経済局が窓 口 とな っ て整備が行な

われ ､ 19 8 5 年 8 月 に完成 した o 整備 の ねらい と して ､ 8 m ほ どだ っ た 公道

部分と両側にある店舗 1 階部分 の敷地内歩道 ( 各 1 . 8 m ) を併せ ､ 道 ス ト

リ ー トフ ァ ニ チ ャ
-

の 配置 の抑制 ､ 色彩 の ま
- ( グ レ ー 系) な どを考慮し ､

ヨ -

ロ ツ パ 的 なシ ッ クな道路空間 の形成を目指した の が 特徴である [ 注

2 0 ] ｡ 路側受互駐車が計画された歩車共存道路が整備きれた o こ の 道終

車億では コ ミ ュ ニ テ ィ 道路整備 の 国家婿助を受けて い な い o 計画段階で伊

勢佐木 モ ー

ル な ど歩行者専用道路 の前例が近くにもみ られたが ､ 車道を残

し歩車共存道路と して整備 して い るo 寧 日ほ歩牽共存道路で あり ､ 圭日祝

日は歩行者天国になるe

歩道 ･ 車道とも舗装材料として 全て 石材が使用きれ ､ 歩道 と車道 の色

調 の鏡 -

が なきれ ､ 洗練された ヨ
ー

ロ ッ パ 風 の 雰囲気を漂わ し､ 高品位 招
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演出に役立 っ て い る [ 図 1 9 参照] [ 注 2 1 ] o また ､ 交差点には交差点 バ

ン プ が設置され て お り自動車 の 減速を誘導して い る o

質

'=L■J
r

de!
ふ .

国 1 8 神戸 線の 広場 囲1 9 横浜 元町商店街

( 2 ) 大通り三 丁目材木町通り ･ 中央商店街/ 岩手県盛岡市

背教時代から続く由緒ある商店街にお い て ､ 快適な歩行者空間を提秩

し商店街 の活性化を図るために ､ ｢ 和風間 の あ る町並み創出+ を整備 の 基

本 コ ン セ プ トと し ､ 商店街店舗 の自主的セ ッ トバ ッ ク と コ ミ ュ ニ テ ィ 道路

築造を目指し整備が実施された o 整備主体と盛岡市で官民
一

体 とな っ て新

し い街並み で開町 4 00 年 を迎える こ とが出来るように計画 を進めた [ 図 2

o 参照] ｡ 特定交通安全施設など整備事業と コ ミ ュ ニ テ ィ 道路整備事業を

事業手経とした [ 注 2 2 ] o 歩道空間に は ､ 地元ゆか り の ｢ 宮沢賢治+ を

テ ー

マ に した モ ニ ュ メ ン トを設置 した ｡ コ ミ ュ ニ テ ィ 道路内 の 車道 の 蛇行

化により生 じる歩道 の ふ く ら み部分6 カ 所 を人 の集まると こ ろとする｢ 座+

とす る こ とを コ ン セ プ トと して い る｡ ｢ 座+ は ､ 材木町 の ロ ゴ で ある ｢ ザJ

に通 じるイ メ ー ジ で もあ る [ 注 2 3 ] o 雪が多い た め歩道 の舗装材は滑 り

にく い ように凹凸 の ある長板石が用 い られ て い る o そ の 静 かな雰囲気が ,

北国 ら し い停 ま い を穣成して い る と い える o

盛岡市にある中央商店街路 の FS D は ､ 磁器質タイ ル を用 い ､ 赤系 , 茶色

系, 青系 の 色相 で幾何学模様を展開 して い るo 活 気あ る庶民的な雰囲気 の 義

現と い える ｡ 同じ市内に お い て も, F S D によ っ て 差別化をはかり ､ そ れ ぞ

れ の個性 の 形成に成功 して い る ｡

( 3 ) 入船西 コ ミ ュ ニ テ ィ道路/ 千葉県浦安市

平成3 年 に浦安市北栄地区に ｢入 船西 コ ミ ュ ニ テ ィ 道路+ が整備され

たo 浦安市が整備主体となり ､ 昭 和42 ( 19 6 7) 年 に委員会を設置し ､ ｢ 北

栄地区住区総合交通安全モ デ ル事業+ の
一 環 と して 整備が進められた o 地

区を商業系地区と住居系地区に分類し ､ 商業系地区は便利性 ､ 住居系地区
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は道路環境 に つ い て 主 に考慮が なされ た｡ 粘 土ブ ロ ッ ク の 歩道と透水性ア

ス フ ァ ル ト コ ン ク リ
ー

ト ( ゴ ム 入 り) 車道 の 段差を無く し ､ ち ょ っ と した

斜面 の そ の 間 に違う舗装材料 ､ 御影石 で視覚的区別 した c そ して道路 の線

形を複雑 しかも締寛な曲線 の線形 で F S D に 変化 をもたら した ニ とが成

功して お り , 日本 に お け る代表的 コ ミ ュ ニ テ ィ 道路形成 の ひ と つ の 範 とな

っ て い る ｡ 地 区 全体 の なか で こ の 通 り の 舗装材料は煉瓦ブ ロ ッ ク と して 統

一 の 配色 とする こ と で , 釈 - 誘導する案内 ともな っ て い る [ 注 2 4 ] o 本

道路は ､ 歩行者と自動車の 共存を願 っ て ､ 安全 と快適性を確保するように

デザイ ン され たボン ネル フ 道路 で あ るo 子供 た ちに と っ で恰好な遊び の 場

とな っ て い る ｡ 舗装材は

ム 入 り) ､ 磁器質タイ ル ､

l 【

ゝ T =
､

せ .
'

国19 大通り三 丁目材木町通り

御影石 ､ 透水性 ア ス フ ァ ル ト コ ン ク リ ー

ト( ゴ

イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グ で ある [ 図2 0 参照] o

ll ll llll ■l■ ■

巧買

園 20 入船西 コ ミ ュ ニ テ ィ 道路

5 . 日本の F SD の 分類と考察

調査 した FSD の パ タ ー ン を分類したも の を表 1 に示す｡

韓国 の状況と比較する観点か ら考察を行う｡ 日本 の 諸都市 の道路を調査

した結果 ､ 日 本 の F SD は各地域別 に特徴を有して い る こ とが わ か っ た ｡ 施

工法と して は
､ 調査 した地域 2 5 箇所 の 中で は ,

ブ ロ ッ ク 工 法が 2 3 個所 と

88 % を占めて お り ､ 残り の 3 個所が ア ス フ ァ ル ト舗装 で あ っ た ｡ ブ ロ ッ ク

舗装にお ける舗装材料は ､ 石材類 (2 1 箇所) が
一 番多く ､ 続 い て , 粘 土煉

瓦 (1 8 箇所) ､ 磁器質タイ ル (1 3 箇所) ､

コ ン ク リ
ー

ト ･ イ ン タ
ー

ロ ッ キ

ン グなど (11 箇所) ､ 石器質 ･ 絵タイ ル な ど (6 箇所) とな っ て お り , 親

環境材料が多く使用され て い る ｡ い ず れ の 施 工法にお い ても ､ 丁 寧な施 工

がなされ て い る と い え る ｡

舗装材料 の 中で 磁器質, 石器質､ 絵タイ ル な どタイ ル 類が多く使用さ

れて い る こ と は , ヨ
ー

ロ ッ パ な どと比 べ て 日本 の ひ と つ の 特徴と い え るo

また ､ さまざまな材料 の持 つ 独特 の 色彩 , 質感 ､ 形状などを考慮 して適切
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に使閲した儲性的 で特徴の ある景観舗装 の事例が多い o F S D が快適 で良好

な歩道 ヨ ミ ュ ニ ケ
… シ ョ ン空間を創造 ､ 藤保する来賓重要怒要素とな っ て

い る o

6 . まとめ

日本に揺 ､ 舗面 にお け る構成の変化と視覚的な楽しみに つ い て 配慮す

る伝既約な教えと して ､ 茶人 である千利休 の ｢路地+ におをナる思想がある o

｢ 渡り 6 分 の 景 4 分+ ま たは ｢ 渡9 4 分 の 景 6 分+ と して機能と美観に つ

い て の 適切な配慮の 必要を説く o 今 日ま で庭づ く りなどの場面 で大きな影

響を持 っ て きた o 近年 の 日本 にお い て は ､ 庭 づく り だけ で なく ､ 街路 と広

場など の 公共空間 の舗面 の設計にお い て ､ 舗装材 の色彩や大きさ､ 配列 パ

タ ー ン な ど - の 提案が活発 である o 千利休が言う ｢ 渡り(移動 の意味ラ+ だ

けで はなく ｢ 風景( 景色) + をより考慮する時代にな っ て い る o 現代生活 の

軌 歩く こ と の 楽しみが配慮され て い る歩道にお い て ､
｢ 風景(景色) + 面

で視覚的な楽 しみを醸成する FS D の 役割が極めて重要になっ て きた と い え

る o

親環境的 F S D を考 える と ､ 石材 ､ 粘 土ブ ロ ッ ク ､ 滋蕃質タイ ル が重要

な舗装材料となる o こ の よ うな素材に窮する色彩面 で の研究は FS D パ タ -

ン研究にお い て 重要な課題 で ある o また ､ 設計段階 の プ レゼ ン テ -

シ ョ ン

にお い て ､ 投棄物 の印巌上また繕デ ィ ス プ レイ 上 で表示される色彩と実際

の施 工後 の色彩 の あい だに差異が生じやす い ｡ ニ の 点は ､ 設計段階にお い

て注意して確認がされ て い かなければ いけない o

地域的 FS D の 表現と して ､ 地域の象替を表現した絵タイ ル などを舗設

した鋼が多くみられた o また ､

一

つ の 空間に多様な舗装材料を舗設 した通

りが多くみ られたo

横浜市 の 山下公園 ､ 伊勢崎モ ー

ル ､ 元 町通 甲は ､ 日本 にお い て FS D の

代表的事例と して全国的に知られ て い るo 同
一

の 市域招 なか でも ､ 各 ロ ケ

ー シ ョ ン ごと にそれぞれ の性格を FS王) で表現して い るo 地域 づく野 暮 まち

づくり の 面 できま ざまな三夫がなされて 出来た結果と い え ､ 多くg3 成功的

事例をも つ 横浜市当局 の寮費政策がた い - ん優れ て い た 8

地域づくり ･ まちづくり の整備事業にお い て良い結果を導くた 捌 こは ､

触台市や盛岡市の事飼 の ように嘗と民 の親密な協力が必要 である FS D 開

発蔓こお い て もそ の方針 の 元 で の協力が求められるo 立派な舗装と して斐備

守呈



して も ､ 凍り 返され たら 無残な婆にな っ て しまうo 例 えば も 舗装王事を三先

立 っ て 上水道､ 電気 ､ 電話 ､ ガ ス な ど地下古層者と の協議を行う こ とが 必

要であるo 舗面 の 問題だは で はなく ､ 関連語事項に関して周辺と の 調整が

大郷となる 0

日本に お い て FS D の 好事飼は商業地区に多 い o 本調査を通して ､ 横浜

の伊勢崎モ
ー

ル と触台市の -

番街路は FS D の模範事例と考える e 商業地区

の F SD は ､ 日本だ け で はなく全世界 の全て の 地域 で こ れか らも開発がきら

に進む こ と が要求される｡

本調査 の範囲 で は ､ 日本 で は よく整備された事例 の多くが親環境的で

あり ､ また地域性が際立 っ もの で あ っ たo 本調査における優れた F S D の 事

例から､ 今後 ､ 快適な歩行空間を実現するには ､ 親環境的素材開発 と地域

性を活かすような特徴ある FS D 開発 が必要な条件 で あ る こ と を確認 した o

表 1 日奉 F S D の パ タ ー

ン 分類

パ タ - ン 有 無 育(2 3き 無(那

色彩
無彩色 23

有 彩 色 良(2 2)
,
a ( 3)

,
?く22)

,
ら( 1 唾) , R B ( 1き, ¥茨(2 3き

デザ イ ン 特 性
四 角(2 3)

,
三 角( 3) , 六 角( 1) , 不 漁親 授(6) ‥ 轟( 1) , 格 子 そ臓 . 直線

(22) , 反 復( 1) , 努 稀(12 2) , 円(4) , 波文 f l) , 放射 線∈3き
,
ジ グ ザ ダ(唾ラ

盤工 蔭 に よ る パ タ ー ン 畠 よ ぴ デザ

イ ン

構 成形式

ブ ロ ッ ク (12 3) , ロ -

リ ン グ(3 )

舗 装拷斡 お よ ぴ そ の 他

海士療 瓦(i 8) , 滋 澄 質 タ イ ル(1 3き, 伝 旋 的粘 土 療 瓦 el)
,
花 鏡 板 石( lき,

カ ラ
- 骨 酪 農 入 ア ス フ ァ ル ト( i) , 石 巻 馨 タ イ プく4ララ 整 形 石 儀( 5きチ 畜ヒ長

石 版(8) , ′ト舗 石 (8) , 飛 石 舗装( i) , 凝 着 タ イ J レ( 6) 事 絵 タ イ ) レく呈) , 洗

い 出 し ヨ ン ク リ -

ド(i) , イ ン タ ー 日 ツ キ ン グ ブ ロ ッ ク( 1 8) , 陶碇 蹄藍

タ イ ル ( i) , カ ラ - ア ス フ ァ ル ト( i)

研重砲

パタ
- ン

有 ･ 魚

色彩 デザ イ ン特性 施工 法 額装材料
イ メ

ー

ジ分類

溝秦陶芸¢轟 者 無 彩色 四 角 , 直 線 . 封 プロ ヲ ク エ 飛 石領褒. 自然 石 竜 巻製品 , 轟 行 の

/庸 秦野 有 彩 色 :

R
,
Y

, Y R

称 .
祐子 汰 逮束色 再 生 プi) ツ タ i 亀皇 漁

瓦 . 縫者帝煉瓦 ノ) ､ 療石

FS昏

榛 息 の

FS昏

四 ヲ凍, 細萱筋 者 無彩色 四 角, 直棲, 円 .
プE 3 ツタ エ 陶磁 有産タ イ) h 整形石 轟一 亀 鞍 息 の

/ 東阪寿 有 彩 色 :

良. Y , ¥畏, 6

対称 . 格子 蕊 土建 嘉一 軽石タ イ) し. コ ン クリ
- ト平板

FSB

岡ijJ 駅西 口駅前底堵 育 無彩色 四角 さ 直線 さ 三 プロ ッタエ イ ン タ
ー ロ ッ キ シ タ海 士 痩 漁 行 の

/ 喝 由布 肴 彩 色 :

R
-
Y

,
YR

負. 対称 , 祐子 読 瓦 事
石巻 鷺 . 凄蕃 鷺 麓タ イ)レ .

亀皇族瓦 , 亀域 象橡 陶壊

FSD

サ イ ン

の FS昏

千葉研. 中央公 聴 . 敬 育 無彩 色 四 角. 養 魚 , 対 プロ ッ タエ 石審 賓底 タイ ル , 蓬 耗馨 . 粘 土 捧 息 の

歩叢

f千葉布

有彩色 : Y .
'

将 捧, 反蓬 轟 煉瓦 声 か鴬 石 FSB

帝苧/ ㌔ - パ -

ラ ン ド 育 無彩 色 四 角. 直感 . 対 ブ ロ ッ クエ 擬石 タ イ)i , 亀 蓋韓 瓦 i カラ
ー 漁 行 の

/ 神戸市 有 彩 色 ニ

R
さ
Y

,
Y持. 8

称一
格子 法 コ ン クリ

ー

ト平 板 FSB

萩中兵蕗, 南街蕗 育 無彩色 西 角 . 直線 , 不 ロ ー

リ ン 軽石 タ イル ,
ア ス プ ア ) L ト.

コ ソ ヨ ヲ

/ 乾布 有 彩 色 : 浅鼻iJ 牲 , 対韓 .
ぎ . プ ロ 9 ン ラ リ

-

卜平 轟 , 石 巻翼 タ イ ビ ン グ

拷
.
Y
.
Y R 韓子 クエ 護 )レ

｡ 砂, ク レイ額装 の FSB

奄 喝
しキ ヤ ナ)i, シ テ 育 無彩色 四角I 直線 , 負 ブ ロ ワ ウニ 石 単一 遠 単 葉 麓 タ イ み

. 蓬轟 最 行 の

7 望



イ , 来島 有 彩 色 : 鐘 一 リズ ム i 封 法 餐 . 島忠建鼠 渡し篭鼓 しコ ン ク FS昏

/格 闘帝 邑Y , Y R . 穐 称 . 格子 リ
ー

ト平壌 シ ョ ヲ

ビ ン グ

の FSβ

広島欝周 辺 , 実 態散 歩 育 無彩色 四 角e 直 線 , 円 . プ E3 ツ タエ 轟看 タイ 臥 石巻 質感タイ)レ, 猿 島 の

違 有 彩 色 ニ 対 韓 e 格子 汰 花 鵜磐 一
コ ン クu

-

卜革軽 , 飽 FS昏

/広島市 R . Y
,
Y R , 6 蟻 名 , 盤タ イル

磯頚 禁中集 落 . 三 笠 公 育 無 彩色 四 角 . 恵線 . 不 ブロ ック エ 石 尊 , 磁尊 裳底タ イル ` 海士嬢 漁 汚 の

園 有 彩 色 : 境飼珪, 広場型 法 蓋 ノJ l 歯石 . 姦雄轟石, イ ン タ ー F S昏

/ 横須賀帯 戻
,
Y

.
Y R

◆
6

.
B 同 心 円 , 放 射

級. 対敵 格子

ロ ヲ キ ン グ ブ ロ ッ ク , 軽石 タ

イル

体 盈 め

FS昏

凍 の

FSD

Li3 下公園 , 中華通 り 育 無 彩色 四 角 , 直線 , 曲 E3
-

リ ン 石皐 , 題蕃 支度タイ ル . 亀 土錬 韓 患 の

/ 横顔市 有 彩 色 : 繰 i 多様なパ タ グ . プ ロ ツ 瓦 . 地域 象韓轟タイ ル( 遜 り愛 FSB
R

.
Y

.
YR

. 6 . B - ン
. 不 幾農事j

牲 書 放 射線一 浪

文
す 対称, 格子

クエ 法 捧釣) i
コ ン ク u

-

ト患者 . か

蛍石 .
カラ

ー ア ス フ ァ み 卜

伊 勢崎モ
ー

ル 肴 無 彩色 四 角. 直 線き 六 ブ ロ ッ クエ 石審 . 磁 暑 質感タイ ル 事 海士凍 競 市 の

/ 横顔寄 有 彩 色 こ 負( 広場 型ラ放 法 瓦 一
コ ン ク リ

-

卜鏡 石 事 か 嶺 FS昏
R

事
Y

.
YR 射 線 , 対 称 , 格

チ

石
一 握石 タイ 舟 . 整形石 板 :ノ ヨ ツ

ピ ン グ

の FSB

倉敷英境地区 育 無彩色 畠 . 直線 . 四 角.
プ ロ ヲ クエ 装艶 象徴 . 遊 戯色 . (底登轟 多 旅 行 の

/ 金魚毒 有彩 色 : R ,
､
絹 対称 蓮 棲) 海 士隷 瓦 . 整形 石坂, 凄 蕃

質タ イ)i,

F SO

長崎 ハ ウス テ ン ボス 育 無彩色 直線, 円 ,
ジ グ プE3 ツ タエ 伝級約 海士 煉瓦装壌 監 夢L 海 旅行 の

/ 長崎市 有 彩 色 :

R
,
Y

手
Y R

ザ グ 線 , 四 角 .

労称. 反凄

浅 土塊瓦 ,
ホ礎石 FS8

名 古 屋 セ ン ト ラ] ♭パ 育 無彩 色 広 場型 岡IEl 円 さ ブ ロ ッ クエ 粘土 鍵亙 , 花 頼軽 石 .
ij ､ 舗 石 .

ン ヨ ツ
- ク 有 彩 色 : 三 角 ,

四 角 , 塞 法 大理石 . 感最石雇 ピ ン ダ

/ 名音量市 R
,
Y

. Y R ` 6 線 . 不 規則 性.

対 韓≠ 格子

の FS D

サ イ ン

の FS昏

東栄恵比寿ガ ー

デ ン 者 無彩 色 広 場型 三 角 反 プ ロ ッ タエ 態 土錬瓦 , 花鏡板石 施 行 の

/ 東京轟 日展 区 有 彩 色 :

R
,
Y

,
Y R

.
6

後 援 一 国 角 , 塞

韓 . 斜線 ,
ジ グ

ザ グ鐘 . 対 韓 .

格子

法 FS8

用賀プロ ムナ ー

ド 者 無彩色 四 角 . 直 線 . 不 ロ ー

リ ン 整形 石 療. カ ラ ー 骨材澄 Å ア 凍 の

/ 貴家轟世田 谷区 有 彩 色 :

R 丘 Y . ¥拷★ 6

境剤 性, 対 称 .

格子

グ
‡
プt3 ツ

ク エ 盛

ス プ ア] レ ト 亀 土煉瓦 FS昏

神田駅周 辺 育 無彩色 四 角 . 直 線 , 不 ブロ ワク エ 磁 春草底タ イル . 整 彰 石轟一 亀 ソ ヨ ツ

/ 養老恵子代 田 区 有 彩 色 :

匡
,
Y

,
Y R

事
6

親貞Jj 性 , 対称 法 土 塊瓦一 義落石療 ビ ン グ

の FS昏

新香群馬辺 育 無 彩色 畠壌 塑 同iむ円 .
プロ ツ タ ニ 擬石 タ イ) ♭ ` 毒 草 覚 タ イ) レさ 俸 急 の

/ 東京細野審区 有 彩 色 :

R
,
¥
.
YR

,
G

三 角 . 四 角 , 塞

線 , 対称 , 格子 暮

リズム

法 海士療養 . 蔦醸石 板ノ3 ､ 専有 FS昏

四番野 原辺 育 無 彩色 四 角 . 斎移 プロ ッタエ 石巻 資. 磁 薯質 麗タ イ] ♭. 韓土 轟 符 の

j 東 京番新宿区 ･

千 代

甲区
有 彩 色 :

R , Y > 確 , 伝

法 捜 瓦 FSB

敦谷 セ ンタ
ー 缶 育 魚 影亀 四 角 . 直線 . 栄 ヲロ ララ エ 装銘桂(経 タイ 郎 . 石客 質 , 磁 : ノ ヨ t

y

/ 東京藤波谷 区 有 彩 色 二

R
.
Y

.
¥琵

-
6

称, 格子 汰 単 賢慮タ イ ル . 亀土錬瓦 ビ ン グ

8) F SB

吉祥寺サ ン ロ ー ド 育 幾 彩色 ジグザ グ線. 四 プロ ッ タ 三 石 蕃蒙, 竜 専 賢慮タイ ル , 海士 :ノ ヨ t

L )

/ 武並野市 有 彩 色 :

琶≠ Y , YR , 6

角 .
直線 i 対韓 ,

輯子

義 燥瓦 ビ ン グ

の FSD

敦盛断層辺 者 無 彩色 広場壁 間ifI 円 ,
ブロ ックエ 石 巻 資産李 イ 臥 カ ラ -

コ ン 旅 行 の

/東京尊皇島区 有 彩 色 :

持
.
Y

,
YR

事
S

預 角 . 直 線 事 対

蒋. 格子

法 ウ ij - ト平板 FS5

八王子 モ ー ル 育 無 彩色 四 角書 直感 ▲ 封 プロ ッタエ 首巻 賢慮タイ) レ 施 行 の

/八 王子市 有 彩 色 :

R
,
Y

. Y拷, 6

棒 法 FS昏

伊丹中央歩行普通 i) 者 無 彩色 四 角 , 直線 . 封 プロ ツタエ 接客 資産タイ)ら ソ ヨ ツ

/伊 丹市 有 彩 色 :

R
,
Y

,
¥R . ち

称 法 ビ ン グ

の FSB

鵜蕗城通り 育 無 彩色 四 角,
直線 i 封 プロ ッタエ 竃尊 薯底タイi♭ 義 行 の

j姫路 帯 有 彩 色 :

R
†
¥

. 粍 6

韓r 格子 盛 FS昏

写遷



注

1 ) 韓国 ｢ 文化遠野+ の 歩道舗装デザイ ン に封ずる利周者意識(lラ､ 韓国 ｢ 文

化通り+ の フ ッ ト ス ケ
- プデザイ ン(F S Dラ現況調査と分析(2)

2 ) 孫行 ､
シ ョ ビ ン グ, 休息 ､ チイ ン な ど

3 ) ウ ェ ブサイ トで は ､ 地域的特性を配慮した FSf) と親環境的な FSf) と し

て 良好な事例を選別して ､ トッ プ ペ - ジに模範事例として掲載して い る o

h t t p : / / p a v i n g . n a b i a . n e t

4 ) 景観舗装 - ン ドブ ッ ク : 土木研究セ ン タ - 大成出版社 i9 9 5 P 4

5 ) 個性あるみち づくりガイ ドブ ッ ク : ギ ヨ ウセ イ 平成 8 年 p 2

6 )

7 )

人 の た め の 還 と魔境 の藷装 : 金井路地 著, 持報堂出版社 19 弛 p 1 8 7

ラ ン ドス ケ
-

プ & ペ - プメ ン h : グラ フ ィ ッ ク社 2 0O 2 p 1 8 -

i 9

8 ) ラ ン ドス ケ - プ & ペ - プメ ン h : グラ フ ィ ッ ク社 2 O O 2 p 舶

9 ) 街路 の 景観設計: 土木学会編 技報党出版刊 1 9 9 9 p 5 6

1 0 ) ラ ン ドス ケ - プ & ペ - プ メ ト: グラ フ ィ ッ ク社 2 0e 2 p i 1 8

王 1 ) 景観舗装 - ン ドブ ッ ク: 土木研究セ ン タ ー 大成出巌社 1 99 5 pま3 8

1 2 ) 凄 ･ 街並美撃: 芦原 義信著 岩波書店 19 8 3 p 1 33
-

p i 4 0

1 3 ) 街 路 の 景観設計: 土木学会編 技報党出版刊 1 99 9 p 1 7 8

1 4 ) 景観舘装 ハ ン ドブ ッ ク : 土 木研究セ ン タ - 大成出版社 ま995

p 13 2
-

A S S

1 5 ) 街 づ くりデザイ ン ノ - ト: 鞄滞寛著 商店建築社 i 98 7 p 5 4

1 6 ) 街路 の はなし: 鈴木敏 也 著 技報堂出版 i 99 4 p i es ? p 王1 丸

触台大町商店街路 の 歩行者優先 の カラ - 舗装 に対する詳 しい 報告書があ

つ て そ れを引属するo

1 7 ) わ が 町発見: 世田谷まちづくりセ ン タ i99 5 p l

1 8 ) 景観舗装 ハ ン ドブ ッ ク : 土木研究セ ン タ - 景観舗装研究会編 東成出

旗社 i9 9 5 p i l e

1 9 ) ラ ン ドス ケ ー プ & ペ - プメ ン ト グラ フ イ ツ タ 社 20 8 2 p 15 6
-

1 5 7

2 0 ) 嶺性 あるみ ちづくりガイ ドブ ッ ク : ギ ヨ ウセ イ 平成 8 畢 P 5

2 1 ) 景観舗装 の廟蔑: 鈴 木敏 若 枝報堂出旗 1 9 9 5 p 呈35

2 2 ) 個性あるみちづくりガイ ドブ ッ ク : ギ ヨ ウセ イ 宰成 8 年 P22

2 3 ) 盛 弼市商工観光課商業係主事田 口善政氏よ甲提供きれた資料をこよ る o

2 轟) 簡性あるみち づくりガイ ドブ ッ ク : ギ ヨ ウセ イ 平成 8 年 p3 6
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第 4 章

国外地域的事例の比較と韓国の フ ッ トス ケ ー プデザイ ンの方法論



1 . は じめ に

= . 研究の背景と目的

日本 で は 19 8 2 年道路審議会にお い て道路整備 の あり方妄こ つ い て親 しみ

と潤 い の ある道路 づくりを掲げて お り ､ 人 間性豊かな道路 づく 9 の 推進 ､

安全 で際連な歩道 の 発熱 緑豊 かな道路空間の創出などを提言 した o 具体

的な道路整 鰍 こお い て は ､ 美観やゆと 陀 配慮する こ と
､ 特 に番市を代義

するメイ ン ス トリ -

トや歴史的街並はそ の都市の シ ン ボ ル となる個性的で

親しみ と潤 い の ある道路を整備する こ と ､ 重要な通りにはす べ て 歩道を設

ける こ と ､ 街路景観を向上させる こ となどを目指した 王澄 1 ] o こ の提言

が示 して い るように ､ 番市 の シ ン ボ ル となる儀性的で親しみ と潤 い の ある

歩道 の整備を通 して 日本 の個性的街路景観が形成され てきた o 韓国は地方

自治帯締 実施以降 ､ 各地域 の ア イデ ン テ ィ テ ィ の擾立 に力を注 い で い るe

そ して ､ 歩道舗装 の機能と衛陰に つ い て と らえる フ ッ トス ケ ー プデザイ ン

( f o o t s c a p e d e s i g n : 以 下 FS D と記す) の概念結 ､ 今後 の 遠 野整備 の重要課

題と して韓国の 地方自冶団体にお い て 野心が高ま っ て い る o 今後 の 整備妄こ

向けて個性化をはかるために必要な諸要素を検討し ､ 韓国にお い て今後ど
の ように各地域 で シ ン ボ ル となるような僻性的で親しみと潤 い の ある FS D

を実施 して い くか ､ そ の 方法論を提示する必要がある ｡ 本章で 敵 地域特

性を良く表出して い ると い える成功事例を韓国国外にお い て調査 し ､ 餐

FS D 事例 の 特質とそ の成り立ち の考察から ､ 韓国にお け る F S D の 簡性化 の

あ哲ようとそ の た め の 手法を導出する こ とを目的とするo

l . 2 . 研究方法

本章で は ､ ヨ ー

ロ ッ パ にお い て 主要な大審市 ､ 有名な観光 艶 文化的特

色を有する地方蔀市 の歩行者専用道路 ( - 部 に歩牽共周道路を含むラ に つ

い て そ の F S D の 様相 の 調査を行 っ た o そ れ らの 道路は ､ 全体 を通覧したと

きに韓国 の F 文化通り+ と比較する の に適切 であると考えられる通 りを選

定した
o 調査 は 2 0 0 3 年 1 月 か ら 20 04 年 2 月 の あ い だに 3 回をこ分けて 実施

した o 1 回 目 は 200 3 年 1 月 3 0 日か ら2 月 i3 日まで の 期間に ､ 日 ン ド ン ､

フ ラ ン ク フ ル ト､ ニ ュ ル ン ベ ル ク ､ ハ イ デル ベ ル ク ､ シ 註 トラ ツ トガ ル 卜､

ミ 昆 ン へ ン の ドイ ツ各都市ならびに バ ル セ ロ ナ ､
ジ 孟 ネ - プ

､ ウイ -

ン
､

ザル ツ ブ ル ク にお い て ､ 2 回 目ほ同率8 月 3 日 か ら8 月 皇3 日 ま で の 期間に ､
ス ト ッ ク ホ ル ム

､ プ リ 芸 ツ セ ル ､ ア ン トワ
- プ ､ プリ ュ

-

ジ 孟
､
ヨ ペ ン ハ

山 ゲ ン ､ ア ム ス テ ル ダム ､
ロ ッ テ Jレダム ､

ハ ン ブ ル ク ､ プ レ
-

メ ンをこお い

76



て ､ 3 回目 は 2O O 4 年 2 月 1 1 日 か ら2 月 2 五 日 ま で の 期間に ､ ロ -

マ
､ ミ ラ

ノ ､
シ 畠 ナ ､

ベ ネ チ ア ､ ラ ヴ ェ ン ナ ､ フ ァ 註 ン ザ ､ ポ ロ -

ニ ヤ の イ タ リア

各審市ならびに ア テネにお い て行 っ た ｡ パ リ に つ い は ､ j = 記 3 回 に わた っ

て 調査を実施 したo

調査方法は ､ 以 下 の 通 り で ある ｡ まず ､ 各都市にお い て観光案内 書 道路

案内説明等の情報を参照し ､ あら ため て 地域内 の 通 野 を凍課 したうえ で ､

主要な歩行者向け道路を選出したo 各通 り の 景観と F S D の 状況 に つ い て観

察 し ､ 近景 ､ 中泉 ､ 遠景をデジタ ル カメ ラ によ り撮影 し記録 した e ブ ロ ッ

ク舗装 で施 工きれた場所にお い て は ､ 配列方法をわかりやすく記録するた

めに部位ごと の 近接撮影を行 っ た o 凝集された配列方法をこ つ い て は ､ 各通

り転に分類整理を行 っ た o それ ら実地調査から得られた FSD デ - タ を整理

し分類 したデ
ー

タ べ
-

ス の 構築を行 っ た o 続 い て ､ 構築きれたデ -

夕 べ -

ス の 申か ら各地域特性を表現 した個性的なFSD 事例 を選び ち F S D に よ っ て

通 り における地域特性 の演出や個性化をこ成功 した拳闘 の分析 を行うe 既報

にお い て 報告 した日本 の 歩行者専用道路 の調査と合わ せ て F S D 分析を通 し

て得られた観点から ､ 地域特性を表現するため の F S D の儲性化 の そ の あ撃

かた と課題を検討 し ､ 空間別にわけて ガイ ドライ ン を提案する o

2 一 街路景観における FSD の 個性

2 . 1 . 街路景観における個性的FSD の 意義

通りはそ の 沿道 の 土地利 札 すなわち繁華街や静かな住宅街などがも つ

特性 ､ い わば界隈 の特性と い うもの によ っ て 僻牲化される o また ､ 通り の

使 われ方やそ こ に集まる人 J& に よ っ て も景観は特徴 づ狩られる o 通 り の 景

観としても つ ペ き特性を明ら かに し､ デザイ ン の 基調やテ
-

マ を決 める事

にほ次 の ような意義があるo 第
-

に
､
FS D の 基調や景観テ ー

マ を設定ずる

こ と は ､ 通 り に文化的 ､ 歴 史的 ､ 人 間的なおもむきや豊かきを与える こ と

をめざすために行われ ると い える o 第二 に ､ 設定に よ っ て ､ 設計 の視点を

明確にし ､ 通り の 景観を構成する諸要素の F S D を
一

定 の 方向に導き ､ 縫合

する動きが期待される Q 第三 に ､ F S 8 の 基調やテ
ー

マ は ､ 当然､ F S B の 最終

的な選択に指針と簡約を与える こ と にな9 ､ 他 の 要素と の調整 の 手間も簡

略化 できる こ と になっ て ､ 設計作業が ス ム - ズ妄芸なる こ とが期待きれる 8

2 . 2 . 街路景観の個性と街づ( り
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現代 の蔀市空間は ､ 建築物 ･ 遠 野 ･ 公 園を基盤と して構成きれるo 鰍隆

ある都市空間づくりは これら の構造蟻盤 の総合化を芝よ野成立ずる o した が

っ て ､ 通り 捻人や牽 の単なる往来 の た め の も の で はなく ､ 政治 ･ 経済 ･ 文

化 の往来 の た め の 都市 の動脈とも い える o 都市基盤 である通りが ､ 機能奉

位 で はなく親しみと潤 い の ある通 り とする こ とを目標に した整備推進ほ も

とかく人間不在 の物質 ･ 機械化文明 の現代社会にお い て ､ 美 しい 近代都市

空間の創出に大きな役割を担うも の であるo 日本 で は高度経済成長が達成

されるとともに次第に町 づくり - の 関心 が高まり ､ 19 8 0 年代 の 世論調査 で

は居住地域にお い て通りや公園などを潤 い あるもの と して い く こ と の 要望

が高くなっ て い るo こ の ように都市空間に親 しみ ､ 潤 い ､ 人間性豊 か であ

る通りが求められ て い るo 通哲 の 個性は通 り の空間を構成するす べ て の 要

素が複合化 して形成される o 親 しみ ､ 潤 い ､ 人 間性豊かなこ と妄ま､ す べ て

人 の た 埼 の も の で あり ､ 機能車位の 空間からは生まれない ｡ Å の た めg3 通

り ､ 人 の た め の 舗装 でなくて はならな い の で あり ､ 歩く人にと っ で際適な

歩行空間を構成する こ とが求治られる o こ れから の時代 の通り づく撃 の 目

標は ､ 儲性的か つ 快適な歩行空間を構成する こ とで ある o

3 . 街路景観におけるFS B の優性表現

今日 の寮市空間は ､
コ ン クリ - ト ､ ア ス フ ァ ル ト ､ 天然石 ､ 粘 土ブ ロ ッ

ク ､ タ イ ル な どの 材料 で覆われて い る舘葉音市と い え るo 舗装i･こよ 哲番市

空間が演出凄れ ､ ま た街 の 表情が演出されるo 個性ある都市経歴受と文化

の基盤 の 上 にだけ創出されるも の で あ 9 ､ そ の 都市に相応 し い個性あるÅ

の歩く街 の表情を演出する路面 の舘装を考える こ とが重要 である鐙 地 域特

性を大切にし ､ 街や通り の独自 の魅力を つ くう出そうとする努力が各地 で

行われて お り ､ F S D にも地域特性 の表現 の た め の 工 夫が見 られ る8 地域特

性は自然要素と人文要素か らなるo 地域 の特色ある要素を抽出して FS D に

お い て視覚的に表現する o

町づくりにお い て ､ 通 りを鰍性的にして 町を視覚的にわか哲やすくする

こ とがある o 通り に よ っ て ある い は街区によ っ て 色彩 ､ テ ク ス チ ャ
- な ど

FSD を少 しず つ 変 え る ､ 東商方向と南北方向 の通野 で舗装樹を変える こ と

など の手法がある ｡

歩道舗装に つ い て は ､ 車道の舗装と同様に ､ 機能的要件を満た したうえ

で配達性 を満たす こ とが 患蜜であるo 車道にお い て は自動寮走行 の た めg3
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機能性を ､ 歩道に お い て は人間 の歩行 の た め の 機能性をもとをこ舗装を考え

なければ い けな い o 人 間 の 歩行 の た め機能性を考える場合に ､ 舗装材 の 耐

久性や施 工 上 の 舗装構造など物理的な儲薗が注力きれがちで ある e 轡隆的

で あり親 しみや潤 い などを求める心理的な蘭画は ､ 歩行空間構成費索 の複

合化によ っ て 醸 し出されるもの で あ っ て ､ 路面 の 舘装材 の 美観性 ､ 環境演

出効果 ､ すなわち通 9 の 用 と景を考える こ とが重要 で ある o F S D の 役割 に

お い て ､ 歩行者に視覚的に快適さを感じさせる ニ とがあり ､ 歩道舗面 の材

質､ 色彩 ､ 形な ど - の 視覚面で の考慮が患要となる 0

日本 にお い て ほ ､ 遊び心を全面に出した舗装デザイ ン事例が見られる o

遊び の 舗装デザイ ン の 実例と して ､ ① ワ ン ポイ ン トの 絵 タイ ル や金属 レ リ
-

フ を配する ､ ②文章をデザイ ン化する こ となどがある｡ 遊び の デザイ ン

は定型的 で 経 つ ま らなくなり ､ 遊び の デザイ ンを成功させるには ､ 素朴な

心やウイ ッ トが 必要となる ｡

3 . 1 . 街路景観における個性

日本 の 土木学会 で 軌 遠野そ の も の が儀性的 である場合を ､ 次 の ように

分打て考える E 注 2〕 0

( 1 ) 通 り自体 の構成 : 遠野 の 平面 ､ 縫 取 幅員構成など幾何的構造 ､ 交

差点などの要所 ､ 通 り樹 ､ 舗装材など通りを構成する要素が街路景

観を個性化する場合 で ある Q

( 2 ) 通り パ タ -

ン : 特殊な視覚的効果 の ある通り パ タ -

ン ほ ､ 街路景観

を儲性的にする要因となる o ま た ､ こ の 通 り パ タ -

ン か らは 町 の 成

り 立 ちや計画時 の歴史的背景が想 い起 こ される o

3 . 2 . 街路景観における感性表現方法

街路景戟にお ける個性表現方法を次 の様に考える｡

” ) r地j を活かす個性表現

街路景観施設 のデザイ ン によ る額牲 の表現で は ､ 町が有 して い る儲性

を引き立たせる こ と をね ら い とするデザイ ン が重要 で あ るo - 般 に ､ 歴 史

の経過に したが っ て 町 の顧牲が醸成きれ次第にそれがにじみ出てくるもの

と い える o そ の よ うな状況にお い て ､ 遠野自体は ｢ 蝿+ に徹した控えめな

デザイ ン と怒る ニ とが望ま しい e ( 図 呈 ､ 図 2 ) 奉研究 の調査韓告菩をこよ る

と調査地域 2 7 箇所全部がホ舗石 ( ピ ン ヨ ロ) 舗装 で あ っ た こ とか ら ヨ -

冒

ツ パ の 伝紋的 F S D は小謙 石 ( ピン コ 日) 舗装 であると い う ニ とを三異論ほ

ない こ と であろうo [ 注 3 ] 特に ヨ -

日 ツ パ の伝既約 F S D は 民 望 の 拳闘
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の ように ス ト レチ ョ ボ ン ドの 配 列 が 一

番多く模様 で は図 1 事例 の ように小

舗石 ( ピ ン コ ロ) で波 の 模様を表現 した例が最も多い ｡ 両方と も F S D の

面 で は街 の背景になる ｢ 地+ の 表 現で ある と考えられる o
一 方で ､ 街 や街

区にテ
ー

マ と 呼ん でもよ い 明確な個性がある場合には ､ それ を活かすよう

に個性に呼応 した街路景観 の ｢ 図+ に なるデザイ ン に積極的に取り込む必

要もある｡

,早

囲 l ゲル ン ハ
- ト通リ ,

ビエ ンナ / オ ー

ス トリア 園 2 C o v e n t G a r d e n ､ E ) ン ドン / イギリス

( 2 ) r 園+ を活かす個性表現

パ リ の ラ
･ デ フ ア ン ス (L a D e f e n s e) 再開発 の 事例から考える o ラ ･ デ フ

ァ ン ス 再開発 で は開発中に パ リ の オ フ ィ ス 需要 が増大し ､ 計画 が大幅な変

更とな っ た こ とが再開発 を活性化させた ｡ こ こ に建設されたオ フ ィ ス ビ ル

はイ ン タ
ー ナ シ ョ ナ ル ス タイ ル の モ ダ ニ ズ ム 建築で あり , 既存の凱旋門と

一

直線にある軸上に巨大な新凱旋門を設置した都市計画はよく知 られ て い

る Q

ごt> ;

i
.
,;i

図3 ラ ･ デ フ ア ン ス

新凱旋門がある ｢ ラ ･ デフ ア ン ス 広場+ には ､ 大 地 と の親密感を感じさ

せる粘土ブ ロ ッ ク材 に よる自由 で大胆な自由曲線模様の FS D が施され て い

る｡ 広 い 広場には有名な彫刻家､ ミ ロ (J o a rl M i r o) やカ ル ダ
ー ( A I x a n d e r

c a l d e r) の 大きな彫刻が設置され て い る｡ 彫刻が ア クセ ン トとな っ て , 大

胆な自由曲線模様 の舗装 パ タ ー

ン と周囲 の 建物群が調和を成 して い る ｡ 新
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し い 感覚 の独創 の イ メ ー ジを形成 し ､ 芸術 の 町 パ リ を象徴して い るも の と

評価できる [ 囲3 ] ｡

( 3 ) 通 りの特徴ある幾何形態的横道の表現

特徴ある幾何形態的構造をも つ 通 り で は ､ そ の 視覚的な面白さを強調

する手法が効果的で あ る ｡ た と えば ､ 原宿 の 表参道や パ リ の シ ャ ン ゼ リゼ

通 り の ように ､ 沿道に 並ぶ建物群と通り の舗面が凹型を形成する場合にそ

の迫力を強調する に は ､
ビス タ の 焦点に ア イ ス ト ッ プを置く こ と ,

ビ ス タ

を強訴するために沿道 の建物 の高さを統 一 する こ と , 通 りを緑 で み どり縁

どる こ となどが考えられる 0 日木江 戸時代 の都市に つ く られ た広 小路 の よ

うな通り は ､ 入 口 付近 に樹木を植えて絞ると内側 の 広 さ が外側と の 対比 に

よ っ て強調される｡

( 4 ) 祭や市などのイ ベ ン トに よる個性の演出

伝統的な祭や地場 の産物が並ぶ市は郷土 の雰囲気を感 じ させ る ｡ イ ベ ン

トの 場 と して 通 り を使う こ と によ っ て ､ 個性化をはかる こ とが あ る｡ 神戸

市 の フ ラ ワ ー

ロ
ー

ドで は祭 の パ レ ー

ドの た め に ､ 通り上 の植栽を移動 で き

る ように して い る｡ ( 図 4 )
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( 5 ) 通りに集まる人々 に よる個性の表現

商業系 の通り で は ､ そ こに集ま っ てく る人 々 に よ っ て 通 り の個性が感 じ

られる こ とが あ る｡ 東京 で は ､ 若い 人 の多い新宿や渋谷 の 町 , 流行 に敏感

な人や外国人 の多 い 六本木 の 町 に あ るが通 り がそ れぞ れ の 個性を形成 して

い る｡ 大 学町などにお い ても ､ 学生 の多 い 通 りに そ の 個性が醜成され て い

る｡ 特定 の グル ー プ の 人 が集まる通りはそ の グ ル
ー プに 属 さな い 者 に排他

的な感 じを与える こ と が あるが ､

一 方で ある種 の魅力をも っ て い る o こ の

種 の 通 り の魅力は ､ 集まる人 の 目的に合 っ た空間の デ ザイ ン が必要 で あ る ｡

3 . 3 . FSD によ っ て通りにおける地域特性の演出や個性化に成功した事例
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｢ 地産地消+ の よ う に 地場 に 産す る素材また は地場産実の製品を ､ 街路

景観 の形成に積極的に 活用する こ とが大切 で あ る o 舗装材と して 天然 石 ､

陶磁素材 ､ 粘 土ブ ロ ッ ク 素材 の 活用にすぐれた事例が見られる o 通 り に風

土性を与 える こ とは ､ 街路景観 に個性をもたらすば か り で はなく . 地場産

業の振興上も大きな意味がある｡ 日 本の静岡県掛川市にお ける間伐材を利

用 した木粘土ブ ロ ッ ク に よ る舗装は こ の 点か らも評価され て よ い事例 で あ

る｡

施 工事例に つ い て 整理 して み る と , 次 の よう な技法が試みられ て い る こ

とが わ か る o

( 1 ) 地域材料 ､ すなわち地元 で広く使われて いる石や ､ タ イ ル . 粘土 ブ

ロ ッ ク に よる舗装

事例 1 : 名所 の図像を活かす F S D : / くル セ ロ ナ / ス ペ イ ン

バ ル セ ロ ナ は ､ ガ ウデ ィ (A n t o n i G a ud i) の 建築物 で有名 で ある ｡ 多彩

な石やタイ ル で飾られ て い る グ ェ ル 公園 (G u e l l P a r k) の よ う にガ ウデ ィ

によ る FS D は ､ 設計当時流行して い た ア ー ル ヌ ー ボ ー

の
-

形 式 の 曲線模様

として独特 の優美な曲線で構成され て い る ｡ 同 じく カウデ ィ に よ るカ サ ミ

ラ (C a s a M i l l a) 通 り の F S D は ､ 八角形 の伝統的な草花紋と点紋で紋様

を刻んだ異形的タイ ル によ っ て 他地域 で は見られな い タイ ル パ タ ー ン が施

され て い る｡ グェ ル 公 園 を含み ､ 通 り の さまざまな場所で出会う モ ザイ ク

壁画や床飾り等は , ヨ
ー

ロ ッ パ の 他地域と違 っ た個性を表して お り ､ ヨ ー

ロ ッ パ の 中 で も古くから国際的な交流文化が発達 した ス ペ イ ン の歴史的背

景を感 じさせ るも の とな っ て い る [ 図 6 ] ｡

宅配ご
囲6 カサミ ラ通 り 国 7 ツ アイル遣り

手例 2 : 街路の連続性を高める F S D : ツ ア イ ル (Z e i り 通り ､ フ ラ ン ク

フ ル ト/ ドイ ツ ー

フ ラ ン ク フ ル トは ､ ライ ン川 の 支流 マ イ ン 川 の 沿岸に広く広が る都市と し

て古代フ ラ ン ク族 の 交通 の 要地 で あ っ た ｡ 周辺 が環緑地帯に取り囲まれ て
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おり ､ 都心 は徹底 した歩行者中心 の街とな っ て い る o ツ ア イ ル 通 り は ハ ウ

プ トヴァ ッ フ ェ 広場に つ なが る歩行者専用通 りと し て有名な シ ョ ッ ピ ン グ

街路 で ､ 通 り に あ る造形物と噴水と樹木がよく調和 して い る公園風 の 通 り

で ある ｡ 幅員 の 広 い モ
ー

ル と な っ て お り ､ 広場 の よ うな趣きがある ｡ そ

の 中央部 釧 こ ある最高級 フ ァ ッ シ ョ ン ブテ ィ ッ ク が密集したゲ
ー

テ

(G o e t h e) 通 り は約 6 00 m 程度 の 延長がある o 幅員1 0 m ほ どで 中央 に約4 m

の 車路を置 い て両側各3TD が歩道 で構成され て い る｡ ツ ァ イ ル 通 り とゲ ー

テ

通 り の FS D は ヨ
ー

ロ ッ パ の 地域的な材料として 広く使われる小舗 石 ( ピ ン

コ ロ) 舗装とな っ て い る o 灰色 の 天然石を≪地≫と して ､ 白い 天然 石 を用 い

て 曲線や直線 の線を≪図≫と して ､ 構成 した シ ン プ ル なパ タ ー

ン が 表現され

て お り , 大胆な曲線 ､ 反復直線紋は街全体に
一

体感 を与えて街路景観 の 連

続性を高めて い る ｡ 現代的な国際都市 , ドイ ツ最大 の商業都市 の イ メ
ー ジ を

強く感 じられる印象的なFS D で ある [ 図 7 ] ｡

事例 3 : 多種舗装材で 変化ある F S D : チ ャイ ナタウ ン (Ch i n a T o w n ) ･

コ ベ ン トガ ー デン (C o v e n t G a rd e n) ､
ロ ン ドン / イギリ ス

煙瓦 づ く り の 建物が大部分で ある ロ ン ドン の 古 い チ ャ イ ナ タ ウ ン や比較

的新し い ク ラ ン ペ ン ス トリ ー ト ( C r a n b o um st) は粘土 ブ ロ ッ ク で舗装が施

され て い る｡ 多く の 人 々 で 賑 わう コ ベ ン トガ
ー デ ン や世界的に有名なシ ョ

ッ ピ ン グ通り で あ るリ ー ジ ェ ン トス トリ ー ト ( R eg e n t S t .) , ボ ン ドス トリ

ー ト (B o n d S t .) ,
シ ャ フ ト ベ リ

ー ア ペ ニ ュ ( S h a 触 s b u ry A v e .) な どの F S D

は ､ ヨ
ー

ロ ッ パ 伝統 の 舗装で あ っ て 地元 で 広く使われ る小舗 石舗装が中心

とな っ て い る o 部分的 に粘土ブ ロ ッ ク で - リ ン グボ ン ボ ン ド (h e rri rlb o n e

b o n d ) 施 工 で 天 然 石 と 材 料 で 色 相 に 変 化 を 与 え て い る ｡

i

国8 左 アク ロポリス 右 ビザ ン ティ ン ミ ュ
ー

ジア ム

( 2 ) 街並み の建築物と地域の特色によるF SD

事例1 : 歴史を活かす F S D : ア テネ/ ギリ シア

ア ク ロ ポ リ ス で は白 の大理石舗装がなされ て お り ､ 年中暖 かく日光 の多

い地中海 の 天気に映えて美し い ｡ 重ね て ､ 古代文明 の神殿 の 雰囲気を偲ば
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せ て い る ｡ 美 し い 自の 大理 石 の ほ か に ､ 表面 に さまざまな模様が刻まれた

乱貼り の 大 理 石 を使用 して い るe また ､ 精巧 な モ ザイ ク で カ ー ペ ッ トの よ

うな雰囲気を表現 して い る所が ある ｡ そ の よ う なさ まざまな/ くタ - ン で舗

面を飾る こ と で ､ 固 有 の 地域性が際立 っ て い る [ 囲 8 ]

事例 2 : 特異な地域景観と調和した F S D : ボロ ー

ニ ヤ / イ タ リア

世界で
一

番 古 い 総合大学を持ち ､ 教会と各種文化遺産が多く ､ 中世 の 濃

厚さが漂う美 しい都市で ある ｡ 同時に ､ イ タ リア 屈指 の産業都市 で あ り ,

通り の 各所が活気に満ちて い る｡ 通 り の い たる と こ ろに設置されたポ ル テ

ィ コ ( 柱廊) と呼ばれ る ア
ー

ケ
ー

ドが通 り の 景観を特徴 づ け て い る o ボ ロ

ー ニ ヤ は豪雪地帯 で あ り ､
1 3 世紀に雪の 中を移動する学生 の た めに 市民が

協力 して ア
ー

ケ
ー ドを つ く っ たと い う o も っ と も多い ときに は総延長 36

k m ほ どあ っ た o 基本的に石造 で あ り ､ 車道側には太 い 石柱が並び ､ ポ ル テ

ィ コ 部 の 舗装 は大部分が大理石などを組み合わ せ た モ ザイ ク とな っ て い る ｡

モ ザイ ク は直径 6 -

7 c 皿 ､ 厚 さは 1 5 m m ほ どの 石 の 板 で あり ､ モ ル タ ル に

よ っ て 基礎 の コ ン ク リ ー トに 固定され ､ 目地は白い セ メ ン トで充填され て

い る o 黄､ 育､ 茶 ､ 白な どの い ろ い ろな石種によ っ て デザイ ン され て い るo

こ の 舗装が何キ ロ メ
ー

トル も続 い て い る｡ 繊細 な モ ザ イ ク で舗装された歩

道は 5 - 8 m ぐら い の 幅員を有 して お り ､ 人 々 はテ - プ ル やイ ス を持ち出 し

て カ フ ェ テ リ ア に して使用する こ とが多い o 建物 の 下 の 部分を後退させ歩

道にすると い うの は ､ 建物 の所有者が協力 して自分たち の財産 の
一

部 を公

共 に提供すると い う こ とで ある ｡ ボ ロ
ー

ニ ヤ に お ける各商店街 の特徴はポ

ル テ ィ コ の F S D パ タ
ー

ン に差異がある こ と か らも感 じ られ る ｡ F S D は商店

街別 の建築物ごとに多様 で ある o 他地域で は見 られない視覚的な楽 しみ を

与え ､ ボ ロ
ー

ニ ヤ 通 り に活気を感 じさせる要祝 の ひ と つ で ある. こ の ポ ル

テ ィ コ FS D の 存在は地域性を有 した FS D の 成功事例と い え る [ 図 9 ] 0
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事例 3
I

. 外部空間を内化する F S D
･

･ サ ン マ ル コ 広場(P i a z z a S a n M a r c o ) ､

ヴ ェ ネチ ア / イ タ リ ア

ヴェ ネチ ア は 1 1 7 個 の 島 ､ 15 0 個 に面 したヴ ェ ネチ ア の 街 の 中心 と い え

る場所 で ラ グ
ー

ン に 面 して い る Q サ ン マ ル コ 広 場は 8 0 m X 1 7 5 m ほ どの 大き

さがあり ､
ヨ

ー

ロ ッ パ の 広場 の 中で も面積的にかなり大きな部類 に属する o

か つ て ナ ポ レ オ ン が ｢世界 で
一 番美し い応接室+ と激讃 した場所 で あ るQ

広場 の 周り に白 い大理石 の 列柱 が並び ､ 周囲 の 建物 の多くが建築史に残る

に催する名建築で ある ｡ 舗面 は大理 石 で あり械鍛 の柄 の ようなた い - ん美

しい パ タ
ー ン が施され て い る . 魚 の鱗紋様は FS D は ､ 1 7 2 3 年テ イ ラ

ー

リ

(A n d r e a T i r a l i) が設 計 したもの で ､ 古くか ら広 く知 られ て 称賛され て お

り ､ 今日 の F S D の 先駆 とも い える ｡ サ ン マ ル コ 広場 の F S D は ､ 建築物と の

関係性を適切に活か して建物 の 内部を拡大したような美し い外部空間を演

出した成功事例と い え るも の で ある [ 図 1 0 ] o

圏 1 0 サ ン マ ル コ 広埠

( 3 ) 特色ある街並み の建築物と同系統の色彩による舗装

事例l : 勾配を活かす F S D : カ ンポ広場 (Pi a z z a d e l C a m p o) , シ 工

ナ/ イタ リア

シ エ ナ は トス カ
- ナ 地 方 の 古都であり ､ イ タ リ ア でも最も美 し い都市 の

ひ と つ と して数えられ て い る｡ 標 高3 2 2 m に位置 し ､ 3 つ の 丘 陵に囲まれ て

い る｡ 1 0
- 1 2 世紀に自治都市が形成された中世都市として美し い ゴ シ ッ ク

建築物があり ､ 通 り は高低に沿 っ て 上下に しな っ て い る ｡ カ ン ポ 広場 の 存

在は こ の 都市に空間的求心力を与える o ロ
ー

マ 時代 に カ ン ポ広場 に 面 して

公会堂と市場があ っ た o 扇状 の 広場が 9 区域 で分けられ て い る の は広場造

成を主導した 9 議会の権威を象徴 して お り ､ 扇形 の 紋様は聖母 マ リア の マ

ン トの 筋 目 を象徴する o 集会 ､ 闘牛 ､ バ リオ祭りなど の各種行事が こ こ で

開かれる ｡ 噴水 の水は 50 0 年経 つ 水道管から供給され て い る｡ 高低 によ っ
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て傾 い た大地 の形態を利用 して ､ 貝 の 紋様 の よう に床部 の中心点か ら 9 偶

の 面が集まるように な っ て い て 美 し い 広場 で あ る｡
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そ の 形態は排水機能にも相応 しい o 舗装材料は親環境材料である粘土ブ ロ

ッ ク で あ る｡ 広場 は分割された舗面 の変化と地形 の 高低 に よ っ て 全体が周

辺 の 建物と合わせ て 立体感が感じられ ､ ゆ っ たり した空間感が醸 し出され

て安らかな印象を受ける ｡ 舗装は自然材料 である粘土ブ ロ ッ ク が用 い られ

て お り , 周 り の 建物 の壁面 と同系統 の色彩にな っ て い る た め空間と して
一

体感がある｡ 同 系統 の 色彩 で美 しい外部空間が形成され て い る｡ こ の 広場

の FS D は ､ 親近感と魅力ある親環境的F SD の 代表的成功事例と い え る [ 図

1 1 ] o

事例2 : 幾何学模様を活かす F S D : ス トロ イ エ (S t r o g e t) 通り コ ペ ン

/ ＼
- ゲ ン / デ ン マ ー

ク

コ ペ ン ハ
ー ゲ ン の観光中心地は中央駅近くにあるテ イ ボ リ公園と歩行者

専用通り の ス ト ロ イ エ 通り周辺 で ､
コ ペ ン ハ ー ゲ ン で 一

番 賑や かな場所で

あるo 中央駅 か らス ト ロ イ エ を通 っ た反対側 に は有名な港 口 ニ ュ
ー - ウ ン

(N y h a v n) が ある Q ス ト ロ イ エ 通 り で は ､ 通 り の 中ほ どに ある広場 の 大理

石材の多様な色 の 幾何学的パ タ
ー

ン が 目を ひく ｡ か つ て は歩車共存通り で

あ っ た通 り で ある が ､
い ま で は古くか らシ ョ ッ ピ ン グモ

ー

ル だ っ たよ う な

印象を受けるほ ど､ 建築物と舗面が周囲 の ラ ン ドス ケ
ー プに融 け こ ん で い

る
o
ス ト ロ イ エ の FS D は ､ 多様な色と パ タ

ー ン で 変化が感 じられ るも の で

ある ｡ イ タリ ア 以外 の ヨ ー

ロ ッ パ で は こ の ようなカ ラ フ ル な F S D は あま り

みられ ない ｡ 立 地 にふ さわ しく ､ 豊 か な商業環境 の イ メ
ー

ジ を醜成 して い

ると感 じられた ｡ また ､
コ ペ ン ハ

ー ゲ ン 市内は ､ 乳母車 の利用がた い - ん

多い
o また ､ 車椅子利用 に対する バ リ ア フ リ

ー

の 意識も高 い o 通常 ､ 小舗

石舗装 の舗面は車輪 つ き の 軽車両等の通行が帯しくなるo し か し ､
コ ペ ン
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ハ
- ゲ ン 市内で は ､ 多く の 広場や歩道にお い て ､ 小 舗石 の 舗 面 の 中 に平滑

な石 の舗装を施 した通行路を確保 して い る｡ こ れ は , 歩行弱者 に 対する配

慮であるとともに ､ ′ト舗石 と平滑面 の違 い が舗面 の 表情に ア ク セ ン トを与

えて い る｡

印頂

機能と美観を両立させた F S D の 好例 と い え る D ( 図 1 2 )

'

i _
A

聖;
-

lJ =

_
ヽ

I

園 1 2 左 ス トロ イ エ通 り 右 ニ ュ ー ハ ウ ン

( 4 ) 地元伝統エ芸晶. 芸術品などの FS D ヘ の 応用

事例1 : ブ レ
ー メ ン / ドイ ツ

グリ ム 童話 の舞台にな っ た メ ル - ン街道は フ ラ ン ク フ ル ト の 近く の ハ -

ナ ウか らブ レ ー

メ ン ま で の 60 0 k m の 街道で ある ｡ ブ レ
ー

メ ン は 1 2 0 0 年 の 歴

史を有した美 しい街 で ､ 旧市街地にあるブ レ ー メ ン 市庁舎前 の マ ル ク ト広

場と歩行者専用通り で あ る ベ ッ ト ヒ ヤ
ー ( B 6 t t c h e r) 通 り には 小舗石 と粘

土プ tj ッ ク が敷 かれ て い る ｡ マ ル ク ト広場 で は , 白, 黒 ､ サ
ー

モ ン ピ ン ク

の舗装材 で放射模様を表現し て い る｡ 各町 に広場がある ヨ
ー

ロ ッ パ の 中 で

も指折り で数えられる ほ ど特に美 しい 広場と い われるo ｢ ブ レ ー メ ン の 音

楽家たち+ 童話 の 彫刻作品が歩道に設置 して ある. ( 図 1 3 )

ニ且呈 ¶¶ ¶

ム ー

園 1 3 左 ベ ッ トヒ ヤ ー 遣り

手例2 : ラ ン プラ ス通り (L a

凹!HE

右 マ ルク ト広埠

R a m bl a) ､ バ ル セ ロ ナ / ス ペ イ ン

ラ ン プ ラ ス 通り は , 地域性を強く感じられ る通り である ｡ カ タ ル
-

ニ ヤ

広場 と連絡 した ラ ン プ ラ ス 通 り は歩行者通 り で夜遅くま で多く の 人々 が 行

き交うo 曲線タイ ル で流動的な波柄が全体的に繰り返され る FS D と な っ て
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い る o こ の 通 り の 中央に ミ ロ (J o a n M i r o) の カ ラ フ ル な FS D パ タ ー

ン が モ

ザイ ク と して設置され て い て ､ 地元 の 住民 や観光客たち に 巨 匠画家 の作品

を鑑賞しな が ら歩くと い う視覚的楽しさを与えて い る ｡ ( 図 1 4 )

国 1 1 ラ ンプラス 通り

-- う ー

覇

事例 3 : ミ ラノ ･ エ マ ヌ エ ー レ 2 世 ガ レリア (G a l l e r i a V i t t o r a o E m a n u L e L e

l り / イ タリ ア

エ マ ヌ エ
ー

レ 2 世 ガ レ リ ア は市 の中心部にあり , 代表的なイタリ ア ン ゴ

シ ッ ク建築の ドゥオ モ 大寺院とそ の 正 面 にある ドゥ オ モ 広場とオ ペ ラ で有

名な ス カ ラ座を つ な ぐ目的で建造された ｡ こ の
一 帯が ミ ラ ノ市 の 中心 で あ

り ､ ミラ ノ の顔 となる代表的な商店街 である｡ ガ レ リア の 舗 面に は ､ 通 り

の 舗装とは思えな い ほ ど精微な舗装が施され て い る ｡ 赤 ､ 青､ 黄と色とり

どり の 細か い タイ ル 状 の 大理石 を用 い て , 数え きれな い ほ どお び た だ し い

数を配置 して繊細なモ ザイクを形成して い る . 表面 は平滑に磨かれ て い る o

裏鉄に よ っ て 縁 どりされたガラ ス 板が舗装の素材 として使われ て い る部分

もある ｡ 完成 して か ら 1 00 年以上 も歩行にさらされた路面とは思えな い ほ

ど美しく新鮮でもある｡ ガ レ リ ア の F S D は社交場を連想させる ｡ 主要なパ

タ ー

ン は領主家門の 紋章や伝統的 パ タ ー ン を用 い て お り ､ 象徴性 ､ 地域性

が高 い ｡ [ 図 1 5 ]

-

/

周 1 5 エ マ ヌ エ - レ2 セイ ガレリア

事例4 : ア ー

トワ
ー クなどを関連させたFS D 開発事例
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FS D の 開発 にお い て ､ 舗面 上 の デザイ ン展開に と どま らず ､ ア ー ト ワ ー ク

やス トリ
ー ト フ ァ ニ チ ャ

ー

を ､ 歩道舗装と関連 づ けてデザイ ン し ､ 総合的

な調和をは か っ た歩行環境ある い は シ ス テ ム 展開された歩行環境を形成す

る こ と で ､ 歩行者に楽 しさや快適さを感 じさせ て い る事例がある Q

( 図 16
- 1 ､ 図 1 6

1 2)

?

ー ヤ丁

ー J

t

l

___二! 出

蛋:
_
1琴ワ

園1 6
- 1 メ ル (H e r) 通り ( ア ン トワ

ー プ ) 図 1 6
- 2 ア ム ステル ダム 中央脈

( 5 ) 地域 の特色ある要素を表現 したワ ンポイ ン トの絵タイ ル
･ レリ ー フ

歴 史的事項 ､ 祭礼 ､ 地元 を舞台に した歌詞 の情景 , 特色 あ る建造物 ､ 自

然景観､ 動植物などの要素を絵タイ ル な どに表現 して 舗面 に 埋 め込 む F SD

は , さなが ら街 の絵 ハ ガ キ を見て い る ような面白さが ある ｡ ( 図 1 7
- 1 ､

図 1 7 -

2 ､ 図 1 7 - 3 )

T
■

耳i

国 1 7 - 1 N A G O Y A

事例1 : 横浜/ 日本

国 1 7
- 2 S t 8 U Y A 国 1 7

-

3 伊g? 佐木モ ー

ル

横浜 で は絵タイ ル が積極的に用 い られ て お り ､ 外部空間に内部空間的雰

囲気を つ く っ て い るo 市 内 の名所を絵に表現した絵やさまざまな模様を表

した絵タイ ル を ワ ン ポ イ ン トと して 用 い て 通 り にア ク セ ン トを つ けて い る ｡

伊勢佐木 モ ー ル で は ､ 絵タイ ル に風物を描 い たもの をF S D に活用 して い る｡

元町 で は港町横浜を象徴する船 の絵を モ ザイ ク タイ ル で表現 して い る ｡ 無

味になりがちな舗面にお い て歩行者に視覚的楽 しみを与えると同時に ､ 地

域の特徴を伝達する効果があるo ( 園 1 7
-

4 元町)
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古

_
i

図1 7
-

4 Y O K O H A M A

事例 3 : タ ワ ー ブリ ッ ジプラザ

囲 1 8 タ ワ - ブリ ッ ジプラザ

(T o w e r 8 r id g e P J a z a) ､
ロ ン ドン / イ ギ

リス

ロ ン ドン の FS D の な か で ､
パ タ ー

ン が 際立 つ 場所と して タ ワ
ー

ブ リ ッ ジ

付近 の タ ワ
ー

ブ リ ッ ジプラザがあげられ る｡ 噴水を取り囲ん で 灰色の 広 い

天然石 と赤色と黄色系列 の粘土ブ ロ ッ ク が組み合わされ て お り ､ 単純 で あ

るが 四角形を繰り返させ て秩序ある美 し い パ タ ー

ン が施され て い る ｡ 現地

の 人に よる と ､ そ の FS D と噴水が形成する環境が観光客に人気 で あ る と い

う [ 図 1 8 ] ｡

3 . 4 . 親環境的な素材を使用 したF SD の事例

事例1 : バ ル セ ロ ナ .
エ ル ボ ル ン (E r n b o r n ) 通り / ス ペ イ ン

バ ル セ ロ ナ の エ ル ボ ル ン 通 り は ､ 親環境的 FS D の 事例と して 重要 で あ る｡

通り に ､ サ ン タ マ リ ア 教会に隣接した , 粘 土 ブ ロ ッ ク で施 工 され た美 しい

広場がある o 細く長 い長方形 の粘土ブ ロ ッ ク が 用 い られ て お り ､
ス トレ ッ

チャ
ー ･ ボ ン ド (S t r e t c h e r B o n d) 模様 を横帯と して用 い て整理する こ と

で舗面を分割 して ある ｡ 広場に ある ひ と つ の 木を中心と して大地 の 形態に

合わせ ､ 中央に水が流れ る こ とが出来るように広場中央が外郭線よ り低く

設計され て い る｡ 舗 面 は凹凸が多く , 全体的には大きな三角形 の形態を し

て い る ｡ 親環境的材料で ある粘土ブ ロ ッ ク で 施 工 され て い る｡ 舗面 を立体

的に変化させた建築物 の よう な造形が引き立 っ て い る [ 図 1 9 ] a

事例2 : ク レ ンポン ス トリ ー

ト (C r a n b o u m s t) Ej ン ドン / イ ギリ ス

ロ ン ドン における親環境素材である粘土ブ ロ ッ ク で施 工 され て い る場所

として チ ャ イ ナ タ ウン とオ ッ ク ス フ ォ ー

ド駅に近 い歩行者専用通 り である

ク レ ン ポ ン ス トリ
ー

トが ある ｡ 施 工 され て間もない ようにみえるク レ ン ポ

ン ス トリ
ー

トは ､ 通 り全体が赤色系列 の粘土ブ ロ ッ ク で ある ｡ 正 方形 と標

準型 の 二 つ の 煙 瓦を用 い て ､
ス トレ ッ チ ャ

ー ･ ボ ン ド ( s t r e t c h e r b o n d)
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と - リ ン グボ
ー

ン ･ ボ ン ド (h e r r i n g b o n e

序を感 じさせ る快適な空間を演出して い る

1 r

:
`
‾

ニ
､.･

`

ヽ J

J l ^

- L <

-

.

' *.
◆:
二

b o nd) に組 み合わせ て お り ､ 秩

[ 図 2 0 ] o

fT)

回 1 9 サ ンタ マ リア周辺 国 2 0 ク レ ン ポン ス トリ ー

ト

事例 3 : ベ ッ ト ヒ ヤ
ー

(B 6t t c h e r ) 通り . ブ レ ー メ ン ･ / ドイ ツ

ベ ッ トヒ ヤ
ー

通 り はブ レ
ー

メ ン で
一

番人気ある通りな か の
一

つ で あ る o

中世 の 通り を再現するために , 19 04 年 か ら 19 3 4 年に か けて 造られた ｡ 1 0 0

m 余り の 通 り で ､ 舗 面 と建物が共 に赤褐色 の煙瓦 で覆われ て い る｡ 中世 の

歴史を伝える高級な雰囲気を舗面か らも感じる こ とが出来る代表的事例と

い える. 粘 土 ブ ロ ッ ク で あ り ､ 粘 土ブ ロ ッ ク を - リ ン ボ - ン ･ オ ン ･ エ ッ

ジ (h e r r i n g b o n e o n e d g e) 表現と して 四角形 の 面 と して ､ 自に近 い 灰色 の

小舗石 を帯と して扱 っ て 表現して い る [ 囲 1 3 ] ｡

事例4 : ケ ー

ニ ッ ヒ (K o e n i g) 通り ､ シ ュ トウ ツ トガル ト/ ドイ ツ

シ ュ トウ ツ トガル トに は ､ 駅前に真 っ 直ぐ伸びた歩行者専用通 りと して

ケ - ニ ッ ヒ 通り がある ｡ ケ - ニ ッ ヒ 通 り に は ､
レ ス トラ ン ､ カ フ ェ ､ ホ テ

ル ､ 商店 ､ デパ ー ト等が集ま っ てお り シ ュ トウ ツ トガ ル トの 繁華街と して

存在する ｡ こ の 通り の 特徴は , 歩道舗装 の材料に粘土ブ ロ ッ ク を大 々 的に

使用 して い る点 で あり , 近年に整備された通りと して は ヨ
ー

ロ ッ パ に お い

て も珍しい ｡ 部分的に花南岩を付随的な舗装材として使用 して い る｡ 通 り

を全体的に粘土ブ ロ ッ ク で 造 っ た 例は ケ
- ニ ッ ヒ 通 り が代表的な事例で あ

る と見る｡ こ の 通り は赤色 の粘土ブ ロ ッ ク と小舗石 の 灰色を配色と して い

る. 舗装パ タ
ー

ン の 主要な構成は , 巨大な通 り樹 の植樹台を中心 と して 大

きくサ ー ク ル 状 に粘土ブ ロ ッ ク を配列して い る こ とと ､ そ の 他 の 部分は -

リ ン グボ
ー

ン ･ ボ ン ド (tl e r ri n g
- B o n e B o n d) ス トレ ッ チ ャ ー ･ ボ ン ド

( s t r e t c h e r b o rld) の 配列 で ある D 調査時期が冬期 で あ っ た の で ､ 粘土 ブ

ロ ッ ク の 水分が凍り白化現象が観察された ｡ た だ し ､ 花 樹岩 の冷た い感 じ

と違 い ､ 赤 い 粘土ブ ロ ッ ク と小舗石と の配色処理は多彩で温 か み が感じら
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れるも の で あり ､ 通 り に は暖 か い 雰囲気が形成され て い た o 粘土 ブ ロ ッ ク

の 舗面は ､ 周辺 の 現代的建物 の色彩とも調和を成 して い た [ 図2 1 ] o

下 二

J ト
_

図 2 1 ケ
ー ニ ッ ヒ通り
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の伝統的な黒系統の 四角 い瓦質材料

‾:

1
-

-
-

ー _ こ = ! 甲 ■■i
国 2 3 仁寺洞伝統文化の通 L)

4 . 韓国の地域的 ｡ 伝統的F SD の 考察

韓国 の歩道 に お ける FSD は外国に比 べ て 大きく劣 っ て い る ｡ しか し ､ 近

年は ､ 文化通 り , 公 園 ､ 観光地などを中心 にダイナミ ッ ク な通り に発展さ

せる努力が行われて い る｡ 多様なブ ロ ッ ク の 素材開発 に よ っ て 形態と色相

が豊富になり ､
パ タ

ー

ン 設計に つ い て も研究や 工夫がなされる こ とに よ っ

て ､ 定型的で はなく自由な舗面 の表現が可能とな っ て い る｡ しか し ､ 地域

の象徴通りと して 設置した文化通り で あ る にも関わらず各地域 の象徴性が

表現 して ある通 りはそれ ほ ど多くない o ま た ､ 韓国 の 文化通りに表現され

た地域性表現技法は , 絵タ イ ル で 地域の遺物か地域名を表現したも の が ほ

とん どで あ る [ 図 2 2 ] 0

ヨ ー

ロ ッ パ や 日本 の 場合は ､
F S D を景観要素と して考えて ､ 観光資源と

して ､ ある い は地域性を伝える広報事例として活用する こ とを考える｡ 韓

国にお い て も ､ も っ と積極的に地域 の特徴を表現する こ とが求め られ る｡

波及効果を大きくするためには ､ 公的景観要素 で ある 文化通り の舗装空間

を地域 の アイデ ン テ ィ テ ィ 確 立 の た めに活用する こ と を通 り舗装勧奨事項
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に入 れ る こ ともひ と つ の 方策と考えられ る ｡ そ の た め に ､ 地域の 文化的特

徴を ､ F S D に 独創的に表現で き る ように よ り深 い 研究が必要 で あ る D 文化

通り は地域 の象徴通りとして の 役割を担 っ てお り , 地 域ア イデ ン テ ィ テ ィ

表現に適切な景観と して F S D を活用する方策 に つ い て 多角的 に 研究されな

ければならない ｡

･ノ ± _ . .▲ L '
一

_
ー ‾_ ?

干=一重惑 乱

J r - . } 貞 一
一

っ■ l L
L

■■

Tニ
ー

.
･- I

国 2 4 全州伝統の 通り 図 2 5

■ m

ソウル徳寿宮石壁通り

J r` ～)

韓国 の FS D にお い て 伝統的な長方形粘土ブ ロ ッ ク と 粘土ブ ロ ッ ク で 敷

かれ て い る舗装と して は仁寺洞伝統文化 の 通 り ､ 全州伝統 の 通り ､
ソ ウル

徳寿宮石壁通りは良 い事例で ある [ 図2 2 -

2 5 ] o 韓 国の 舗装材料は高圧

セ メ ン ト ､ ア ス フ ァ ル ト, 粘 土ブ ロ ッ ク ､ 花 南岩 ､ 磁 器質タイ ル の 順序 で

多く使われ て い る｡ 近年は ､ 地方自治体 の要求に よ っ て 地域 の特性を表す

歩道 の F SD - の 関心 が高ま っ て い る｡ 韓国にお い て ､ よくデザイ ン特性が

あらわれ て お り ､ パ タ
ー

ン の 特徴的な場所 で ある ｢ 全州伝統 の通 り+ ｢ 仁

寺洞伝統文化 の通り+ に つ い て ､ そ の 特徴を考察して 以下に 記す｡

韓国にお け る舗装 の初期 の事例を紀元前10 8 年 の楽浪文化遺跡に見る こ

とが出来るo 中国 の漢文化 の影響を受けた楽浪文化 の主要遺跡で ある ｡ 大

網川南岸の 土靖理周辺 の 墓 の内部の床に長方形粘土ブ ロ ッ ク が敷かれ て い

る. ｢ 敷 ブ ロ ッ ク+ は ､ 四角 い 形態を した模様 の な い粘土ブ ロ ッ ク で ある ｡

まれ に菱 , 斜線などが調合された模様が施され て い る｡ 時代が 下 っ た扶余

の 百済遺跡から出て く る ｢ 方ブ ロ ッ ク+ は ､ 今 日 の セ メ ン トブ ロ ッ ク の よ

うなもの で あり ､ 蓮華文 , 忍冬紋などが施文 され て い る o ヨ
ー

ロ ッ パ にお

い て 小舗石舗装が伝統的な技法で あると同様に ､ 韓国にお い て は 土 を焼 い

て作 っ た 瓦 の 灰色煙瓦と板天然石 の舗装が伝統的な技法 で ある と い える ｡

朝鮮時代には公共建物 ､ 宮廷 , お 寺などの 主要建物 の床には伝統的な黒系

統 の 瓦質の材料が用 い られ て お り ､ 今日 でも嗣堂 ( 王 陵 , 宗家などに て そ

の と こ ろ の先祖をま つ る場所) , 古宮などに残されて い る の が確認 できる o
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｢ 全州伝寵通り+ と ｢ 寺弼伝耗文柁 の 通9 + 臥 そ の 伝既約怒材料が敷設

されて い る [ 図 2 6 ] o

5 . 個性化 の た め の F S D ガイ ドライ ン

次に個性化 の た め の 韓国で多く使われる分類方法として地域 の特性を文

化観光地区 ､ 商業地区 ､ 住居地区 ､ 公園美観地区などの 4 種類 に分類 して

各地区別に FSD の 色彩 ､ パ タ -

ン な どの ガイ ドライ ン を提案するe Åが多

く集まる通り の 多くが文化観光地区ある い は商業地区 で ある o そ れ ら の 環

境には ､ 楽 しさや活気を演出するようなにぎわ い の た め の FS D と ､ 人ぴ と

がリラ ッ ク ス して憩 いや安らぎを感 じる場所となる休息 の FS D とする計画

が同時に必要 で とあると い える白

歴史o 文イヒ観光地区にお い て ､ 通り の 周囲 の建築物などに歴史性など文

柁的性格が強く表れ て い る場合 ､ F S D の 色彩 を消極的な色彩 で ｢ 地+ の 表

現をする手法が空間と して の 調和を形成しやす い と い える ｡ 特 に無彩色系

列 の色彩でとする こ とを推奨する ｡ ブ ロ ッ ク舗装とする こ とが舗面に表情

を与えやす い o ヨ
-

ロ ツ パ の 事例にお い て は ス ト レ ッ チ ャ
-

･ ボ ン ドと -

リ ン グボ
ー

ン ･ ボ ン ドを適切に組合せた効果が高 い こ とが確認されるB ニ

れ らを参照 しながら複数 の ブ ロ ッ ク パ タ ー

ン を組合せる こ と が望ま し い o

藷蓑材料は ､ 各地域に文化的な象徴物がある場合はそ の象徴物に調和きせ

るような選択を行 い ､ 落ち着い た雰囲気 の FS D を形成する こ と が望まし い e

地域 の 特徴 とするも の がない場合には ､ 親環境的要素と経済的要素を勘案

して計画する ペ き であろう｡ 景勝地など の観光地 の FSD ほ ､ 自然石などを

利用 した ユ ニ - ク で ゆた かな表現とする こ とが ひ と つ の 良い 手法と い える o

また ､ 歩道 に接する石垣など周囲に独自 の景観要素があれば､ 同素材を伺

い るなどして調和させる FS B で表現するとよ い o

商業｡ 繁華街地区 で は ､
シ ョ ッ ビ ン グ街などに歩道 で活気ある額性を｢ 図+

で表現する こ とが多い o ブ ロ ッ ク舗装 の表面形状 の特徴を利用して配列に

変化を与え ､ 活気ある雰囲気を表現すると い い o リズ ム感ある動的な要素

と落ち着き の ある静的な要素を調合したパ タ - ン が 好ま しい o 極度 に派手

な図柄 の 展開や色彩 の 強調は周辺環境と不調和になりやす い こ と に 配慮し

なければならない o 嶺 面の デザイ ン を独立 して とらえる の で はなく ､ 周囲

の 建物群とe3 関係性をとらえる こ と が大切 で叡る o 多く の 人 で賑わう空間

妄こおける歩行者の密度が極めて高 い繁華街にお い て は ､ 室内織観 の よう恕
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教密な パ タ
-

ン を適周 して親近感と安楽感を感 じきせるような空間演出を

施す こ とも印象が高 い 手法と い えるo 通り の 永 日 や通 り が愛差する十字路

などは ､ 円形 パ タ
ー

ン などを配して 空間を強調した哲 ､ 多色彩を伺 い た密

度高 い パ タ
-

ン を施す こと で ､ 通り の 存在と位置 づ けを明穣にする こ と が

できる o

住居地 区 の FSf) で は舗装材 の色や配列を単純なもの に して 落ち着 い た生

活空間を ｢ 地+ と ｢ 図+ で演出する こ とが望まし い o

-

般 に ､ 韓国の 住宅街は建築士本に使われ る素材 の色相によ っ て灰色詞

になりがちなため ､ 舗面 の 色相と して自然色を与えるような舗装材を用 い

る と親密感と安定感 の ある環境がえられる o
-

般的な場合 の舘装配色と し

て自 ､ 灰 ､ 薄 い黄の組合せを推奨する e

公園美観地区の FS D は ､ 自然環境と協調できる舗装材と して ク レ イ舗装

を ｢ 地+ と ｢ 図+ で表現する こ と を推奨するo 緑地 の 色 と よく似合う大地

の粘土煉瓦色が調和を成す o 全体的に ､ 土素材や本案材など親環境的素材

の使用が望ま しい o

6 I まとめ

イ タリア の ボ ロ ー

ニ ヤ に は ｢ ポ ル テ ィ コ + と呼ばれる建物と通路が - 体

化された地域独特な建築様式があり ､ 同時 に歩行者歩道である通路 の FSD

パ タ ー

ン が多様 であり ､ 歩行空間にお い て地域 の ア イデ ン テ ィ テ ィ をよく

表出して あるo イ タリア の 宗教建築物 で見られる F Si3 パ タ
ー

ン は宗費的空

間の差別化を通じて聖なる空間を演出する o シ エ ナ の 教会 の FSD パ タ
-

ン

と ベ ネチ ア の ｢ サ ン マ ル コ 広 場+ の 幾何パ タ ー

ン が そ の 代表的例 で あ るo

ミ ラ ノ の ｢ エ マ ヌ エ - レ 2 世ガ レ リ アj は威厳ある空間を形成する要素と

して精練な績逸を敷き藷めたような効果を醸成 して お 琴 ､ 歩行者に芸術的

空間に対するような敬意を覚えさせるo 今日 で は ､ 高級な商業空間 の FS D

の代表的事例とな っ て い る o こ の よ うな額性化 した F S D 捻 ､ 各地域 の ア イ

デ ン テ ィ テ ィ を表現する役割を果た して い る｡ 差別化された FSf) 自体が持

つ象徴的役割は単に直接的な地域的
･ 歴史的事実を絵に表現するもの 以 皇

の意味を持 つ ｡ 日本初の商業地区歩行者 モ
- ル と して設計された横浜 の｢ 伊

勢佐木 モ ー

ル+ とまた優れた FSD 事例 である触台 の ｢
- 番野商通野+ にお

い て ､ そ の 差別化きれた F SD パ タ
- ン妄≡よ っ て 地域性 の表地して空間を形

成して お り ､ 地域 の 人 身 に誇りを考え ､ 多く の 観光客を集めて い る o
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F S D に つ い て ヨ
-

ロ ツ パ と 日本 の優れ た事例を調査する こ と で ､ 韓国の

現在 の状況と今後開発す べ き課題があきらかにな っ たo 各地域を象徴する

ような絵タイ ル ､
マ ン 示 -

ル
､ 通 9 地域表示 また揺そ の 地域 の素材を使属

した舗装を選別 して み たo 韓国で は 勺 伝統的素材 で ある 瓦 の ｢方 ブ ロ ッ ク+

を使属 した事例 ､ ある い は各地域別象徴物と各地域の歴史を知る こ とが出

来るような絵タイ ルや FS D を施 した事例が藤課される o ヨ -

ロ ツ パ と 日本

における個性表現とな っ て い る FS D 事例は ､ 舘装材によ っ て 地域特性をよ

く表現 して い る事例が多い 0 日本 で は ､ そ の 地域の象徴的パ タ - ン と絵タ

イ ル な どに よ っ て 地域ア イデ ン テ ィ テ ィ を表現 して い る こ とがわかるo 日

本 の FS D パ タ
ー

ン で は ､ 全体的によく模様が編まれたような区画が形成き

れ て い る こ と が印象的であるo - 方 で ､ あま り によく編まれたような区画

で あ る こ と が人為的な感 じを与える こともあるo ヨ ー

ロ ッ パ で は ､ 伝紋的

材料 で ある小舗石 で舗装する こ と で歴史性と伝絞性を表出して い る o ヨ
ー

ロ ッ パ の 舗面 パ タ ー

ン で は ､ 伝統的素材 である天然石材を使 っ た も の が多

く ､ 素材 が持 つ 自然な表情を活か したもの が大部分 であるo イ タ リア の 場

合 ､ F S D の 形態パ タ -

ン が多様 である こ とが特筆されるo 石 の 文イヒが形成

した ヨ -

ロ ツ パ の 都市景観捻 ､ 変わりえな いも の に対する厳格な秩序を求

めるも の と い え ､ 着実に部分を整備して い く o 歴史にお ける普遍性と確実

性があみだ したも の FS D で ある と考えられるo ヨ ー

ロ ッ パ の FS D ほ ､ 総 じ

て ､ 各地域 の自然 ､ 環境 ､ 歴史 ､ 文 化などがよく反映され て い る8 来春市

の 中央駅を中心に歩行者専用通学が計画 ､ 形成され て い ると こ ろが多い ニ

とが韓国と違う点である o

優れ た FS D の 拳闘 の 調査を通 して緩課された F S D にお ける個性表現 の方

法の 要点と して は ､ まず ､ 街路景観における図と地 の 関係を考えたよ で F S D

に求め られる役割を設定する こ とが大切 である こ とが あげられ るe 次 に ､

新 しい 街 づくり で みられた個性表現 の好例から ､ 地域的な材料 ､ す なわち

地元 で広く使われる石や焼物など伝綻的技法による舗装が施きれたと こ ろ

の 評価が高 い ｡ 伝統的技法は ､ おお むね自然調和的な舗装材とな っ て い る o

また ､ 街並み の 建築物 の特色を考慮して ､ 地域 の特色を反映 した F S8 を施

す こ と で ､ 地域の 印象が強くなる こ とが あげられる o 建築物と同系寵 の 色

彩による舗装は ､ 軽 かく親密感 のある街路 の雰囲気を醸成すると い え るo

地域 の伝統 工芸品や芸術作品などを FS B - 応周ずる こ とは韓国にお い ても

しばしば見られる技法 で あ るo 地域 の 特色ある要素を絵画的に表現 した絵
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タイ ル や レ リ
ー

フ な どをワ ン ポイ ン トで ア ク セ ン トと して頗も㌔る こ とが ､

殺風景にな野がちな現代的な審市景観に好印象を考える 賢S B とな野うる こ

と が検証されたと考えるo 粘土 ブ ロ ッ ク舗装接伝紋的な技法であると同時

に今日 の FS D と して も非常に有効な材料である ｡ 表面形状 の特徴を利用し

て舗装配列を工夫 して リズ ム感や変化があるゆた かな表情を形成 し ､ 活気

ある雰囲気を演出する こ とが できる｡ そ の うえ ､ 親環境素材 である こ とも

メリ ッ トで ある o

注

1 . 人 の た め の道と広場 の舗装 : 金井格他者 技報発出巌刊 1 99 4 pま8 9

2 . 街 路 の 景観設計: 土木学会編 技韓覚出儀干弓 199 9 p 1 5

3 . 地域的 ､ 親環境的 フ ッ トス ケ
-

プデザイ ン開発 の研究及び D B 化 : 塗

明蘭 ､ 韓 国デザイ ン遊興院 ､ 2 0 03 ､ p 1 4 3
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第 5 章

フ ッ トス ケ ー プデザイ ン の枠組み の構築



1 , 研究の背景と目的

韓国で は地方自治帝弓が実施きれ 与 各地域 の特性を弓轟讃する時代にな っ た 8

朝鮮戦争で灰塩と化 した韓国 の寒帯は ､ そ の 後急速な改発文化 の輪Å とと

もに擾興した o しか し ､ 都市環境は無国籍的と い っ て もよ い ほ ど全国的に

- 様 とな っ て しま い ､ 各地域の 特性が無くな っ て い るo 既 に形成きれ て し

ま っ た都市にお い て地域的景磯を構築しようとして も､ 景観要素 の 申 で
-

番影響力 の ある建物はそ の大多数が怒有財産であり地域イメ - ジ と して詞

整する こ と に絃草庵が多く ､ あらた めて地域的固有性を つ くる こ とは不 可

能に近 い o
- 方 ､ 道路 は多くが公有財産 で あり ､ 地域 の イ メ ー ジを調整す

る の に適して い る｡ 今後は ､ 都 市景観にお い て 地域的固有性を表出するた

めに道路 の活用が望まれる o 特に歩行者空間は ､ 機能 が優先され る車道と

違い ､ 者市住民 の健康と情報変詫など の た め の集合機能がある場所と して

各地域のイメ ー ジと固有性を調整する の に最遠な要素とも蔦える o ま た ､ こ

れか ら の 時代には道路環境の整備にお い て親寮境的な要素も考慮され て い

かなければならない ｡ 韓国にお い て は ､ 優 れた道路舗装環境 の構築を目指

サブ ッ トス ケ ー プデザイ ン (f o o 七s c a p e d e s i g n : 以 下FS D と記す) 開発は ほ

とん ど進ん で い ない ｡ そ の た め ､ F S D 開発 の た め の 枠組み の構築が彪要 で

ある｡ 特に歩行者空間に つ い て の FS D 開発 の 研究が重要と怒る o 本章 で ほ ､

歩行者空間にお ける FS D に 関する理論的背景 の整理を通 して ､ 地域 軌 親

環凍的 FS D 開発 の た め の 枠組みを体系的に構築する こ とを目的とするo FS D

開発 に活用される概念 の藤立が ､ 地域性あふれÅ間性 の豊かな親環蛍的歩

行者空間 の計画に寄与すると こ ろが大き い もの と考える o

2 . 研究の方法

本章の 対象とする概念である FS D と い う用語は ､
一

般的に常涌きれる語

セはない o 意味すると こ ろは ｢ 足 に触れる空間デザイ ン+ で あ9 ､ した が

つ て
､
｢ 歩道舗装デザイ ン ､ 歩行者空間 の舘装デザイ ン+ を示 して い るo

まだ ､ 周語概念は確定 してお らず ､ 確立 が急がれる e 健界的に見て FSt3 に

関係する理論的研究はほとん ど見られな い o 本章 で 乱 文敵調査を通 して ､

F S D に 関連する基礎的概念を収集し､ それ らe) 考察 ･ 分析 を通 して FS B 開

発 の枠組み の構築を目指す o 本章で ほ ､ まず ､ 土木 工学にお ける ｢ 道路 ･

舗装材料 事 舗装 工法+ 関連領域 ､ 道に関わる研究領域､ ラ ン ドス ケ - プに

関する景観デザイ ン ､ 都市デザイ ン に関する分野などを対象として FS D に

9 9



関連する資料収集を行 っ たo そ 野 皇 で ､ F歩道
一 歩行者空間 書 F S B + 開発 に

伺 い られ る概念 の確立を行 っ 藍 o 同時に ､ 歩道舗装にお ける素材 と 工法 ､

FS D にお ける基本技法 ､ 造形要素 ､ 機能別類型を分類 した o 以上 を縫合 し

て環境と人 に優しく親近感 ､ 快適感 の た め の FSi3 開発 の 枠組み の構築と し

てガイ ドライ ン提示を行うもの とする o

3 ,
FS D と は

FS D と は f o o t s c a p e d e s i g n ( 歩道舗装デザイ ン) の 略字 で ある 8 F S D は

未だに明確な定義がなされ て お らず ､ 本章 で は FSi) を ｢歩行者空間におけ

る足 に触れる空間デザイ ン ､ 歩行者 (幼児用お よぴ身体障害者用 の牽を含

む) の 安全 で円滑な歩行環卓の構築 の た め に ､ より快適 で豊かな街路景観

を目指 して ､ 歩道表面 の舗装 パ タ
ー

ン
､ 色彩､ 街路装置 (街路灯 ､ 看板 ､

マ ン ホ
ー

ル ､
ゴ ミ箱など) ､ 広告物などの相互関係を調整 しなが ら ､ 舗道

舗装を形成する こ と+ と定義するo

以下にお い て ､ 歩道設置 の 手始め ､ 歩道 の機能 ､ 歩道 の 構造と歩行者空

間の概念お よぴ類型な ど､ 歩道に関わる理論的概念 の把握を行うo

3 . 1 . 歩行者空間の歴史とその概念

人類 の歴史にお い て原始的な集落や初期 の都市は人間 の移動能力によ っ

て 形成され て い るo 歩行 の た め の 通 りが ､ 住居地域 の位置 ､ 形 ､ 尭きさ怒

どを形成する決定要因とな っ た ｡ 原始的な住居地域 の尭きさ絃 ､ 明る い 昼

の あ い だに移動可能な範囲に制限されたから ､ ど の よ うな都市も端から端

ま で の 距離は 2 0 k 昆 を超過 しなか っ た [ 注 1] e 歴 史上 で偉大な都市は ､ 歩

行者 の た め の 都市が形成され て い るo 中世にお い て蕃市計画者は ､ 人 身 の

情報交換や相互交流 の 必要か ら都市 の中央に歩行者用広場を造 っ た o 広場

萎ま市場 で あり ､ 集会 の 場 ､ 祭寵空間､ レク リ エ
-

シ ョ ン の 場所 で あ っ た o

また ､ 国家の建設にお い て は道 の整備が極めて 重要な要件 で ある o 紀元

前i O O 年 頃に建設された ロ ー

マ 帝国 の道は総延長約2 9 万 キ ロ メ
ー

ト ル にお

よぶ大道路網を形成 して い た と い われる o こ の 道 づくりは ､ 交通機能を整

えるだをナで はな( l際適さと美しさも追喪したも の と い うo 人間 の た め の舘

装を考えれば ､ 何 よ9 も安全で ある こ と ､ 次 に歩きやす い こ と ､ そ して 歩

く楽 しみがある ことが求められるo 安全 で歩きやす い道 の環境によ っ て 身

棒 - の 負担が軽減される こ とは当然だが ､ か た ちや色彩が多様 であ弓視覚

的な変1ヒに よ っ て歩く こ とを三楽 しきが生まれる こ とに よ っ て 歩く疲れが軽

l e o



溶きれる o ヨ
-

ロ ツ パをこお い て 数千年間采作られ綬緒てきた石 の譲葉の原

形は ｢ カ ボチ ャ の 道+ の チ ロ ル 時 の 舗装にみ られるe そ の賛型が ､ ポ ン ペ

イ ､ オ ス テ ィ ア や フ ォ ロ ･
冒 マ

-

ノ の 古代者市 の遺跡に庵認される o ヨ
-

ロ ツ パ の 古代寒帯 の舗装は どの都市にお い ても類似 して い る o 道幅がある

場合 の舗装は丸 い自然石を切断 した形態 の舗装石を 郁 ､ て い るo 広場は矩

形 の 大理石 で舗装される こ とが多い o こ れ らの 舗装方法は現代 の ヨ ー

ロ ッ

パ に伝 わ っ て い るo ヨ
-

ロ ツ パ の 通 りを調査した結果 [ 注2] を確認して

も､ 主要な通り の ほ と ん どが車道 ､ 歩道共 に石材 で舗装され て い る こ とが

わか る o 広場 の 舗装は ほぼ例外なく石材 である o 最もよくみられるもの は ､

だい た い 10 - 1 5 e 昆 角 の 立 方体形状 の 石 を伺 い る小舗石 ( ピ ン コ ロ) 舗装 で

ある o ヨ
-

ロ ツ パ にお い て 地域を問わず敷かれて お り ､ ヨ
ー

ロ ッ パ の 街路

の雰囲気を特徴 づけて い る ｡ 小舗石舗装 の 主なパ タ -

ン は円形に重ね るよ

うに配置するとか ､ そ れ を繰り返 して波涛文に表現する技法 である o 歩道

などによくみ られる o 今日 で は ､ ヨ -

ロ ツ パ 以外 の 地域にお い て も多周き

れる F S D パ タ
-

ン とな っ て い る｡

ポ ン ペ イ の連勝には ､ 車道 と歩道 の 区別がみ られる｡ イ ギリ ス の ロ ン ド

ン で 絃 ､
16 6 6 年 の 大火災以降に ニ ュ ー タ イ

-

ン ス トリ
ー

トとキ ン グス トリ

-

トに歩道が設置された の が初めとされるo そ の 後 1 76 2 年 には大半 の街路

に歩道を設置する道路法が制定された o フ ラ ン ス の パ リ で は i 78 2 年 に車道

より
-

援 高い 歩道が初めて 出現した0 日本 で は 1 8 7 2 年 ､ イ ギリ ス Å設計者

によ っ て 東京銀座に舗装された歩道が設けられた [ 注 3] o 今日 の 歩道は ､

一

般に縁石によ っ て 車道面より高くする こ とを原則とする ｡ こ れ を マ ウン

トア ッ プ型 E 注 4〕 と い っ て 自動車が間違 っ て歩道に入 っ て 来る こ とを防

止するために造られた構造 である o 痛が狭 い街路 の歩車道路分離をま防護柵

を設置せず ､ マ ウ ン トア ッ プ型 でそ の 役割を果たす例が多い o

韓国の場合､ 道路 と交通に関する法律 である寮市計画法 ､ 道路法 ､ 道路

交通法には歩行者専用道路と歩車共存道路に関する規定はない o したが っ

て 下位規定 である都市計画施設基準 ､ 施設基準に関する規則 で の 道路 の 構

造ならびに施設拳準に関する規定に歩車共存道路に関する法律的根拠と施

設基準が存在しない o そ の た め ､ 歩牽共存道路 の導入妄こ多く の 問題が生 じ

て い る ｡

3 . 2 . 歩行者空間の類型

豆O 1



歩行者空間 の類型として ほ ､ 共 周空間で あ哲歩行者空間と して の ｢ シ ョ

ッ ピ ン グ区域 ､ 連絡 ･ 通過 区嵐 地Å門+ ､ 造 軌 芸術 の 空 乳 棒息区域

として の ｢ テ
-

マ 空間と 対ヒ招通り+ が考えられる e 通り の 環境看護､ 街路

を構成する冬物的要素と これら の要素 の複合的関係性によ っ て 成 り立 つ 8

通り の 物的環境の 七 に通り の文化環境萎ま存立する o した が っ て ､ 通り の 物

的環境を どの ように形成する ニ とが ､ 各審市をこお い て 文化的意味 のある街

路環境に改善する こ と に つ なが るか重要な課題 であるo 本章 の 主題 である

FSD の 地域的 ､ 文化的意味を持たせたるた範 の物的環卓要素を整理する o

( 1 ) 歩行者専用道路 暮 遊歩道

現代にお い て は ､ 道路 の多くは自動車に焦点を合わせ車道を主と して設

計され て お り ､ 歩道は付随的に設計されるた 軌 歩道 の胸背やカ ー プ
､ 級

形など の構造は歩行 の条件に合致されな い部分が少なくない o 歩行 とは人

間の エ ネル ギ
ー

に よ っ て 移動する こと であるため ､ そ の た め の 道路構造をま

自動車に要求されるも の とは榛本的に違うo そ の ような観点から ､ 車道 と

は独立 した歩行者空間が要求され ､ 歩行者専用道路や遊歩道 [ 図 1 ] ､ 緑

道などが設計されるようにな っ た ｡

こ の ような歩行者専用道路や公園 の緑道は ､ 通勤 ､ 通学 ､ シ ョ ッ ピ ン グ ､

散歩などの た め に造られ ､ 歩行者空間を車道と線的に分離する こ と に よ っ

て ､ 安全性と快適性を確保するo 同時に ､ レク リ エ
ー シ ョ ン 需要にも対応

するように設計される こ とも多い o ま た ､ 遊歩道と呼称される歩行者専属

道路には ､ 河川堤防 ､ 河川沿岸などを利用する場合も多い o 既存 の 河川 ､

樹林などを利属して自然環境の雰囲気を満喫できる空間を確保する こ と が

行なわれる ｡

歩行者専用道路や緑道で の歩行行動には ､ 通勤 ､ 通学 ､ シ ョ ッ ビ ン グ行

為として の 目的を持 つ 行動と散歩など歩行行動自体が目的となる行動があ

るo 歩行者専用空間は都市にお狩るオ
ー

プ ン ス ペ ー ス と して の 機能も有す

るo

( 2 ) 歩牽共存道路

歩車共存道路 [ 図 2 ] と い うの は ､ 既存の 市街地 の 地 区道路と寒心及び

番心周辺 の新 ･ 旧住宅開発区域内 の にお い て ､ 道路が歩行者と自動車 招集

開利用領域となるように計画され て い る変通区間を示すo 機能的には ､

-

般車を完全排除する歩行者専用道路と歩道と車道 の空間的労離を原則とす

る街路 の 中間にあたるo 場合によ っ て コ ミ 孟 ニ テ ィ 道路 E 図 3〕 また ほ ポ

i o 空



ン ネル フ (W o o n e r f) [ 注 5 ] と呼 ばれ る こ とが ある G コ ミ ュ ニ テ ィ 道路と

は , 地域住民 の た め の 道路として自動車が速度をあまり出せない ように道

路構造を設計し ､ 歩行者と自転車の 通行を優先しなが ら自動車 の 通行を確

保するも の で あり ､ 歩行者 , 自転車 ､ 自動車が相互 に安全 でl央適に共存す

るような道路を い う ｡ 人 と自動車の 通行 の調和によ っ て 歩行者 の安全を期

するも の で あり ､ ま た ､ 同時 に植栽などにも気配りして豊かさと余裕があ

る快適な歩行空間 の形成を期する こ と が多 い ｡ 歩行者 の た めに自動車 の 交

通を抑制する こ とで ､ 歩行者専用道路の道路デザイ ン方法が開発され て い

る ｡ ボ ン ネ ル フ ( 恥 o n e r f) と は ､ 直訳 すれ ば ｢ 生活 の 庭園+ [ 図 4 ] で あ

り , 人と自動車が共有する こ とが で き る住宅地道路 である ｡ 従来 の よ う に

交通規制に依拠せず , 物理的に道路構造 の あり か た に よ っ て 自動車 に と っ

て通行は可能だが不便な構造にする こ と で ､ 不 必要 な自動車通行を排除す

る方法 で あ る ｡ 道路にお い て 子供達が遊ぶ こ とが出来たり ､ 住民 た ちが行

き交 いながら話す こ とが出来たり ､ 生活空間機能が充実する こ と を意図 し

て い る｡ 車道と歩道の 区別 を無く して 人 と自動車が同
一

空間を共有し つ つ ､

歩行者と住民 の 生活機能を脅かさな い範囲 で自動車通行 を認める こ と が基

本概念とな っ て い るo こ の 概念を実現するため ､ 自動車が高速 で走行 でき

な い ように通路をジグザグ形態に したり道路に凸凹 の障害物 を設置 した り

する ｡ また ､ 歩道と車道 の 区分を明示 せず舗装面 の材質感に変化を与えて

こ と で人は路面全体を使うが自動車は限定された空間以外 で通行する こ と

が出来な い ような印象を与 えるように配慮する ｡

図1 . 盛岡遊歩道

+ こ

園2 . ジ ュ ネ ー プ歩車共存道路

1 0 3



r

*
;

I
.
也: I:.

1

‾-
■‾-

'

･3:5 .
t

す
■■ l■ 叩 ■■■■■- i

園3 . 用賀街 コ ミ ュ ニ テ ィ 道路

Iま
L

. i
. t

■

r-

‾

tニ

図4 . 元町ボン ネル フ (t
'

) o o n e r f)

( 3 ) パサ
ー

ジ ュ ｡ シ ョ ッ ピング ･ モ - ル

パ サ
ー ジ ュ は 交通 の 危険や雨の 心配を しない で 買 い 物 で き る カ ラ ス な ど

で屋根 をかけた通り , 抜 け道 の意味である. 1 8 C か ら 1 9 C に か け て ヨ
ー

ロ

ッ パ で流行 したが 1 9 C 後半デ パ
ー

トの 出現に より急速に衰退 して ま た 2

0 C 復活 され た現代 パ サ ー ジ ュ は シ ョ ッ ピ ン グだけ で なく レ ジャ
ー 施設や

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 施設 ､

カ ル チ ャ
ー

施設 な ども備えた コ ミ ュ 二 テ ィ セ ン

タ
ー と して の 役割もも っ て い る と言えよう｡ [ 注 6 ]

シ ョ ッ ピ ン グ ･ モ
ー

ル ( s h o p pi n g m a l l) と い う の は快適で魅力ある歩行者

空間を用意した商店街道路を い う｡ こ の ような概念 の道路整備は 日本 で は

197 8 年に完成 した横浜 の伊勢佐木モ
ー

ル [ 図 5 ] ､ 1 9 79 年 に完成 した仙台

一

番 町買物公園 [ 図 6 ] な どが本格的な シ ョ ッ ピ ン グ ･ モ ー ル と して有名

で あ る｡ モ
ー

ル ( m al l) と い うの は略語 であり英語 で の 本来 の意味は ｢木

陰が多 い プ ロ ム ナ ー ド+ で あ る｡ こ れ が繁華街と して の 商店街に導入され

た ｡ こ の よ うな概念 の商店街 づ く りは ､
1 9 3 0 年代に ドイ ツ の エ ッ セ ン市 の

中心部 で車を通行止 めに した こ と か ら始ま っ た とされ ､ 第二 次世界大観後

には ヨ ー

ロ ッ パ 各地 で本格的なシ ョ ッ ピ ン グ
･

モ
ー ル 街 路が つ く られ た ｡

シ ョ ッ ピ ン グ ･ モ
ー

ル を作る こ とは人間主体 の街 づく り で あ る ｡ 商店街 の

場合 ､ そ の 多く の場合幅員に余裕がなくデザイ ン の 展開に 限界がある ｡ デ

ザイ ン 要素として は舗面 , 路上設置物 で あ る ス トリ
ー

トフ ァ ニ チ ャ
ー

､
ア

ー

ケ ー

ド､ 植栽などに限定されやす い ｡ 限 られ た要素の な か で ､ どの よ う

にすれば商店街 の特徴を活かす こ と が出来るか ､ また は地域性を活 か して

街路整備が可能か と い うこ と が課題となる｡ し か し , 独自性 を強調 しよう

として ､ 多く の種類の要素を狭 い街路空間に展開するとむ しろ美的要素を

害しやす い ｡ 狭 い 空間で あ る場合には ､ む しろデザイ ン要素を限定して特

徴を活かす こ とも必要 で あ る｡

1 0 4
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囲 5 . 横浜伊勢崎モ ー

ル 園 6 . ミ ラノ ガ レリヤ パ サ - ジ ュ

( 4 ) ｢ 象徴通り+ と韓国の ｢ 文化通り+

都市 の代表的幹線道路は ､ 都市 の シ ン ボ ル に なる街路と して象徴通り

(s y m b o l r o a d) と呼ばれる｡ 象徴通りは都市構造 の中軸に なる街路で あり ,

地理的に都市 の中心に位置する場合もある ｡ 沿道 に都市を代表する建築物

が存在する こともあ っ て ､ そ の 都市 の顔 に なる街路 である ｡ パ リ の シ ャ ン

ゼ リゼ通り [ 図 7 ] が例に あげられる ｡

現代 の 市民 は生活 の 中 の 文化活動を願う｡ 都市の住民は近代以後急変し

た都市環境で新し い 通 り の 文化を創り出した o 都市環境 の中にあ っ て ､ 通

り と は公 共地域として市民が平等に使う こ とが で きる 公的財産 で あ る ｡ 韓

国文化観光部が 199 0 年度か ら ｢ 文化通り+ の 指定を始めた ｡ ｢ 文化通り+

は地域の 象徴通り でもある｡ ｢ 文化通 り+ の 現状に つ い て は既報 で詳 しく

論じた ｡ ｢ 文化通り+ は ､ 各地域 の 文化 の 特徴を表すも の と して の象徴通

り で あ っ て , 独自 の 特徴が形成され て い なけれ ばならな い o しか し ､ 韓国

の 多く の ｢ 文化通り+ は文化的アイデ ン テ ィ テ ィ が弱く ､ 独自性が十分に

形成され て い る と は い えな い ｡ ｢ 文化通 り+ を構成する基本要素は ､
｢ 文

化活動+ とそ の 文化活動が行われる物理的空間幕境すなわち ｢ 通 り+ ､ そ

して ､ 文化活動 の 主体となる ｢ 人 間+ で ある ｡ こ の 三要素は通 りを文化的

にするた めの計画と構想 か ら ､ 実際 こ れ ら を具体化するプ ロ グラ ム の 運営

に至るま で , す べ て の 過程 で役割を果たす重要な要素で ある ｡

囲 7 . 左 パリ シャ ン ゼリゼ通り

連
1 4

'

右 ソウル インサ ドン文化通り ｡
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4 . 歩行空間における F S D の 役割

F S B は ､ 道や広場 の歩行をはじめとする各種変通 の機能ならぴをこ舗薗 の

美観に深く関わる ｡ 道や広場における遊び の要素 の導入やサイ ンデザイ ン

とも関連する o 現実 の 整備計画にお い て F S D を考える際に捻 ､ あら か じめ

舗装材 の材質､ 舘装 の 色彩 ､ 舗装パ タ -

ン な どが決められた9 して お 琴 ､

さま ぎまな進め方がみられる o い ずれ の 場合に しろ ､ F S B は街 の 景観に大

きな影響を与えるも の であり ､ きまざまな要件を勘案し的確に計画されな

ければならな い o

都市 の 生活者が舗面を見る視点は大きく分打て次 の 3 つ になる B ①遺 書

広場を歩きながら街 の景観 の申に舗装を見る ､ ② ビ ル の 上階ある い は坂 の

上などか ら街 の景観 の中に舘装を解敢する に こ で は ロ ン グシ ョ ッ トの 限

と呼ぶ) ､ ③道 ･ 広場を歩きながら足元 の舗装を見る に こ で は ズ - ム ア

ッ プの 眼と呼ぶ) o F S D さま図面上 で決められる こ とが多く ､ ② の ロ ン グシ

ョ ッ トの 眼は把握 しやすく常に考慮され て い るが ､ ③ の ズ ー ム ア ッ プ の 眼

は忘れ られやす い と い える ｡

今日に お い て FS D を計画する際は ､ 現代 の デザイ ン潮流に留意する こ と

が 慈要 であると同時に ､ 古典的ある い は伝擁的なFSD の 知識をも つ こ とも

重要 で ある o 欧釆 の 古 い 街路 ･ 広場 ･ 庭 園や ､ 中国 の庭園に様式化きれた

FSD が あり ､ 小舗石や レ ン ガ の 並 べ 方と して伝統的なパ タ
ー

ン が 存在するo

歩道は歩行 の機能以外にも様 身 な機能を要求する o 歩道空間は沿道の建

築物と共に街凝空間 の大きな部分を占め ､ 蔀市空間 の雰囲気を形成する審

市景観形成に大きく影響する要素である ｡ 歩道 には ､ 景観 の質を高める モ

ニ ュ メ ン トなどの 路上施設を設置する空間も要愛され るo [ 図 8
- 1 ] 電

柱 ､ 電話ボ ッ ク ス ､ 郵便ポス トなどの 公共物や防護轍 ､ 道路標識などの道

路附属物が占用する空間ともなる o また バ ス ス テ
-

シ ョ ン [ 函 8
-

2 ] ㌔

横断歩道橋 ､ 地下道入 口など の空間を建探する場合もある ｡ 自転車 の駐輪

設備を設置する場合もある [ 図 8
- 3] o 審市内 の道路をま自動車 ､ 歩行者な

どの 交通 の 目的だけで はなく ､ 都市生活関連施設( ライ フ ライ ン ､ 電 力線 ､

通信線 ､
cÅTV 線 ､ ガ ス 線 ､

上演道管､ 工 業周凍道管､ 土凍道管､ 下永道

管､ 集中暖房管など) の 共益物 [ 囲8
-

4] を設置ずる重要な機能もあ る｡

特 に象徴通撃 で は植樹帯を設置して植栽による美観 の形成と ､ 街路幅員 の

率で の 空間を整備して額性 の ある街路空間を造成する こ とが求められる¢

呈0 6
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機能主義 のデザイ ン が ､ 建設 の 各分野で 主流を占め て い た時期がある ｡

舗装の 分野 で は従来は車道 に レ
ー

ン マ
ー ク

､ 制限速度 , 横断歩道など の表

示が トラ フ ィ ッ ク ペ イ ン トと して描 かれ て き た｡ し か し ､ シ ョ ッ ピ ン グ ･

モ
ー

ル , 駅前広場などに代表され る ､ より 景観 - の 要求が高 い場所 の FSD

にお い て は装飾 の 要素が強く反映する ｡ こ の よ うな道や広場は都市 の中 で ､

新 しく人 の た め の 役割を担うも の で あ り ､ そ の 要求は新し い FS D に より充

足される こ とになる ｡ F S D に お い て 考慮される べ き機能と して ､ 次 の よう

な役割が考えられる｡

( 1 ) 快適な歩行の為の役割

a . 歩 きやすさ : 歩きやす い ､ 疲れない と い う こ とは歩行者にと っ て の 快

適性 を考える中 で最も重要なこ と である｡ 歩行路面 の状態によ っ て 非常に

影響される ｡ また ､ 歩行者が対向歩行者をさけたり , 左 右に振れなが ら歩

行するとき の歩きやすさにも配慮なされなけれ ばい けな い o

b . 安全性 : 滑らな い ､
つ まずかな い と い う こ とが必 要 で あ るo これ も歩

きやすさに つ なが る こ と であり , 歩行路面 の舗装材 の表面材質､ 舗装材 の

固定性 ､ 施工 の状態に影響される｡ 安全に歩く こ とが で き る と い う機能性

に重点が置かれる ｡

c . ク ッ シ ョ ン性 : 歩行者にと っ て 歩行路面 の 足触り ､ 足 の 感触 の ク ッ シ

ョ ン性 は ､ 歩きやす い , 疲れ ない こ と に直接的な関連があるo 歩行 の 機能

性 で の 重要なポイ ン トの
一

つ となるも の で あ るo

d . 視覚的快適性 : 歩行者に視覚的に快適さを感じさせる こ とも重要な要

素 の 一

つ で あ る ｡ 歩行路面 の材質､ 色彩, 形な どに よ り 目で楽 しませ ､ 歩

く の が楽しく なると い う視覚的快適性が求められ る｡

e . 体感性 : 日射 によ る照り返 しなど微気象による体感性 の 問題も歩行者

の快適性を考えるにあ っ た て 重要な こ と で ある D 歩行路面 の材質 の み で な

く ､ 歩行空間構成要素の複合化にお い て 処 理す
べ き今後 の 課題 の

一

つ で あ

る ｡

1 0 7



( 2 ) サ イ ン ､ 標識の 役割

舗面は ､ 各種 の情報を伝達する役割を果たす こ とが あ るo 道標や方向指示

な ど各種標識 の役割をF SD が担 う こ とで 舗装 の表面 に 地域や構内 の 地 団

を示 したり諸施設 - の 方向を指示するも の ､ 舗装に矢印と ｢ ( 対象施設)

ま で
･ ･ ･ メ ー トル+ と描い て 目的地 へ の 距離を表 した も の , 街中に整備

する開発 にお い て ､ 舗 面 にそ の経路を標示するときに , 舗装 の カ ラ
ー

化 ､

道標 と して の 絵 タイ ル な どの 目印を等間隔 に設置 して誘導するも の ､ 入 口

を表示するために ワ ン ポイ ン トの 模様を表すもの , 広 場や 公園 と結び つ く

遊歩道や自転車道路や歩行者道路 の 区分を示すもの , 公 共施設 の所在が分

かるようにするもの などは ､ 舗面 に お い て より詳細に情報伝達 の役割を図

る こ とが可能 である [ 図9 ] 0

@ 9
-

1
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( 3 ) 装飾 ･ 遊 びの役割

t
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領

従来は , 公 共施設 の 計画にお い て遊び の 要素は排除され て い た ｡ 導入さ

れた場合でもささ い なも の にすぎない ｡ 舗装デザイ ン にお い て も同様だ っ

たo しか し, 今日 で は遊び心を前面に出 した FS D も見 られ る ようにな っ た o

遊び を取り入れた FS D の 例 と して ､ ① ワ ン ポイ ン トの 絵タイ ル ､ 金属 レ リ

ー

フ を 配する ､ ②美的 , 遊 び心 の ある造形物などがあげられ る｡ 遊 び の デ

ザイ ン は合理的 であ っ た り定型的で は つ ま らなくなる ｡ 遊び の デザ イ ン を

成功させるには ､ 素朴な心やウイ ッ トが 必要 で あ ろうo [ 図 1 0
-

1 , 2 ]
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図 1 0
- 1 AMSTERDAN 図 1 0

-

2 横浜

( 4 ) 街路の個性､ 地域特性の表現

都市には多種多様 の色や建築素材が満ち溢れ ､ 街 の 景観 の ま とま り をする

必要性が ある o 横浜市 の ように建物 の色彩を レ ン ガ色または茶色系を基調

戸する行政指導の ように 衝 の背景となる基礎的な色を統 一 す べ き で ある ｡

そ の 役割として F S D の い ろと パ タ ー

ン な どは街路景観に重要な の で ある ｡

地域内 の街路をそれぞれ個性的にする こ と で ､ 街 を視覚的にわ か りやすく

する手法がある o F S D にお い て ､ 色彩 , テ ク ス チ ュ ア を街路により ､ あ る

い は街区により少 しず つ 変える ､ 東西方向と南北方向 の街路 で舗装材を変

えるなどの 技法がある ｡ 地域特性 を大切 に し ､ 街や街路 の独自 の魅力を つ

くり出そうとする努力が各地で行われ て お り , 舗装デザイ ン にも地域特性

の表現 の た め の 工夫が見られる ｡ 自然要素ある い は 人文要素と して の 地域

特性か ら ､ 特色ある要素を抽出して視覚的に舗装に表現する o

T
- -

I
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-

‾
'

; I - T ニ - -_辛
) 1 ー_ _ 一 _ - _-

-
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r
～ し ⊥

′
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丁
- ⊥+ 上 :

-
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圃 1 1
-

1 浦安

し

L

園 1 1
- 2 ジ ュ ネ ー プ ( ス イ ス)

( 5 ) 街路景租の連続性を高める役割

日本 の街は不連続性デザイ ン の 街 と い わ れ る こ とが ある ｡ オ フ ィ ス 街や

商店街ではさまざまなデザイ ン の フ ァ サ
ー

ドの 店舗が並ん で い る ｡ そ の よ

うな場所にお い て も ､ 舗装をカラ
ー 化 し統

一 感 の あ る舗装デザイ ン にする

こ と で , 街路景観 の連続性を高め ､
一 体感をよ り強く演出する こ とが で き

る ｡
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車道が自動車 の 走行 の た め の 機能性を有する の と 同様に ､ 歩道に は人

間の歩行 の た め の機能性がある こ と が歩行 の快適性になる o 人 間 の 歩行 の

た め の機能性 を考える場合 に , 舗装材 ･ 施 工 上 の舗装構造など物理的な側

面の み な らず ､ 個性的で親 しみ と潤 い な どの 心理的な側面が歩行空間構成

要素 の複合化によ っ て 醸 し出される こ とに も十分配慮しなければならな い o

路面 の 舗装材 の美観性, 環境演出効果 , すなわち道 の ｢ 用 と景+ を考 える

こ と が重要 で あ る ｡ [ 図 1 2 - 1
, 2 ]

,丁
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5 . 歩行空間の目的別 F St) の 類型

今後 の FS D 開発 の 手がか り と して ､ F S D を空間 の 目的別に ､ 機 の 整理 ･

分類を行う｡ 街路は ､ 空間の 性格によ っ て ､ ( 1 ) 文 化観光地区 ､ ( 2 )

公 園 ･ 休養地区 ､ ( 3 ) 商業地区 ､ ( 4 ) 住宅地区に分類する こ と が でき

る｡ そ れぞ れ の 類型を ､ 韓国 の ｢ 文化通 り+ 各地 区 の FS D を実例と して類

型を分析 した研究報告を既報に記した｡ F S D に は ､ 景観要求と機能要求が

ある｡ 歩道の FSD には , 景観 に関わる視覚的評価要素 ､ 歩行 の快適性に関

わる身体的評価要素 ､ 強度や耐久性に関わる物性的評価要素が ある o また ,

必 要に応 じて ､ 遊び の 要素 ､ 情報伝達 ( サイ ン) 要 素も必 要 になる ｡ そ の

うえ で ､ 地 球環境を配慮した素材選択が行われなけれ ばならない ｡ こ れ ら

の複合的な要求に FS D の 機能が対応する必要がある o 要求は個 々 の 空間環

境の 目的に応じ多様であり ､
F S D はそ の 目的別 に適切に設計されなけれ ば

ならな い ｡ こ こ で は ､ F S D が 空間目的別に どの ような機能で対応する こ と

が必要 で あ る か整理 ･ 分類を行 っ た ｡ 鈴木 の 研究 [ 注 8] によ る ,
｢ 祈願+

｢ 旅行+ ｢ シ ョ ッ ピ ン グ+ ｢休息+ ｢ 健康+ ｢ 水+ ｢ 遊び+ ｢ サイ ン + 8

種類 の 要素に従 い ､ F S D を分類 し空間別 の機能指針に つ い て 提言 す る｡

(1) 祈願の F SD
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道の舗装は , 人 び と 日常生活や軍事的必要で は なく ､ 信仰 の た め の 神さ

まが通う道と して初め て舗装され たと い う説が ある ｡ 初 めて ア ス フ ァ ル ト

舗装が施され たと い うバ ビ ロ ニ ア 王 国の 道は ､ 主神 マ ル ドク に対する賛美

歌をあげながら神殿に向 か う祈祷の道 で あ っ た｡ 祈祷の道 は 人間と神 さま

が出会える唯
一

の 場所 で あ り ､ 厳粛なイ メ ー ジ の 舗装が必要とされる ｡ 日

本 の 知恩院 の例 で は , 単純で力強 いイ メ ー ジ の F SD とな っ て い る [ 図1 3

2 ]
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(2) 旅行 の FS D

古く か ら ､ 交易や軍事 の他に ､ 信仰, 調 査 ､ 観光な どの た め に旅行が

行われ て きた ｡ 現代 の 旅行 の FS D の代表的なもの と して 鉄道駅 の駅前広場

の舗装があげられる ｡ 日 本で は ､ 駅前を中心に街並が形成される こ とが多

く ､ 駅前は地域内 の交通 の拠点ともな っ て い る｡ 駅前に形成され る広場 は

多く の 人 々 が通過 し ､ また集まる場所であり ､ 必要 な情報を容易に得る こ

とが できるように便利さが追求される ｡ ヨ ー

ロ ッ パ は , 市街地 の 教会や市

庁舎を中心と して街が形成され て い る こ とが多い が ､

一

般 には駅前もやは

り繁華街と して にぎわ っ て い る｡ 日本や ヨ
ー ロ ッ パ に お い て 各地 の 中央駅

前広場 の舗装は ､ よく景観的に整えられて い る と こ ろが多 い ｡ 駅前 は歩行

者交通 の 量が多い と こ ろ で あ り , 歩きやすく摩擦 に強 い 素材が使われなけ

ればならな い ｡ 日本や ヨ ー

ロ ッ パ に お い て 調査した場所で は ､ タイ ル ､ 天

然石 ､ イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク が多く使われ て い た ｡ 駅前広場 に , 街

や通り の 象徴を描 い た絵タイ ル や モ ザイ ク タイ ル な どが使われ て い る事例

も少 なくな い ｡ [ 図 1 4 ]

空港タ ー

ミナ ル にお ける舗装には都市 の 玄関として の 停ま い が求め られ

るD 歩行者 の 交通 の 量が多く ､ また カ
ー トな どが用 い られ る場所 で もあ り ､

歩きやすく丈夫である こ とが求められ ､ 素材や石材やタイ ル に よ る舗装が
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多い ｡ 国際空港 で は国の 玄関と して の 風格が求められ , ま た ､ 鉄道駅より

も空間環境 の ス ケ
ー

ル が 大き い こ と か ら ､ 大きな版の 石材舗装が採用され

る こ とが多 い o

(3) シ ョ ッ ピングの FSD

日本 の 各地 に お い て ､ 売上減少 に対して魅力 の ある商店街を つ く ろうと

して ､
シ ョ ッ ピ ン グモ

ー ル 化 の 方策が打ち出され ､ それ に伴う空間環境の

整備が行われ て き た ｡ そ の 際に ､ 自動車 の乗り入れ禁止 ､ 歩道 の カ ラ ー 舗

装化 ､ ア
ー

ケ
ー

ドの 設 置など多角度から の整備を実施 して い る o 今日 で は ､

商店街にみられ る FSD は た い - ん 多様 で ､ 各地 の商店街景観要素として際

立 っ て い る事例が多い ｡ シ ョ ッ ピ ン グの F SD には ､

一 般 に 清潔感が必要と

され る｡ 舗装材は ､ 数多く の歩行者交通に耐えなければならず ､ また歩き

やす い こ ともた い - ん重要 で あ るo そ の う え で ､ 構成する商店 の 規模や種

類 ､ タ ー ゲ ッ トになる顧客層 ､ そ の 通 り の 歴史な どを考慮してデザイ ン さ

れ る必要がある｡ シ ョ ッ ピ ン グ の FS D は , 他 の 公共空間の FS D よ りも先鋭

的で ある こ とが多く ､ 世界的に有名な優れた F S D が生み出されると い える o

筆者 らが調査 した中で ､ ミ ラノ の ガ レ リア と横浜 の伊勢佐木 モ ー ル の FS D

が代表的な優れた事例と い える ｡

#
.

叶
■

■′

図1 4 S W E D E N m al nlO e S t a ti o n

周 1 5 - 2 日 r o m o ∩

( 4) 休息の FS D
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人が安らぎを感 じ休息する場所と して ､ 都市 の 屋外にお い て代表的な場

所は公園と い え るo 公園は ､ 大 きく自然公園と都市公園に分けられ ､ そ の

他に 公園緑地 ､ 緑道 な どが ある Q ( 図 1 6 )

休息場所 の舗装は ､ 歩きやすさを追求する こ と より ､ 必 要 な安全性を満

たした上 で ､ あ る程度 の 変化 , 心 の安ら ぐ配色が要求され る o 舗装材と し

て は ､ 公 園 の 雰囲気や環境 ､ 周辺 の 緑地や施設 などと調和を成す 必 要 が あ

る｡ 日本 の 緑 が多 い 公園で は , 土 ､ 石 ､ 木な ど自然の素材を活 か した舗装

が多 い o 日本 で は多様な舗装材が発達 して お り ､ 砂利舗装 ､ ク レイ 舗装,

洗 い 出 し コ ン ク リ
ー

ト舗装 ( 表面 には め込 ん だ骨材が現われる天然感 の あ

る舗装) , 木煙瓦などが使われる こ とも多い ｡ 遊ぶ た め の 施設が多い 公園

で は , 比 較的強度 の高 い ア ス フ ァ ル ト舗装や コ ン ク リ ー ト舗装に自然 の色

感を着色した反剛性舗装 ･ 脱色ア ス フ ァ ル ト舗装などが使われ て い る こ と

があ る ｡ ま た , 噴水や モ ニ ュ メ ン トの ある広場 で は ､ イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グ

ブ ロ ッ ク舗装 ､ タイ ル 舗装などが多く使われ て い る ｡

休息場所 の舗装として は ､ 東京世田谷区 の 用賀プ ロ ム ナ
ー

ドは ､ そ の 地

の 由来 の ある歌詞などを舗装に書き込んだ遊戯性を持 つ良 い事例 で あ る｡

シ エ ナ の カ ン ポ広場も粘土ブ ロ ッ ク に造成され , 人 に安らぎを与える素晴

ら し い休息 の FSD と い える ｡

(

_ i

由
‾
1 6 新宿M O A 街 図 1 7 ス トクホルム シチ ホ

ー

ル

( 5 ) 健 康の F S D

舗装 の機能と して ､ ほ とん どの 場合は走りやすく歩きやす い こ とが評価

される ｡ し か し ､ む しろ歩きにく い舗装が必要な場所もあり ､ 使わ れ る方

法によ っ て 評価は違 っ て くる ｡ 足 は第二 の 心臓と い われ る ｡ 裸足 の 足裏を

刺激する こ とは身体に良い こ と と知 られ て お り , 凹 凸 の ある舗装道路を歩

く こ と は ､ 大脳 を刺激 して 血液 の循環を良くさせ る｡ 大き さ の違う石や丸
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みを帯びた先長 の 石 や太 く て 丸 い 石 な どを配 列 した舗装が健康 の た め の 遊

歩道路として行われ て い る ｡ ( 図 1 7)

(6) 水の F SD

ウオ
ー タ ー

フ ロ ン トの 舗装は ､ 河川や 浜辺 の 水に 対する景観的な調和 ､

波や水 の 浸水に対する強さ ､ 濡れ た時 の安全性な どが要求されるo 基礎は

コ ン ク リ
ー

ト舗装 で あり ､ 表層は景観を考慮 して 石版舗装やタイ ル 系統 の

舗装が多い o 表層 の 舗装材は抵水流や波に抵抗する強度が必要で あり , 比

較的厚 い材料が使われるo 水 の FS D の な か で 遊び の F S D が あ り , ウイ ッ ト

が あ っ て ､ 子 供達 の遊び心を引き出す配慮が求められる｡ 遊び 心 を引き出

す配慮で歩行者専用道路に水遊び施設を導入 した事例がある ｡ [ 図 1 8 ]

空叫

図1 8
-

1 y ok o s uk a

＼ ＼

二払

L>

-

囲 1 8
- 2 PARLS PONPID UCE N TER

6 . 歩道の舗装材と舗装エ法

舗装に求められ る機能は ､ 歩行性 ､ 走行性 ､ 施 工性 ､ 維持管理性 ､ そ の

外に快適性 , 周辺環境と の調和などがある c また ､ 路面 の 平坦性 , そ の 空

間 の性格を表現する雰囲気演出致果 ､ 放射熱 ･ 雨水 ･ 挨 ･ 騒音などを調節

する環境調節 の機能性も重要 で あ る ｡

歩道舗装には ､ 歩きやすく で択適な路面を提供する こ とが求められるo

歩きやす い と い う の は ､ 歩行路と して に 必要な基本要件 で ある ｡ 快適性は

歩道の性格やデザイ ン モ チ
ー プ と関係する創造的要件である ｡ 歩きやすく

快適な歩行に必要な路面材と して の 舗装の条件 の なか に ､ ク ッ シ ョ ン 性 ､

体感性 , 快適性が求められる ｡

舗装工法 の仕組み と舗装工法によ っ て 異なる舗装材は次 の通り で あ る

( 1 ) ロ ー リ ングエ法 ( 平滑系舗装)

ロ
ー

リ ン グ工法は現場舗装とも呼ばれ るo ロ
ー

リ ン グ 工 法で施 工され る

舗装材は ､ ア ス フ ァ ル ト材, コ ン ク リ
ー

ト材 な どが ある o 街路を飾る舗装
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の 種類は多 い o そ の 中 で単独 に多く使われ て お り ､ また他 の 表層素材 の ベ

ー ス と して も使われる の が ア ス フ ァ ル ト舗装と コ ン ク リ
ー

ト舗装 で あ るo

ア ス フ ァ ル ト舗装は黒色系で あり ､
コ ン ク リ ー ト舗装は白色系 の表面を し

て い る こ と か ら ､ それ ぞ れ黒舗装と自舗装とも呼ばれる o

a . ア ス フ ァ ル ト系舗装

ア ス フ ァ ル ト舗装は表層混合物 の 骨材 の 大きさや材料 の配合に よ っ て 表

層 の厚さを 2 c m 程度 ま で薄く できるo した が っ て 交通荷重が少な い場所に

お い て は ､ 表層 の 厚さを薄くする こ とが 可能 で あ っ て 経済的 で あ るた め 一

般的 によく使われる舗装で ある ｡ ア ス フ ァ ル トの 色 が黒色な の で ､ 景観舗

装用 で使う時は ､ 顔料を混入 して着色する方法 , ア ス フ ァ ル ト混合物にカ

ラ
ー 骨材を混入 して着色する方法 ､ ア ス フ ァ ル ト舗装の表面にカラ ー 骨材

をチ ッ ビ ン グする方法 ､ ア ス フ ァ ル ト舗装表面 に塗料を塗る方法などが行

われる [ 図 1 9 ] ｡ ア ス フ ァ ル ト舗装を車道 で佳う の は 一 般 的 で あり ,

路盤 で は再生砕石 を使う のも多くな っ て い る ｡ ア ス フ ァ ル トの 黒色を色抜

きして骨材の 色を出した脱色 ア ス フ ァ ル ト舗装は高価だが色合 い が 良い の

で 園路などに使われて い る｡
一

部で は透水機能を待 っ た ア ル フ ァ ル ト舗装

も使用され て い る｡ 透水性舗装は ､ 舗装と路床を通 じて 雨水や散水を地下

に排水 して 地中に浸透させる こ とに よ っ て 水害を防止 し地下水を海養する

こと を 目的とする｡ 透水性 ア ス フ ァ ル トの 施 工方法は
一

般 の ア ス フ ァ ル ト

と同 じであるが , 透水機能 の た めア ス フ ァ ル トの 表層が多孔質の構造にな

っ て い る [ 注 7 ] . 構造的に間隔がある こ と か ら強度は弱く ､ 車道 に使う

と車 の荷重によ っ て は舗装の寿命が通常 の 半分ほ どになる こ とも あ る｡ こ

の た め ､ 現在 はま だ車道に透水性舘装を施 工する こ と は出来ない た め ､ 重

い荷重が積まれな い人 の歩行空間に透水性舘装が使われる o

く中土乎E 〉(せ普
A

3 )

ユくt].[音-智 主音 早発性絹3･い 吉, m
い郎土吾

■

r

-
'

j c m

→--

J
' 5 a '”; ' C- 卿) 1 5亡m

国 1 9 0 s a n ( 韓国)

< ア ス フ ァ ル ト> 上 : < 半 Pl性舘装 > 中 : < ア ス コ ン > 下 : < クラシ ャ〉
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b . コ ン ク リ
ー

ト系舗装

コ ン ク リ
ー

ト系舗装は ､
コ ン ク リ - 卜舗装 の 外に ､ 豆砂利洗 い出 し舗装 ､

玉石挿入舗装などを含む o コ ン ク リ
ー

ト舗装は費用 が 安く て施 工性も良 い

こ とか ら､ 公 園 の苑路や自転車置き場な どに使われ て い るo 表 面 の 仕上げ

には金属や木筆などで コ ン ク リ ー トの 表面 にテ ク ス チ ェ ア を つ ける仕上げ､

コ ン ク リ
ー

ト表 面 に石 で パ タ ー

ン を作 る仕上げがある ｡ 豆 砂利洗 い 出 し舗

装は , 苑路に使われたり池や水 の あ る場所 の床材料 に よく使われる ｡ 豆砂

利洗 い 出しの種類や大きさによ っ て 各種 の洗 い 出 し舗装がある ｡ 断面構造

は使用場所 の路盤 の状況によ っ て 異な っ て く る ｡ 玉 石 が使われた舗装は ､

コ ン ク リ
ー

ト の 上 に 厚 さ 20 m m 以上 の モ ル タ ル を塗 っ て 玉 石 を平 滑に な る

ように埋め て セ メ ン ト ペ ー

ス トを仕上げるo コ ン ク リ
ー

ト舗装は施 工 して

か ら通行可能になるまで に か か る時間が長 い こ と ､ 温度に よ っ て膨 脹収縮

が大き い た め 目地が必要となる ､ 補修 が 困軽などの 欠点があるもの の ､ 大

きな荷重に耐える強さと耐久性と い う利点がある [ 図 2 0 ] a

茅

†､ > ｢
l
l

-千

_
+

図 2 0 玉砂利洗い出し白菜

< 洗い 出しコ ンクリ ー ト諸芸> 上 : コ ンクリ ー ト< 洗 い 出し仕上げ> 下 : 太 い砕石

( 2 ) ブロ ッ ク系舗装工法

ブ ロ ッ ク系舗装はブ ロ ッ ク 状 の 材料を敷き つ めて ､ 表層 と して使う舗装

で ある｡ 板石を使 っ た 石畳舗装は古代か ら使われ て い るQ 煙 瓦 を使 っ た舗

装も ヨ ー

ロ ッ パ で は広く使われ て い る o ブ ロ ッ ク舗装は 三層 の構造を して

おり ､ 最下部は下層路盤 ( 路床) にな っ て い る｡ そ の 上 に砂を使 っ た ク ッ

シ ョ ン 層を設置 し路盤 の 凹凸やブ ロ ッ ク の 厚さを調整する ｡ そ の 上 に ブ ロ

ッ ク が敷か れ る ｡ ブ ロ ッ ク 間 の 目地 の 充填材は
一

般 に ク ッ シ ョ ン層 と 同 じ

砂が使われる ｡ ブ ロ ッ ク系舗装は′トさく独立 したブ ロ ッ ク を敷き詰めたも

の の た め , ブ ロ ッ ク の 材種や配置によ っ て 各種 の模様 パ タ ー

ン を作る こ と

が できる｡ ブ ロ ッ ク と して ､ 自然石平板 ､ 粘土 ブ ロ ッ ク ､
コ ン ク リ

ー

ト平

板､ 軽石 ブ ロ ッ ク , イ ン タ ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク な どが 用 い られ る ｡ プ ロ
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ッ ク系舗装でブ ロ ッ ク を多数敷き詰める際 に機械を使う こ と は発 しく 人 手

によ る施工 に な らざるをえな い ｡ そ の ため ロ ー リ ン グ系 の 工 法 に較 べ る と

施 工 コ ス トは高くなる ｡ しか し､ 掘り返 した後 の補修 の 際にブ ロ ッ ク の 再

利用が可能 で あ る こ と は利点 である o また ､ 施 工 後に即座 に歩行可能とな

る長所がある D

ブ ロ ッ ク 系舗装 で は歩行 の快適性を確保するために ､ 目地 の 間隔 をでき

る限り′トさく しブ ロ ッ ク ごと の 段差が発 生 しな い ように仕上げる必要があ

る｡ 歩道 の端や マ ン ホ ー

ル な どの 周囲 の部分で は ブ ロ ッ ク の 仕 上げが滑ら

かに整理され な い場合がある ｡ こ の よ うな部分の 処 理 に お い て ､ 丹 念な施

工 上 の気配りが必要 で あ る｡

ブ ロ ッ ク 系舗装には , 各種平板舗装 ､ イ ン タ
ー

ロ ッ キ ン グブ ロ ッ ク舗装

[ 図 2 1 ] ､ 煙瓦 系舗装 ､ 各種セ ラ ミ ッ ク ス 舗装 , 敷石舗装などがある｡

平板 に は ､ コ ン ク リ
ー

ト平板 ､ 豆 砂利洗 い 出 し平板 ､ 石 平板な ど各種 の平

板がある｡
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< 早 司 王 不 帝 布 >

′ 三 叫.
Jtt > (
.
C - 4 0■) ヰO ⊂ Tn

く三亡 せ 路 床 >

園 2 1 . y e oj u ( ヰ国)

く高圧セメ ン トブロ ック : イ ンタ ー ロ ッキ ン グブロ つ ク >

上 : < コ ン クリ ー トブ ロ ツウ >

中上 : くサ ン ドクッ シ ョ ン >

中上下問 : < 不稚布>

中下 ; < クラシャ >

< 路床 >

6 . F SD の 造形 に つ い て の考察

歩行者空間における快適な歩行と街路景観を高める歩道舗装 の造形に つ

い て考察す る｡

6 . 1 . F SD の基本技法

歩行者の動線は線を描く｡ 歩道は幅を持 っ た線ある い は面 と して存在す

る o 歩行空間は線的要素と面的要素に分類される ｡ 線的要素は , 歩道 , 遊

歩道 ､ 散歩道 , 緑道な どに主に展開される ｡ 歩行はそ の 動的性格 か らほ と
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ん どの場合 に線的な要素で成り立 つ ｡ 歩道 の 舗装は ､ 舗面 を保護強化 し ､

平坦性を高め ､ 変化す る気象環境 - の 耐候性 を持 つ ように , 適切な材料 の

選択がなされなければならな い ｡ ま た ､ 歩行者 の利便性と快適性を確保 し ､

より 向上 さ せ る こ とが求められる o 面 的要素は広場にお い て 主 に 展 開され

る o 広場 は多く の 人 々 が集まり ､ 滞留する空間で あるo 動的な行動が主体

の歩道と違い ､ 休 息など静的な行動 の側面が 強 い ｡ 単に 移動 の便利さだ け

で はなく ､ 多様なパ タ ー

ン を取り入 れ た視覚的な満足感が要求される ｡

F S D 基本 要素として 一 般 に次 の技法があげられる ｡

(I) 対称

対称には線対称 ､ 点対称 ( 回 転対称) が ある ｡ 線対称は整然と して い る

印象を与え , 点対称はダイナ ミ ッ ク な構成になる ｡ 世界的にみ て も､ リ ズ

ム 要素とともに舗装 パ タ ー

ン の なか で最も多く使われる技法 で あ るo

[ 図 2 2
- 1

,
2 ]

園 2 2 - 1 . ス トックホルム

(2) リズム

図 2 2 - 2 . コ ペ ン ハ
ー ゲ ン

F S D に お ける リ ズ ム は ､ 歩行者に楽 しさを与える｡
一 番 単純なリ ズ ム は

モ チ ー

フ を繰り返す こ と に よるもの で , 歩道 の軸線に沿 っ て 等間隔に線 ､

四角形 ､ そ の 他 の パ タ
ー

ン を繰り返す o 広場 にお い て も同 じ型や文棟を水

平または垂直方向で繰り返 した パ タ ー ン はリ ズ ム感 が あ っ て 整然と した印

象を与えるQ ラ ･ デ フ ア ン ス 広 場 ( パ リ) の ような定型 で はない 不定間隔

による動的な パ タ ー

ン 表現もリ ズ ム 感を表現する｡ [ 図 2 3
-

1 , 2 ]

;i
''
-A; ●

L
'

= - こ上 ‾
-

- ' ;:

轡
‾‾
二
:

園 2 3 -

1 . ブ レ ー メ ン

i
国 2 3 1 2 . パ リ ､ ラ

･ デ フ ア ン ス 広蛾
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( 3) グラデ
ー

シ ョ ン (漸移)

図形 の 大きさ ､ 色 の 明 るさ ､ テ ク ス チ ュ ア ､
パ タ

ー

ン の 密度など の要素

を段階的に変化させる形式で ある ｡ グラデ
ー

シ ョ ン は明度や色相 の変化に

よ っ て 方向性を生み出す [ 図 2 4 ] ｡

- -
r I

･ ■1 ■ ,

1

園 2 4 K o r e a D a c g u Oly m pi c St ad lji u m

6 . 2 . FSD の 造形要素

FS D の 造形要素は形態 ､ 色彩 ､ テ ク ス チ ュ ア か らな る ｡ 形態は ､ 点 ､ 線,

面 の 構成要素を持 つ ｡ 形態 の 構成は , 垂 直線 ( 崇高な感 じ) , 水平線 (安

定感) ､ 斜線 ( 不安定 , 動線) ､ 円錐 ( 緊張 ､ 抱擁) ､ リ ズ ム 性 ( 軽快性) ,

黄金分割と秩序性 ､ 環境調和と造形性がある ｡ 舗装パ タ ー

ン の 形態類型 で

は伝統的形態 , 現代的形態 ､ 具象型 ､ 抽象型 ( 幾何学的 ､ 有機的) , が あ

る ｡ 舗装素材は多種多様だがそれぞれ特性があり ､ 舗装する場所 の歴史や

環境などに配慮して 用い られ なければならな い o 歩道や 広場はそれぞれ目

的を有して お り ､ そ の 目的を具現するため の合理性が求められる ｡ 歩道 や

広場は人間生活に密着したも の であり , 安 らぎを感 じられるようにする こ

とが大切 で あ る ｡ F S D は こ れ ら を演出する重要なア イ テ ム で あ る ｡

(I) 形態

通り の軸線に平行に描かれた直線は強 い方向性 を現わ し , 軸線 と直角 に

等間隔 で描 か れ た直線はリ ズ ム を持 つ o 広場 に措 かれ た平行線は安定感を

形成し空間に方向性を与える ｡ 直線は ダイナミ ッ ク な動きを表す ｡ 通 り の

軸線に対して曲が っ て い く曲線は柔ら か い リ ズ ム を感 じさせる ｡ 同
一

形 態

の 三角形を繰り返す パ タ
ー

ン は強 い 方向性を現わし ､ 四角 形を繰り返す パ

タ ー

ン は整然と した安定感を持たせる ｡ 他 にも ､ 格子型 ､ 菱模型 ､ 煙 瓦型 ､

角型 , 扇形型など､ それ ぞ れ特徴を持 っ た印象を与える ｡ ス トライ プ パ タ

ー

ン は整然と して い て リズ ミ カ ル な印象を与える [ 図 2 5 1 1 ] o 広場 に

おける円 の パ タ
ー

ン で は ､ 古典的に広場全体を同心 円と放射線で構成する

ときは強 い 求心性を持 つ o どん な形態 でも繰り返 L / i タ
ー ン と して 直線状

に並 べ れ ば方向性を持 つ ｡ ロ
ー

マ の カ ン ピ ドリオ 広場にあるミケラ ン ジ ェ
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ロ に よ る星模様 の楕円形 で構成された放射形態 のデザイ ン は ､ 強 い 求心性

を持 つ 好例 で ある [ 図2 5
- 2] ｡ 不規則な形態によるデザイ ン は ､ 視覚的に

歩行 の リ ズ ム を混乱さ せ るなど難 し い モ チ
ー プ に なる ｡ 絵タイ ル や レ リ

ー

フ な どが舗面 の ワ ン ポイ ン トア クセ ン トと して使われる o 広場 な どで ､

一

部に 地図の 具象的な図が描かれる事がある ｡ た だ し ､ 広場な どの 全体 の舗

面を具象的な図柄とすると稚拙なもの に なりやすく ､ 品格が感 じられな い

も の とな りやす い ｡

国 2 5
-

1 S e o ul 圃 2 5
1 2 r o m 8 C a m p i t ol i o p l a t z

( 2) 色彩

古くから の ヨ ー ロ ッ パ の 街路で多く の種類 の′ト舗 石 を交ぜて 用 い る舗装

がみ られる ｡ こ れ は ､ は っ き りと した カラ
ー 舗装 で はない が ､ 石 の 固有色

によ っ て素朴だがカラ フ ル な表情を持 つ ｡ 近年 はさまざまな舗装材が開発

され て お り , 例 えば赤色 の舗装にお い て も､ 繊細な色相 ､ 明度 ､ 彩度 を変

え , 多く の 種類 の色を準備する シ ス テ ム 化製品がある ｡ また , 低明度 ､ 低

彩度の色彩 の舗装材も揃 っ て きて お り , 安定感 の ある配色も可能にな っ た ｡

舗装材 の色彩は単に製品 の色 で判断できるもの でなく ､ 施 工 後 の 退色 , 拷

さ の 目立ち方 ､ 雨が降 っ た ときの濡れ色などに留意しなけれ ばならない ｡

舗面 の 色彩計画と して は , 色相 ､ 明度 ､ 彩度を自然素材に近 づ け る こ と

が落ち着い た環境を形成 しやす い ｡
一

般的な色相と して , 白 ､ 淡 い 灰 色 ､

淡 い黄色 ( ベ
ー ジ ュ - イ エ ロ

ー サ ン ド色) 系 の 三色 の配色が基本となる｡

原色を使用する場合は低彩度にして ､ 使用する色相の 種類は限定する｡ 周

辺 環境と調和を成す配色を心がけ ､ 路面だ けが 目立 つ ような華美な色彩は

避ける. 道路標識物などと同系色 にならない ように注意が必要 で あ る o 歴

史的性格 の強 い 通りは ､ 周囲の 環境に対して控えめな色相を使う こ と が望

ま しい
｡ 陽光 の強い地域で は ､ 白色 の舗装は反射が強く て 舷しく , 土色系

は反射が少な い こ と を考慮 して検討する こ と が大切で あ る ｡
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一 般 に ､ ベ
ー ジ ュ 系や ブ ラ ウ ン 系 の 色に統 一

され た街路は沈着 で安定感

の あ る暖 かさが感 じられ る o ( 図 2 6 -

1 ) 白色 を基調 に した街路は明 る

い通り を形成 し､ 強 い 日 差 しや海 の 色とよく調和する ｡ ア テ ネ の ア ク ロ ポ

リス の 大理石舗装などが代表的な事例として あげられる [ 図 2 6 - 2 ] o

煙瓦色な ど深 い色合い の 街路は安定感と重厚さが感じられる ｡ 日 本 に オ ラ

ン ダや ス ペ イ ン な ど実在する他国をイ メ ー ジ した テ
ー

マ パ ー

ク が あ り ､ そ

れ ぞれ の 国 の 空間環境を再現する様な色や形態を用 い て い る ｡ 長崎 - ク ス

テ ン ポ ス で は粘土ブ ロ ッ ク を主体に 建物と床を構成 して お り沈着な雰囲気

を感 じる こ と が出来る ｡

国 2 8
-

1 横浜

i
'
L
I

L

}

･

/ i .
l

L _
I

I
.

ー

ヽ
ゝ

モ

図 2 6
-

2 A T E N E

(3) テク ス チ ュ ア

テ ク ス チ ェ ア は , 材質感を い い舗装材 の 表面 の 状態 の こ とで あ る｡ テ ク

ス チ ェ ア は ｢触覚的テク ス チ ュ ア+ と ｢ 視覚的テ ク ス チ ュ ア+ で 分け て捉

える こ と が できる [ 図2 7 - 2 ] 0
｢ 触覚的テ ク ス チ ェ ア+ は接触する

こ とに よ っ て感じられる材料 の表面状態をい う｡ 舗装材 の場合は ､ 舗装材

の表面 の状態を靴等を通 して感 じる こ と になる｡ 滑り やすさやク ッ シ ョ ン

性も含む o 例 えば ､ 木煙 瓦 と石 と で は ､ 木煙 瓦が 石 に較 べ て か な り柔らか

い感触を得る こ とが でき ､ 石 は荒く硬質に感じられる｡ ｢ 視覚的テ ク ス チ

ュ ア+ は 目 で見て感じられる材料表面 の状態をい う ｡ 同 じ材料で も加 工方

法によ っ て は ､ 凹 凸 ､ 肌 理 の 細 かさなど表面 の状態は違う｡ 木 ､ 石 ､

コ ン

ク リ ー トな ど各材料固有の材質感は視覚的に 区別する こ と が で き る ｡ 近年

は ､ 大理 石 の ようにみ える コ ン ク リ
ー トブ ロ ッ ク , ま たは布 の ように 見 え

る磁器質タイ ル 等､ 他 の 材料の テ ク ス チ ュ ア を感じさせる材料が開発 され

て い る｡ 舗装 の テ ク ス チ ュ ア は , 周 辺 の 建築と の調和を配慮する必要があ

る ｡ 二 種類以上 の舗装材 を使えば組合せと して の新 し い テ ク ス チ ュ ア が 作
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られ る｡ 単
一

の 舗装材を用 い る場合で も､ 配 列 や接合を変える こ と で テ ク

ス チ ェ ア に変化を与える こ とが で き る [ 図 2 7 - 1 ] o

ま た ､ テ ク ス チ ェ ア は , 舗 面 の機能性 に影響す るo 石材 に お い て ､ 表面

の テ ク ス チ ェ ア の違い は , 水に濡れ たとき の 滑り やすさと関連がある ｡ 平

滑な表面仕上げ の 石材舗装は ､ 雨 に 濡れれば滑りやすくなる の で使用を避

けた ほ うが良 い ｡ 磨 かれ た平滑な面は ､ 安全 に配慮したうえで ､ ワ ン ポ イ

ン トデザイ ン で使う場合がある ｡ 石材 の 表面 を荒く仕上げれば . 滑 り にく

くなる [ 図 2 7
-

3 ] o 筆者 らがア テネ の 石 の 舗装路を歩 い た際 ､ ア テ ネ

には稀な降雪があり大理石 の街路は滑りやすく て歩き難か っ た o しか し ､

テ ク ス チ ェ ア が ある部分の歩行 は容易 で あ っ た｡

鞍

園 2 7
1

1 B r 8 m e n 国 2 7
-

2 K o r o a K U R O 図 2 7 - 3 A T E N E

8 . まとめ

こ れ ま で ､ F S D は ､ 土木 ､ 建築分野 で技術面や材料面を中心に研究が な

されて きた｡ 本章で は歩行者空間 の FS D に つ い て , 歩行者に影響を及 ぼす

感性面の ありかたに つ い て の 整理 ･ 検討を行 い 以 下 の 内容を結果として導

出した ｡

歩行者空間にお ける F SD で は ､ 安全 と楽 しさを与える こ とが第
-

で あ るo

そ して ､ 良好な景戟 の創出と周辺環境と の調和を目指し地域性表現 の ため

の 色や文様などに配慮がなされる こ と が必要 で あ る｡ 地域性を表現するた

め の景鶴舗装と して は ､ ブ ロ ッ ク舗装 工法が素材面 で多様 で あ る こ と か ら

デザイ ン展開 の 可能性が高く ､ そ の パ タ
ー

ン の つ く りや す さや補修性 の高

さから施工面 でも適切と い え るo

これ か ら の 時代 の F S D に は ､ 親環境的な配慮が強く求められる ｡ 親環境

の舗装材には ､ ま ず , 生産- 流通 - 施 工 一 便用- 廃棄に 至る ま で の ライ フ サ イ

ク ル に お い て 地球環境に低負荷である こ とが求められる ｡ そ の う えで ､ 景

観面 で周囲の 自然環境と調和 しやす い こ とが 大切 となる D 近 年 で は ､ 都市
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化 の逮展によ っ て 発生する諸問題をこ対処ずる 三 とも重要で あり ､ 夷雨 で の

冠永や ヒ
-

トア イ ラ ン ド対策と して透永軽率保永性が求められるo 伝紋的

な舗装材で あり自然 の 素材から出来て U る 石材母粘土ブ ロ ッ ク材を 鄭 ､ た

舗面 の施 工が ､ ア ス フ ァ ル ト舎甫装 ロ -

リ ン グ工法など比較したときに ､ 親

環勢睦が高い ｡ 現地調査か ら ､ これ ら の舗装が ヨ 一

日 ジ バ 尊 日本にお い て

多く使用される こ とが わか っ たo 韓国に先行する舗装の歴史 の申 で培われ

た知恵が生かされ て い るもの と い える ¢

F S D を通 して ､ 適当 に個性あるイメ -

ジを醸成する こ と が望ま しい o 象

徴的な通りにお い て は ､ 歴 史､ 文化などを感じさせ る各地域特有 の葡性を

適切な方法によ っ て 表現する こ とが求められる o 舘装材に地域的な生産物

を用 い て ､ 個性を表す方法が考えられる o 例と して ､ 海岸地域で貝穀を利

用したり ､ 陶滋寒村にお い て陶磁器破片利属したり ､ あ る い ほ ､ 済州島 の

ように玄武岩が産出される場所で の 地域産品 の積極利用 ､ 森林地域にお け

る木材 の舘装利用などがあをずられる o

本章に で は ､ 実地調査から得られたデ ー

タ に基づ い て ､ 歩行者空間 の 目

的別 の機能と役割により ｢ 祈願+ ｢牌行+ ｢休息+ ｢健康+ ｢ 永+ ｢ シ ョ

ッ ピ ン グ+ の FS D を類別 したo 提示 した FS D 分類は ､ F S D 計画 の ひ と つ の

指針として活用可能 で ある 8 ま た ､ 地域的､ 親環境的 F S D 開発 の た め の よ

い 参考となりうるも の である｡

F S王) は ､ ハ
-

ド面 (舗装施 工技術面) の 計画にと どまらず ､ 通 り全体 の

調和を成す ソ フ ト面を創出する こ とが重要 である o 歩行空間妄こお け る F S

D の 役割 と して街路景観 の連続性を高める役割がある o 競
ー 感 の ある F S

D によ っ て 色んな形 ､ 色 で複確な街路景観に
一

体感 を与えて街路景観 の 全

体イメ ー ジを決定する重要な要所であるo 街路景観 の全捧 の調和 の た めをこ

植樹 ､ 防護柵 ､ 照明など歩道舗装周辺 の道路附属物ならびに車道にも監慮

しなをテればならない o

韓国にお い て FSD 開発 の 今後 の課題を指揺するo 現在は ､ まだ多く の街

路開発 で は舗面計画 で単に廉価牲が優先されて い る｡ F S D に つ い て の 十分

な検討 の な い ま ま ､ 廉価なセ メ ン トある い は コ ン ク リ
-

トの イ ン タ
-

ロ ッ

キ ン グブ ロ ッ ク の 使用が選択きれて しま っ て い る¢ ま た各種 の 必要から ､

道路が頻繁に揺甲返され ､ そ の 度に舗装が行われて い るo 単に施工時 の ヨ

ス トの み で舗面 の 計画がなされる べ きで はなく ､ 歩行者の快適性 の 向よを

ふまえたうえで ､ 機能 ､ 美観､ 環境対応 ､ 経済性などを総合的蔓こ検討して

1望3



FS B が計画きれな汚ればならな い e 韓 国をこお い て は ､ 通り の 景観や FS 日暮こ

対する市民意識 の高ま哲が求められる e 道路づくりに関わる行政関係者ほ ､

F S D に関する詳 しい知識を有して ､ 高まる社会要 灘 こ応 える よう道路計画

を進め て い かなければならない ¢
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終章

韓国に おける地域特性に対応 した FS D 8) 方針



1 . 韓国 にお汁る FSB 開発の課題と指針

FS D の い ちばん重要な役昏j は ､ 快適な歩行者 の空間作り であり ､ 街路景

観 の連続性を高めて地域 の アイデ ン テ ィ テ ィ を形成する こ と であると患うo

パリ ( フ ラ ン ス) の ラ ･ デ フ ア ン ス 広場 の 粘土ブ ロ ッ ク の 自由な球面パ タ

- ン は ､ 周辺 の 芸術彫刻作品と建築などと 一 体化する こ と で ､
` `

芸術 の 街
'き

と して の パ リを象徴して い ると い える｡ イ タ リア の ポ ロ
-

ニ ヤ は ､
"

ポ ル

テ ィ コ
”

と い う建築様式で知られて い る o
"

ポ ル テ ィ コ
' '

とは ､ 町 中に蒙

り巡らされた歩行者専用 の 回廊 であり ､ 通路 の FS D は実に多様 で ある o 地

域 の個性 とア イデ ン テ ィ テ ィを醸成して い る好例 であると い える o

こ の ポ ロ
-

ニ ヤ の 例 をみ る ま でもなく ､ 健界 の観光名所を通覧すれば ､

ほ とん どの 地域にお い て儲性的 で差別イヒされ ア イデ ン テ ィ テ ィ を形成する

FS D の 事例を見る ことが出来るo 本研究 の調査結果からは ､ 地域における

FSD の 個性表現 の多くは ､ 地域の遺物 ､ 遺跡などを表現した絵タイ ル ､ 太

極模様に代表される文様などで ある こ とがわか っ たo 地域性を感じさせる

絵柄や パ タ ー ン の 表現を各地域で産出される舗装材斡 ( 素郷 を使属する

こ とが
一 般的 である o

イ タリア の 宗教建築物で しばしば見られる舗面 パ タ
ー

ン は ､ 宗教的空間

として の 差別化を通じて神聖な空間を演出する の役割を担 っ て い る8 シ ュ

ナ の教会の舗面 パ タ
-

ン とヴ ェ ネチ ア の サ ン マ ル コ 広 場 の幾何的な舗面パ

タ
ー

ン はそ の 代表事嗣であると い えようo
-

方 ､ ミ ラ ノ の エ マ ヌ エ
- レ 2

世ガ レ リ ア は ､ 商業空間における FS D の代表的事例と い える o 大理石 府 パ

タ
ー

ン に よ っ て ､ 高級な績鍛を敷き吉めたような空間を演出する効果があ

り ､ そ の 場所を訪れ る歩行者に芸術的な空間に対する敬意を起 こ きせ ､ ま

た ､ 美の 中に身をおく こ と の 喜び を提供する o ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ の デザイ ン

によ る ロ
-

マ ( イ タ リア) の カ ン ピ ドリ オ広場 の舗面 パ タ
ー ン は ､ 周 囲の

建築空間と
一

体 とな っ て完壁に差別化された地域的イメ
ー ジ と歴史性を伝

達して い る ｡

こ の ような先達事例 の調査と比較研究を通じて ､ 韓国 の伝紋的で 固有の

舘装素材を開発 し､ 快適 で美し い親環境臥 街路景観開発を誘導ずる の 那

本研究 の目標 であるo 導出され た研究結果を通 して ､ こ れ か ら の 韓国 の FS D

開発 の 課題と指針を提示する ｡

1
. 1 . 地域的 書 親環境的FS B 開発のた めの事例研究およぴデ

ー タ 鵡 - スヰヒの

推進

五望6



奉研究は ､ 地域的 ･ 親環境的FSD 開発を目標 とし､ そ の た 捌 こ勺 客地 の

先進事例 の解析ならぴ妄こ解析結果 のデ -

夕 べ
-

ス 化を実施したo 奉研究に

溶 い て は ､ 韓国の 文化通りと ヨ - ロ ッ パ 郎凱 日本の歩行者専用道鼠 コ

ミ 誌 ニ テ ィ 道路 ､ 広 場などを中心に ア ン ケ -

ト調査お よぴ現地調 教 調査

結果 の整理 ･ 分 軌 デ ー

タ ベ
-

スイヒ､ そ して ウ ニ ッ プサイ トの 構築を実施

したo ま た ､ こ れ らの 成果は ､ 外部よ り ､ ウ ェ ブ サイ トを通 して ア クセ ス

で き る ようにな っ て お り ､ こ の ウ ェ ブサ イ トを通 して ､ F S D の重要性 の認

識が広まり ､ F S D 開発 の 方法論 の検討 の議論が高まる こ と を期待して い るo

1 . 2 . 歩行者専用道蕗における FSD 開発のあ要性

韓国の 文化通りは 36 % が歩車共存道路であり ､ 3 O % が歩行者専周道路で

ある｡ 合わせ て 6 6 % の 文化通りは歩行者を中心と した道路とな っ て い る と

い え るo 現在は歩行者道路に対する法律が制度イヒきれ て い な い もの の ､ 歩

行者 の た 時 の 施設 の 必要性に対する認識が高まり つ つ ある｡ 快適な歩行環

境の形成に向け ､ F S D の 質の 向上 に対する要蛍が高く ､ そ れらの要求に応

える ､ 地域的 ･ 親環境的 FS D 開発 に向けた長期的計画が必要 である o 以 外

にサイ ン ､ 標識 ､ 遊び の FSD 役割も工夫す べ き であるo

l - 3 暮 FS D 要素として の舗装材料

調査 した ヨ ー

ロ ッ パ の 通り で はホ舘石舗装が 7 0 % 以上 であ撃 ､ 伝統的な

FS D の パ タ
-

ン形態 の 展開を見せ て い た ｡ /j ､ 舘石舗装は ､ 舗装材料と して

親環境的 FSD の 要素 となるo ヨ -

ロ ツ パ の 小舘石舗装は ヨ -

ロ ツ パ 以 外 の

国々 にも大きな影響を及ぼ して お り ､ 調査 した 日本 の 通 り で は ､ 粘 土ブ ロ

ッ ク舘装と石材舗装が大部分を占めて い た o しか しながら ､ 韓国にお い て

は ､ 高圧 セ メ ン トブ ロ ッ ク舗装の ウ エ イ トが 7 0 % と高く (78 % ) ､ 次 い で

ア ス フ ァ ル ト舗装､ 粘土ブ ロ ッ ク舗装 の頗 で あ るe

上記 の 調査結果から ､ ヨ ー

ロ ッ パ ､ 日本 にお い て ぼ ､ 自然素材中心 の舗

装材料を使用 して い る の に対して ､ 韓国はセ メ ン ト材料が大部分 で あ る ニ

と がわ か る o 人体 の 簿康にお よぼす影響を監慶して も､ 伝舵的材料 である

粘土プ ロ ッ タ舗装､ 石材舗装が望まし い と思われるo 韓国 にお い て も ､ か

つ て 舘装材料と して使用して い た自然材料を早急に見直し､ F S D g3 親環境

的伝続性を継蔑する活動を拡大して い かなければなら恋い B

l . 轟こ 舗装パタ ー ンの視覚資料化とその活用

本研究にお い て は ､ 韓国の 文化遠野ならびに主要な歩行者専用道路 の

FS D 現況調査か ら ､ そ れ ら の 舗装パ タ
-

ン をイ ラ ス ト托し ､ 臆 較イ ラ ス ト
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桑を作成した ｡ そ の 結果 ､ ヨ
-

日 ツ パ や日本 の事例と比較すると や 韓国 の

文化通りならび に主要な歩行者専属道路 の FS D にお い て は ､ 地域間の 差別

化や個性表現が大きく不足 して い る こ と がわか っ た ｡ 三 の 点 に関して ㌔ F S D

計画者や地域自治体総研究努力が必要で あろう｡ ヨ ー

ロ ッ パ や 日本 の歩行

者専周道路 の 場合は ､ 舗装 パ タ ー

ン が施され て い ない と こ ろ経皆無とい え

る o ま た ､ とり わをナ､ 日本で は ､ 地域轟 の差男fjlヒ､ イメ ー ジ類型として の

多様イヒが進ん で い る こ とがうかがえた o

舗装パ タ ー ン を視覚イヒする こ と 敵 地域 の F S D の 現況 をわ かりやずく認

識するために有効な手法 であると考えられるo FS D 開発にお い て 敵 地地

域や発進事例 の舗装パ タ ー ン を参照しながら､ そ の 地域なら で は の舗装 パ

タ - ン を探求して い く こ とに よ っ て ､ より良い成果を導く こ とが期待され

るo

1 . 5 , 地域的 FSB の 事例と親環境的FSD の事例分類

奉研究では ､
｢ 地域的 FSD + の 事例と ｢親環境的 FSD + の 事例を選別 して

提示 した o ｢ 地域的 FS D+ の 事例と して選別 した基準ほ ､ ひ と つ にをま､ そ

の 地域を象徴するようなパ タ ー

ン ､ 例 えば､ 地域 の 遺物 ､ 遺跡などを表現

した絵タイ ルを用 い た り ､ 太極文様にみられるような地域性が感じられる

図柄が使用されて い る場合を地域的な表現として 考えた ｡ ま た ､ 各地域で

産出される材料 (素材) を舗装材料として使周した場合も F 地域的 FSt3+

と考えた ｡ ｢親環境的 FSD + の 事例と して は ､ 自然 に親和する索樹 として ､

粘土ブ ロ ッ ク ､ 土石材料 ､ 石材を舗装材料と して使用した場合を選別 した o

ヨ -

ロ ツ パ ､ 日本 にお い て 地域性を表現した事例には ､ 地域名をイ メ - ジ

化 して ､ 絵タ イ ル や銘板､ マ ン ホ -

ル の 蓋など - の表現する こ とが多か っ

たo しか しながら ､ 韓 国の 文化通り で は ､ パ タ ー

ン や絵柄が施され て い な

い ア ス フ ァ ル ト舗装が全体 の 2 1 % を占め て い る こ とが判明 した o よ り積極

的な地域性と額性表現 の推進が必要 であると い え よう¢

1 . 6 . F SD 資料デ ー タ ベ ー ス 構築

本研究は ､ 韓国 の 地域的 ･ 親環境的な歩行者空間 の鉱夫に貢献しようと

するも の である o そ の 推進 の た め の 具捧的な資料として ､ 韓国 の 文化通り

と ヨ ー ロ ッ パ と 日本 の主要な通りをと哲あをず､ コ ミ 誌 ニ テ ィ道路を中心 と

した FS D に つ い て デ ー タ べ
-

ス の構築を行 い ､ ウ 芸 プサ イ トを通して多く

の研究者が活用 で来るように開示 したo 奉研究における現地調査 の対象地

域ほ ､ 韓国 ､ 日本 ､
ヨ

-

ロ ブ パ と したe ア メ リ カ に つ い て は現場調査を美

里望8



施する こ とが できなか っ たが ､ 参考資料を参照し､
-

部デ ー

タ ペ
- ス妄≡取

り入 れ た o 奉研究で は ､ 土 記 の 調査地域を通覧できる体系的な FSD 資料 が

構築 できたもの と考える e 今後 ､ カナ ダ ､ オ -

ス トラリ ア など西洋的な他

の先進 FSi3 の 事例 と ともを≡ ､ メ キ シ コ ､ 申 乳 イ ン ド, イ ス ラ ム 諸国など

歴史的に固有 の文明を発達させた国身 におを亨る地域的 FSD の 事例 の 調査が

進展すれば､ 世界的な FS D 基盤技術の体系イヒが出来ると考えられる o

2 . 親近感と豊かき ､ 快適さのため の FSβ ガイ ドライ ンd) 提案

本研究を通 して得られた知見を基盤 として ､ 韓国にお い て ､ 親近感と豊

かさ､ 快適さを感 じさせる FS D 掃発 に向けて ガイ ドライ ン を提示するo

2 . 1 . F SD 開発 の基礎要件

(1) 歩行牲 ､ 走行性 - の 藍慮

･ 滑 らな い こ と

･ 硬 すぎず ､ 歩行 に適切な弾力性がある こ と

･ 水が滞らな い程度 の排永性と透永性がある こ と

･ 平j畳で あ る こ と

･ 表示物が見やす い こ と ( サイ ン ､ 標識 の 視認性が高 い こ と)

(2) 施 工 の しやすさ

･ 施 工 が極度に困簿 でな い こ と

･ 施 工お よび養生時間が短 い こ と

(3) 維持管理 - の酉己慮

･ 使用時に容易に破損が生 じない こ と

･ 風 雨､ 凍結 ､ 日射 ､ 気候 の 変化によ っ て 破損や退色が生 じな い こ と

･ 補修が容易 で あ る こ と

･ 通行や風雨によ っ て 甚だしく汚れな い こ と

･ 汚れを落としやす い こ と

(4) 快適性

･ 見た 目 に快適で ある こ と ( 視覚的快適性)

･ 歩きやす い こ と (歩行 の快適性)

･ 走りやす い こ と ( 走行 の快適性ラ

(5) 経済性

･ 道路 の ライ フ サイ ク ル を通して み たとき妄こ経済的である こ と

(6) 周辺環境と の調和性

呈望9



･ 道路周辺 と の 調和 ( 建物脅建物敦地中 の舘装と の調和)

書 道路 の 附属物 ､ 畠屑物件と の調和 (縁石 ､ 防護冊などと の調和)

･ 車道 と歩道部と の調和

(7) 親環境性

･ 経済性を考慮し つ つ ､ 自然親和的な舗装素材を用 い る

舘装材料 の選定にお い て は ､ 景観性を重複するあま哲舗装と して の 基本

機能を等閑視するようなこ とがあ っ て はならな い o 舗装材料や舗装構造 の

選定にお い て は ､ 適用場所として要求される機能を満足させる舗装材料を

選定する こ と ､ ならび に変通条件に適切に対応する舗装構造を採属する必

要がある o
一 種類 の 舗装材料 の みを使うより ､ 複数 の 舗装材料を組み合わ

せ て使うこ とが景観的に優れた効果を得る こ とが出来る こ とが多い o こ の

ような場合は ､ 異種材料 の舗装間で舘装構造に整合性がなければ施 工 が煩

雑になるばかり で なく ､ 接合部が弓弓くなりやす い こ と に留意が必要 で あ る o

また ､ 優秀な景観性を長く経持して い くた め には ､ 清掃など の 日常的な管

理を適切に行 っ て い く 必要があるo 美 しく整備された舘面ほ ど､ 汚れ ､ 脱

色 ､ 破損 が生 じたときに醜悪な印象を与えやす い もの で ある e 埋設物など

の 工事を出来る限り避ける道路整備計画を立 て る必要があり ､ 修繕 工事 の

際は従来 の景観を維持する こ と が できるよう ､ 材料 の 棲保ををする必要が

ある o

2 . 2 . F SD に おける舗面パタ ー ン の表現

･ パ タ
ー

ン に よ っ て ､ 各地域の歴史､ 文化 ､ 特選 品などそ の地域 の特

質を表現する

･ 地域 の パ タ ー ン 差別化には ､ 地域 の 生産物を利用する こ とが有効 で

ある

･ } ヾタ ー

ン の 表現は ､ 交通標識などの表示 の視認性と両立する こ とが
i

必要 で あ る

･ 地域 と して の個性的なパ タ
ー

ン を作成するためには ､ 制作者が健A

的に描 い たイ メ - ジ で はなく ､ 地域に関連 した意味が認められるイ

メ ー ジ とする こ とが望まし い

･ 舗装材料表面は滑りにく い もの と しなければならな い ･ 表面 の テ ク

ス チ 三 ア が観 いも の を反擾させながらパ タ
ー

ン化 きせ て ､ 雨天時に

滑る こ とを防止 しなければならない

i語o



ブ ロ ッ ク舗装を芝は ､ 実に多様なF SD パ タ -

ン が表現きれて い る ｡ なか で

も最も多く使われる パ タ ー

ン は ､ 色違い の プ ロ ツ タ で線画を措く技法であ

る o ま た ､ とく に歩行者専属道路 の場合駄 多様で変化 の ある FS D の パ タ
- ン に よ っ て ､ 歩行者が楽しみを感じる こ とが できるよう設計する必要那

ある o 今後 ､ 景観 の観点 か らは ､ 特にブ ロ ッ ク舗装の FS B パ タ -

ン の 研究

が必要となろう｡

F S D パ タ
-

ン の 表現 の研究は ､ 地域 の個性化 の た 捌 こきわ め て重要恕位

置付けにある ｡ 前述 した ように ､ 地域 の 顧性化は ､ タ イ ル を用 い た放 で表

現される こ とが
-

般的 であるが ､ さらに地域の歴史や風土恕どの地域特性

を適度に取り入れ て い く こ とが重要 である ｡ こ の 場数 地域 づく野 の観点

から ､ 地域住民とともに地域 の個性を表現 した道作りを展開する べ き であ

ろうo

2 . 3 . FS D に おける色彩の考え方

FS D にお ける色彩は ､ 舗装材科 の種別と関連として酉己慮がなされなけれ

ばならな い o 赤色煙瓦や灰色 ､ また は ピ ン ク の 花樹岩 ､ 大理石 ､ 石材類な

どの舗装材料 で は ､ 配色 が親環境的色彩に制限される ｡ タイ ル や人造高圧

セ メ ン トブ ロ ッ クなどは人 工的材料であ野ながら原則的に半永久的に色彩

が保持きれ るも の であり ､ ま た ､ 多様な色彩表現が可能となる 8 ア ス フ ァ

ル トやセ メ ン ト､ コ ン ク リ
ー

トの 上 に ペ イ ン テ ィ ン グして舘面 の カ ラ -

才巳

を行う場合は ､ 自由な色彩 の効果を実施 できるも の の ､
ペ イ ン トは表面的

なもの で時間′の経過に伴 い退色したり ､ 剥をず落ちて しまう棟向にある こ と

を認識 して お かなければなら恋い o また ､ ペ イ ン テ ィ ン グに よ る舗面 の カ

ラ
ー

化 は ､ とくに ､ 周囲が自然景観 である環鏡 で は使用する ペ きで はな い o

地域的 ･ 新環境的な FSi) に 向けた色彩計画 の ガイ ドライ ン は ､ 以 下 の よ

うに提示する こ とが できる o
i

･ 赤や青など基本色に近 い色相を佳属する場合には ､ 低彩度と し､ 級

み合わせるとき の 色相 の種類も単純にする

･ 色彩や模様は周辺環境と調和するように留意し ､ 舗 面 だ けが 目立 っ

て しまう撃美な色は老ける

･ 地域環境 の背景色になる色合 い に合わせる (例 : 地域土塊 の色を基

準にする)

･ 建築物に歴史的性格 の強く現れ て い る通 哲 にお い て ほ ､ 低彩度の 負

相を使うことが望ま しい

1 3 皇



･ 道路標識物などと同系色妄三ならない ようにする

一 白色 の 舗装は反射が強く て隠しく感じられ ､ 土色 の 系夜色は反射が

少ない o 地域の 陽光 の強きと反射 の度合 い を考慮して色相を決めな

ければならない

･ 舗面舗装色として ､
-

般的に使 いやす い色相は自､ 淡 い灰色 ､ 淡黄

( べ
- ジ 還 - イ エ ロ

ー サ ン ド) 色系 の 三色配色と い える . 自然材料

に近づ けて 色相 ､ 明度､ 彩度を合わせ て いく こ とが環境に合わせや

す い

2 . 4 . 地区別 F S D ガイ ドライ ン

地域の特性を ･ 歴史 ･ 文化観光地区 ､ 商業地区 ､ 住居地区 ､ 公 園美観地区

などの 4 種類に分類して個性化を図る o

( 1 ) 歴 史 ･ 文化観光地区 : 象徴性の 強い歴史 ･ 文イヒ約の建物が必ず しも

ある所 で そ の 空間 の主人公を強調する F S D を｢ 地+ の 表現にする こ とを勧

める o

( 2 ) 商業 ･ 繁華街地区 : 活気ある個性を広場形を中心に視覚的楽 しみを

与えるポイ ン トと して 図を表現する こ と を勧めるo

( 3 ) 住居地区 : 落ち着 い た生活空間を｢地+ で表現 しア ク セ ン トと して部

分的｢ 図+ で演出する こ とを勧める｡

( 4 ) 公 園美観地区 : 廻 り の 自然環境と協調 できる舘装材
･ 自然材料を活

用して｢ 地+ の 表現にする｡ 広場に は視覚的楽しみを与えるポイ ン トと して

図を表現する_こ とを勧める o

1 3 望
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筆者が歩道舗装デザイ ン に関心を持 っ ようにな っ た切 っ 掛 桝ま､ 韓国 の

地方自治時代 の 開幕と共 に各地域別に人 身 が多く集まる文才ヒ通りを造成 し

ようとする動きが活発にな っ た ときに ､ それ ら の 造成にお い て通り の ス ト

”
- トフ ァ ニ チ ャ

- や建築物に対する高 い 閑jむと比 べ て舗面 の デザイ ン

( 歩道舗装) に対 して は無関心に扱われ て い る現状があり ､ そ して ､ 美観

上ま た は健康を損なうような通り の環費が形成され て い く 三 とに い ろ い ろ

と感じるもの が あ っ た ため である o

2 0 0 1 年度 に ､ 筆者が勤務 して い る永原大学と永原大学が属して い る華城

市が連携して華城市景観､ 特 に舗面舗装デザイ ン に対する研究を行 い ､ 学

術発表大会でそ の研究成果を発表 した o そ の研究結果を基礎に して ち 2 0 02

年度か ら 2 0 0 3 年度 の あい だ ､ 韓国産業資源府傘下韓国デザイ ン振興院 の協

力を得 て地域的 ･ 親環境的 FSD 開発 の ため の事飼研究およぴデ - 夕 べ - ス

化 ( 副題 : ｢韓国文化通りと外国 の歩行者空間を中心に+ ) と い う研究プ

ロ ジ ェ ク トを進めた o そ の 成果報告書を2 0 03 年度 12 月 に干fj 行 した o こ の

研究プ ロ ジ ュ タ トで は ､ 歩行者が多く集まる大審市 の歩行者専用道蕗を中

心に調査を行 っ たo 研究プ ロ ジ ェ タ トで 接 ､ 1 年 の あ い だ に ､ 日本をぼ じ

め ､ ヨ
-

ロ ツ パ を4 回ほ ど訪れ て ､ 世界 の 文化的中心 となる市街を視察調

査して ､ 調査 か ら得られた情報を整理 した o こ の 研究プ ロ ジ ェ ク トを韓国

のデザイ ン基盤技術研究として実施する こ とが出来た の は韓国デザイ ン振

興院の孫東範次長 ､ 朴喜勉チ
-

フ ､ 産業資湊府 の朴載孝主務 ､ 塵東沫課長

をは じめとする関係者 の方 々 の深 い 関心 と配慮 の お かげ で ある o

最初 は ､ 歩道舗装 のデザイ ン研究が必要で あ る の か ､ そ して そ の 成果ほ

有益に活属される の であろうかと悩みを抱えながら ス タ
-

卜したもの で あ

るが 2 00 3 年度に プ ロ ジ ェ ク トが終わり ､ そ の 成果と して フ ッ ト ス ケ
ー プデ

ザイ ン研究 の ウ ェ ブサイ トをオ
- プ ン する と ､ 金海市庁 ､

前街通り ､
-

出ラ フ ェ ス タ 文化通り ､
プチ ョ ン 文1ヒ通り ､

会社 の 実務担当者などから問い合わせや顧問要請があり ､

なっ た資料が活用きれた｡ それ 以外にも､ 各大学 の建築 ､

ソ ウj レ慶幣束学

プサ ン の 某窯業

デ - 夕 べ - ス と

土木専攻 の学生

からこ の ウ ェ ブサイ トの資料を発見し大 い に活周出来た と い う喜び の声が

届けられた ｡ そ の た め ､ こ の 資料は憧界的にも初め て歩道舗装 のデザイ ン
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資料をデ
- タ - ペ -

ス 絶 したも の であり ､ 今後も､ 利用価値をよ撃高める

ように情報を充実して いきた い と考えて い る o

ヨ ー

ロ ッ パ の 現地調査をこ立 っ 前は果た して短 い期間で ヨ -

ロ ジ バ の 丸 分

国を全て 回 りきれるか どうか不安があ っ たo 初 めに訪問した の萎ま ドイ ツ の

フ ラ ン ク フ ル トであり ､ 当時フ ラ ン ク フ ル ト の韓国領事館に勤務きれ て い

た虚栄動副総領事 ､ ジ ュ ネ - プ代表部 の朴栄国公事 の親切恕案内と激廟に

カを つ け られ た こ と で心 理的に安心 し ､ 以来 ､ 歩行者専用道路 の 資料般集

に集中する こ と が出来た｡ こ の 場 を借り て 心 から深く感謝 の意を表した い e

韓国文化通り の現地調査と意識調査とパ タ ー

ン の 研究にお い て は ､ 声 明

激発生 ､
K i rB J 皇n 琵y u n g 先生 ､J u n g K u 王m 先生と弟子 であるS 皇n 恥 u n H o n g , L e e

B u n Y u n g ､ S i n B u n g H o ､ L e e H o J u ､ H o ri g E u n 九 C h a 削 n J a e 等 の 協力

があ っ て全国的な韓国の フ ッ トス ケ - プデザイ ン資料を整理 できたo 各位

に深 い感謝を申 し上げるo

何 よ り ､ 今回 の 千葉大学に博士学位論文 を提出する こ と にな っ た切 っ 掛

けは ､ 筆者が 呈99 7 年度よ り 工学部デザイ ン 工学科宮崎研究室と交詫するな

か で ､ 宮崎清教授から上記 の成果報告書を基準に して博士学位論文 を作成

する こ と を助言 して頂 い た こ とにあ るo 先生 の ご指導の 下 で ､ 土記 の プ ロ

ジ ェ ク ト報告書を基礎 として ､ 体系的に フ ッ トス ケ ー

プ研究を進展きせ千

葉大学の博士学位論文として書き上げ､ そ れを提出できるようにな っ た こ

とは大きな喜び で あ るe そ の 導き と手助けを して い た だ い た宮崎清教授に

深甚なる感謝の意を述 べ る次第である e

最後に ､ 今ま で の本論文が完成するように い ろ い ろと ご指導して い た だ

い た千葉大学 の樋 口孝之先生 ､ 植 田憲先生に感謝 の意を表するo また ､ 編

集で苦労をかけた永原大学出身で千葉大学大学院に留学中 の孫大雄君 ､ 日

本語葡訳 で苦心 した次男李志錆にご苦労さまとお礼を述 べ た い o

永原大学美術大学デザイ ン学部

副教授 金明蘭
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◆J d 特t と封¢した F S D の事法t* . さ一ざ書

であ手L= 相JL ない ｡ せ外書地L= は､ とのJ;うな

手法がJL られろのたろ うh .
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. ふ 品
A q

快適な歩行 ･ 歩きた くなる F S D の 提供

◆ ｢ 歩きやすさ+

◆ r 安全性+

◆ ｢ クッ シ ョ ン仕+

◆ r 視X 内牧I 世+

◆ r 件JB 牲+

1 4

義
∴ヽ

地域特色に対応した F S D のさ9: ざま な手法

◆(l山 毛湧か ▼
◆ r也J と rI J 一斉か す
◆勾B e 唐か ▼
◆名所¢書●t 活か ▼
◆JL■世* 書0 さ
◆立ちI IJ 一書う
◆J 土t 薄か▼

◆J( * とJl 和一 ＋
◆dI ■垂■t 九d: T 手
◆外■皇■ t 内化丁 ●
◆●何事■● * 薄か丁
◆ エ暮 t 活か 丁
◆d 書 t * Ir化丁モ
◆
e
/ ンボル e 活か 丁

◆ イベ ン ト t 活か ▼
◆■ホt 着か 丁
◆一■す巾暮甘 t 清か▼
◆t l d) 丘I 一浩かす
◆t 形e 清か ナ

◆■■と¢ 1 ■tE 一事● I
◆サ < ン

J? 暮■ t t ●込C
◆書[) * 支え手
◆♯JL t 支え 事
◆シ ョ ヲ ピン クt 支ぇろ
◆* e 才か 丁

通りの 個性 ･ 地域特性が兼出するF S D

◆

篭P.
I
.B 抑

t
*S号駅

の大 約 ■ir t 占

◆事■生M に 臥 ▲群 ･ JL t . 文化 t どd)書■一の■せに暮
づ く) 句 B 方洗t= J : もI 一u 乎● 与れ 与

◆■t I Jr の刊芳一 ･

t ■の長一巾エ 拙 * d) 兼JI

◆t ■0 * * 暮● 8 モ ニ ュ メ ン トなとd) 一t

◆■t ●t ･ ■■名8 とe イ メ ー
'
} 化して ､ ♯タイル サーt .

7 ンホ
- h 暮な とに＋＋▼ ろ



親環境的な街路を形成す るF S D

◆ これからの F S D にL* ､ 1 4 tt 的なE ■が甘く求
められも｡

■♯材fI 臥 生*
-

Z*iL
-

J( エ
ー

仕JI
-

J[ *
-

■利用

A) サイクルt= お い て . 地7I 4 qL に対して4tJL 市な

もので なけれLl なら8 い ｡

◆自ぷに& 和する■書材料として ､ 粘土7 E) ツ ク.

土石材f4 . 石材なとQ) 叫 のJi 溢* 材七7r 勃L= 活
用丁ろ｡

地区特性に対応した F S D
地区別F S D ガイドライン
q
m T
I

J e t
'

i C .
r h L P J LE L tt n F[ ･ i t ) 暮 I J L E な 帥 4 仙 L=

◆歴史 ･ 文化峨光地区 : F S D 七rJh の暮gLL=

◆布#
･

轄事祐也区 : 清t J> 与t 牲をr月J で書gt

書専一いた生活空rq t * 出

◆

毒指警詣
; 白 榊 I t 伽 で書 和 8 材 . 良

人 ひと の生活を支え るF S D

◆人tl とがjL りL = # してgt め ろr＋t*巾) r A しみJ rll い) I

暮♯▼ ペ 書でJi 手 . こ れ与El 事fi垂Il ■J* f JE の I B L =

J : つ てt 出可 t で A ろ 0 1 t= . 1 りQI F S t) t I . ■t 暮
＋甘d) * ＋tL ･ 叫 ＋T ･ I ＋暮* ○とt 暮e 杓L= ＋Rl
した う え で. 一女して いく こ とが暮＋

l

r J> 与 .

◆a () 吐 ､ 人tl と¢ 生者¢ I でJ> 寺 . モれ ● え. 1 LJ で■
りJE L l 与 れ古 人tl と の生活モの も のが1 りの F S E) の■
tL 化に■がも こ と t 盲れてLi 8 らな い.

◆iL IJ の F S D に封1
1

もT8JE 暮■t 暮h て いく 必▼がJl ろ .

◆1 りつ くLJ L ; P わ与 庁J( ■4 1 L l . F S D t = q ↑手十分
な沖■･ I ■E 暮つ e . 人tl と の牡* 杓一書t 暮● つ つ .

モれ 与L: ¢え ろJ: うなrr■t ▲● な け 九L1 8 らな い .

F S D 兼科デ
- タ ベ ー

ス8t 築

◆書耕* ti . ■FJ におけろiL I) が* Jd 書十e 長* し
■寸* 杓でih 与ことe T い . モのヰI L= t 廿 しJ:

うとすももので & る.

モ¢ため のJtfI 的t FI として . 1 1 文化I りとE]
＋や ∃

-

I )
v '

J J ( に おけ古土事な暮L) モ七上け. 千

の F S D L= ■▼ろデ ー タベ ー ス●■t 庁L t ､ ウ ェ
ブサイトt 1 して事< の人tl とが清Jt でさ与よう
に■示した.

なお. ♯軒先で姓. I 也q 暮対暮t ＋P ･ E] 暮 ･

ヨ ー E) ツ パとした｡ 7 メ リカにつ いて妊一■JII Z

t 事一すも こと# で書B か つ *. . # ､ ●書* 科t ●

Jr L , ､ - f デ ー タ ベ ー スL= h り入れた.
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付録2 - 3

各国の フ ッ トスケ ー プデザイ ン現況事例
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捷国文化通りのF SD 現況
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